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秋
田
事
件
裁
判
考

手

塚

豊

一
　
は
し
が
き

二
　
秋
田
事
件
の
概
況

三
　
秋
田
事
件
の
裁
判

　
一
　
裁
判
管
轄
の
間
題

　
二
　
法
律
の
適
用
と
量
刑

四
　
む
す
び一

Oま

し
　
が
　
ぎ

　
明
治
十
四
年
六
月
．
秋
田
県
に
お
け
る
自
由
民
権
運
動
の
政
社
で
あ
つ
た
立
志
社
の
社
員
が
、
柴
田
浅
五
郎
を
盟
主
と
し
て
政
府
顛
覆
の
陰
謀

を
計
画
、
軍
資
金
か
せ
ぎ
の
強
盗
事
件
が
ぎ
か
か
ゆ
と
な
つ
て
そ
れ
が
暴
露
し
、
秋
田
始
審
裁
判
所
の
裁
判
に
よ
つ
て
処
刑
さ
れ
た
の
が
．
い
わ

　
　
　
　
　
　
（
1
）

ゆ
る
「
秋
田
事
件
』
で
あ
る
。

　
周
知
の
ご
と
く
．
明
治
十
五
年
十
一
月
の
福
島
事
件
を
契
機
と
し
て
．
幾
多
の
自
由
党
関
係
の
暴
動
事
件
は
各
地
に
続
発
し
た
。
秋
田
事
件
は
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裁
判
考
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四
　
　
　
　
　
（
四
）

福
島
事
件
に
さ
き
だ
つ
約
一
年
半
の
出
来
事
で
あ
る
。
自
由
民
権
運
動
関
係
の
国
事
犯
事
件
と
し
て
は
．
お
そ
ら
く
そ
の
噛
矢
で
あ
ろ
う
。

　
昭
和
初
頭
以
来
．
自
由
民
権
運
動
の
研
究
は
軌
道
に
の
り
．
と
く
に
終
戦
以
来
．
ま
す
ま
す
活
澄
化
し
て
い
る
。
自
由
党
関
係
暴
動
事
件
が
、

畠
民
権
湯
の
忠
課
題
と
し
て
或
前
戦
後
を
通
じ
て
研
究
の
対
象
に
の
ぼ
つ
て
い
る
こ
と
は
い
う
毒
も
な
㌧
そ
し
て
幾
多
の
養

な
業
績
が
学
界
に
提
供
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
．
秋
田
事
件
に
関
し
て
は
、
戦
前
の
研
究
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
知
る
限
り
で
は
、
大
正
六
年
発
行
の
「
秋
田
県
史
』
に
「
阿
気
村
ノ
兇
徒
暴
発
」
と
題
す
る
十
行
余
の
記
事
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
状
況
で
あ
つ

た
。
秋
田
事
件
が
こ
の
よ
う
に
閑
却
さ
れ
て
い
た
の
は
．
事
件
の
関
係
資
料
が
容
易
に
参
照
で
ぎ
な
い
状
況
に
放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
と
恩
わ
れ

る
が
．
さ
ら
に
ま
た
、
同
事
件
が
十
四
年
十
月
の
自
由
党
結
成
以
前
の
出
来
事
で
あ
つ
た
た
め
か
、
戦
前
に
お
け
る
自
由
民
権
運
動
の
も
つ
と
も

　
　
’

重
要
な
基
礎
的
文
献
と
も
い
う
べ
き
「
自
由
党
史
」
（
明
治
四
士
二
年
）
に
、
そ
れ
に
関
す
る
記
事
が
全
く
存
在
し
な
か
つ
た
こ
と
も
大
き
な
原
因
で

あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
戦
後
、
秋
田
地
方
の
郷
土
史
家
の
研
究
に
よ
つ
て
、
同
事
件
の
く
わ
し
い
全
貌
が
よ
う
や
く
明
ら
か
に
さ
れ
る
時
が
ぎ
た
の
で
あ

る
。
「
羽
後
新
報
」
昭
和
二
十
九
年
一
月
十
日
か
ら
三
十
一
年
七
月
二
十
六
日
ま
で
九
十
六
回
に
わ
た
つ
て
連
載
さ
れ
た
佐
々
木
金
一
郎
氏
の
「
秋

　
　
　
　
　
　
（
3
V

田
立
志
会
暴
動
記
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
地
方
に
残
存
す
る
秋
田
立
志
会
（
＋
四
年
五
月
立
志
社
と
改
名
）
関
係
資
料
を
断
簡
零
墨
に
い
た
る

ま
で
渉
猟
し
、
暴
動
事
件
の
経
過
と
意
義
を
探
求
し
た
先
駆
的
業
績
で
あ
つ
た
。
他
方
、
中
央
の
史
家
で
い
ち
早
く
同
事
件
に
着
目
さ
れ
た
の

は
、
田
中
惣
五
郎
氏
で
あ
る
。
同
氏
は
す
で
に
昭
和
四
年
、
同
事
件
の
存
在
に
気
付
か
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
著
作
に
．
は
じ
め
て
同
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4
）

事
件
を
『
秋
田
事
件
』
と
呼
ん
で
紹
介
さ
れ
た
の
は
「
日
本
の
自
由
民
権
」
（
昭
和
二
＋
二
年
》
で
あ
つ
た
。
さ
ら
に
同
氏
は
「
自
由
民
権
家
と
そ
の

　
（
5
）

系
譜
』
（
昭
和
二
＋
四
年
）
に
お
い
て
も
．
主
謀
者
柴
田
の
伝
記
を
中
心
に
同
事
件
を
論
述
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
二
つ
の
著
書
に
お
け
る
秋
田

事
件
の
取
扱
い
は
．
か
な
ら
ず
し
も
詳
密
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
後
．
田
中
氏
は
横
手
地
方
に
現
地
調
査
に
お
も
む
か
れ
．
蒐
集
し
た
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

資
料
を
集
成
し
て
晶
款
田
事
件
－
覚
え
書
的
に
ー
ー
」
を
昭
和
三
十
三
年
に
発
表
さ
れ
た
。
田
中
氏
は
こ
の
論
考
の
「
ま
え
が
き
』
で
「
私
は



私
な
り
の
『
秋
田
事
件
』
を
え
が
い
て
み
た
い
。
目
鼻
だ
ち
を
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ
る
自
信
は
な
い
が
、
も
う
ろ
う
と
し
た
全
影
像
だ
け
で
も
え
が
い

　
　
　
（
7
》

て
み
た
い
」
と
謙
遜
さ
れ
、
そ
れ
が
た
め
か
．
そ
の
副
題
に
も
わ
ざ
わ
ざ
『
覚
え
書
的
に
』
と
こ
と
わ
つ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
さ
す
が

に
精
密
な
も
の
で
あ
り
、
現
地
調
査
の
強
味
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
秋
田
事
件
の
研
究
と
し
て
、
佐
々
木
氏
の
前
掲
書
と
共
に
、
貴
重
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）

な
双
壁
と
い
え
よ
う
．
そ
の
ほ
か
、
同
事
件
を
取
扱
つ
た
文
献
に
、
服
部
之
総
「
明
治
維
新
に
お
け
る
指
導
と
同
盟
』
（
昭
和
二
＋
四
年
）
．
山
崎
真

廊
「
秋
田
県
覧
」
上
巻
（
墨
一
輩
）
・
吉
田
勇
「
東
北
地
謹
浮
る
畠
民
権
轟
」
＾
昭
和
三
＋
隻
柿
崎
葵
『
秋
田
県
の
畠
民

　
　
（
1
1
》

権
運
動
」
（
昭
和
三
士
禰
奪
）
．
田
口
勝
一
郎
「
明
治
十
年
代
前
半
の
イ
ン
フ
レ
下
に
お
け
る
国
民
生
活
」
（
昭
和
三
＋
二
年
）
お
よ
び
『
民
権
政
社
の
形

　
　
（
皿
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
》

成
過
程
』
（
昭
和
三
＋
四
年
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
家
永
三
郎
博
士
、
田
口
勝
一
郎
氏
等
の
事
件
関
係
資
料
の
紹
介
も
逸
す
べ
き
で
は
な
い
。

　
田
中
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
．
秋
田
事
件
の
主
体
は
不
平
士
族
と
転
落
農
民
で
あ
つ
て
．
明
治
十
年
代
の
横
手
木
綿
機
業
の
不
振
が
、
両
者
を
結

合
さ
せ
た
経
済
的
要
因
で
あ
つ
た
と
し
、
「
他
の
の
ち
に
起
き
た
民
権
暴
動
の
発
生
と
同
一
の
基
盤
に
立
ち
、
農
業
革
命
へ
の
端
緒
的
形
態
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
）

つ
た
』
「
中
農
貧
農
中
心
の
農
民
解
放
運
動
で
あ
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
．
佐
々
木
氏
は
こ
の
見
解
を
反
駁
し
、
事
件
関
係
者
の
過

半
は
農
民
で
は
な
い
か
ら
、
「
そ
れ
が
農
民
解
放
運
動
で
あ
る
か
否
か
は
一
概
に
断
言
す
る
事
は
出
来
な
い
』
「
其
掲
ぐ
る
ス
ロ
ー
ガ
ソ
が
農
民
自

体
の
福
祉
や
、
そ
れ
自
体
の
解
放
向
上
を
目
ざ
し
た
も
の
で
な
く
…
…
具
体
的
に
は
国
会
開
設
と
云
う
政
治
的
な
概
念
的
な
目
標
に
よ
つ
て
指
導

し
た
も
の
で
あ
る
』
「
こ
れ
を
農
民
解
放
運
動
と
限
定
せ
ず
、
大
衆
運
動
又
は
階
級
打
破
的
な
解
放
運
動
と
見
る
の
が
一
層
適
切
で
は
あ
る
ま
い

（
1
6
）か
』
と
し
、
さ
ら
に
木
綿
機
業
の
関
係
者
は
、
同
事
件
に
わ
ず
か
一
人
だ
け
し
か
参
加
し
て
い
な
か
つ
た
こ
と
か
ら
．
同
機
業
の
不
振
と
事
件
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
）

の
結
び
つ
き
に
も
否
定
的
見
解
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
「
秋
田
県
政
史
』
の
執
筆
者
山
崎
真
一
郎
氏
も
、
大
体
に
お
い
て
佐
々
木
氏
の
見
解
に
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
ま
》

調
さ
れ
、
田
中
氏
の
所
論
は
『
物
の
世
界
が
明
治
維
新
と
云
う
政
界
を
造
り
上
げ
た
と
見
る
唯
物
史
観
を
把
握
す
る
人
達
の
．
穿
つ
過
ぎ
た
暴
論

　
　
露
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

で
あ
る
』
と
ぎ
め
つ
け
、
事
件
は
『
当
時
全
国
を
風
靡
し
つ
つ
あ
つ
た
民
権
獲
得
を
目
指
し
た
政
治
運
動
の
一
環
で
あ
る
』
と
し
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
事
件
の
評
価
に
関
し
て
、
田
中
氏
と
秋
田
郷
土
史
家
の
闇
の
相
違
は
大
き
い
。
田
中
氏
自
ら
も
「
秋
田
地
方
の
研
究
と
私
と
は
少

　
　
　
秋
田
事
件
裁
判
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
　
　
　
（
匠
）



　
　
　
秋
田
事
件
裁
判
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
　
　
　
　
（
六
》

　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
》

々
ず
れ
る
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
●
て
い
る
。

　
秋
田
事
件
の
性
格
は
ど
の
よ
う
に
把
握
す
べ
き
か
、
そ
れ
は
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
の
角
度
か
ら
考
察
さ
る
ぺ
ぎ
課
題
で
あ
ろ
う
。
と
同
時
に
、
そ

の
考
察
の
裏
付
け
と
な
る
べ
き
新
資
料
の
探
索
．
発
表
も
な
お
多
く
の
期
待
が
将
来
に
寄
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
は
、
秋
田
事
件

そ
の
も
の
の
意
義
を
追
求
し
、
あ
た
ら
し
い
知
見
を
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
．
事
件
内
容
の
特
別
な
史
実
を
提
出
す
る
も
の
で
も

な
い
。
た
だ
．
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
全
く
閑
却
さ
れ
て
い
る
法
制
史
的
一
側
面
を
考
察
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
秋
田
事

件
は
、
事
件
の
発
生
と
判
決
の
時
期
が
あ
た
か
も
明
治
十
五
年
の
刑
法
．
治
罪
法
施
行
の
前
後
に
ま
た
が
つ
て
い
る
が
．
い
か
に
し
て
裁
判
の
管

轄
は
決
定
さ
れ
た
か
、
そ
し
て
い
ま
だ
司
法
権
の
独
立
な
く
、
し
か
も
微
力
な
地
方
の
裁
判
所
が
い
か
に
し
て
法
律
の
適
用
と
量
刑
を
行
つ
た
の

（
訟
）
、

か
．
こ
う
し
た
間
題
を
と
ら
え
、
若
干
の
検
討
を
試
み
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
事
件
発
覚
以
来
、
裁
判
の
終
結
ま
で
、
他
の
自
由
党
暴
動
事
件

の
場
合
と
琵
楚
な
ら
な
い
二
年
九
ヵ
是
わ
た
る
覇
間
姦
し
た
謎
も
1
田
藁
も
佐
々
簸
も
共
に
こ
の
庭
余
い
疑
問
を
喜

ら
れ
て
い
る
ー
そ
う
し
た
問
題
の
究
明
に
よ
つ
て
こ
そ
解
決
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
）
　
最
近
ま
で
．
こ
の
事
件
に
関
す
る
特
定
の
呼
称
は
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
事
件
発
生
当
時
の
新
聞
記
事
は
『
秋
田
県
下
立
志
社
暴
挙
』
（
明
治
十
四
年
六
月
二
十

　
　
九
日
郵
便
報
知
、
七
月
匠
日
東
京
日
日
等
）
と
呼
び
、
そ
の
後
こ
の
事
件
を
取
扱
つ
た
文
献
で
は
『
阿
気
村
ノ
兇
徒
暴
発
」
（
「
秋
田
県
史
』
第
四
冊
・
四
一
二
頁
）
と
い

　
　
わ
れ
て
い
た
。
最
近
の
著
作
で
も
『
秋
田
立
志
会
暴
動
』
（
佐
々
木
金
一
郎
「
秋
田
立
志
会
暴
動
記
㌧
昭
和
三
十
三
年
）
あ
る
い
は
『
秋
田
立
志
会
事
件
』
（
前
掲
暴
動

　
　
記
所
載
の
伊
沢
慶
治
序
文
）
．
『
立
志
会
の
暴
動
』
（
「
秋
田
県
政
史
』
上
巻
・
昭
和
三
十
年
・
二
八
八
頁
）
な
ど
．
そ
の
呼
び
名
は
一
定
し
て
い
な
い
。
『
秋
田
事
件
」
と

　
　
命
名
さ
れ
た
の
は
．
田
中
惣
五
郎
氏
で
あ
る
（
「
日
本
の
自
由
民
権
』
・
昭
和
二
十
二
年
・
一
七
六
頁
）
。
同
氏
は
「
こ
れ
を
横
手
事
件
と
い
お
う
か
ど
う
か
に
迷
つ
て
い

　
　
る
．
長
野
県
に
お
こ
つ
て
も
飯
田
事
件
と
い
う
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
つ
と
も
、
立
志
会
－
立
志
社
の
本
部
が
秋
田
市
に
あ
つ
た
と
い
う
意
味
も
あ
つ
て
一
応
秋
田

　
　
事
件
と
い
つ
て
お
く
』
（
『
秋
田
事
件
』
e
・
日
本
歴
史
昭
和
三
十
三
年
十
月
号
・
七
六
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
．
こ
の
呼
称
が
一
般
的
に
普
及
の
傾
向
に
あ
る
の

　
　
で
．
本
稿
で
も
そ
れ
に
従
5
こ
と
に
し
た
。

　
（
2
）
　
前
掲
県
史
・
第
四
冊
・
四
＝
一
頁
ー
四
二
二
頁
。
こ
の
県
史
の
記
事
は
、
内
閣
文
庫
蔵
稿
本
『
秋
田
県
史
」
明
治
十
四
年
の
部
に
よ
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
．
文
章
も

　
　
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
．
小
野
道
雄
．
土
屋
喬
雄
編
『
明
治
初
年
農
罠
騒
擾
録
」
に
は
『
明
治
十
四
年
六
月
平
鹿
郡
阿
気
村
近
傍
騒
擾
」
と
題
し
、
前
掲
内

　
　
閣
文
庫
本
の
記
事
が
履
刻
さ
れ
て
い
る
（
昭
和
二
十
八
年
版
、
九
八
頁
）
。
な
お
、
事
件
当
時
の
横
手
警
察
署
長
佐
々
木
真
綱
（
九
等
警
部
）
氏
が
『
秋
田
立
志
会
員
暴



動
』
と
題
す
る
回
顧
談
を
っ
秋
南
新
報
」
（
昭
和
十
一
年
七
月
二
十
三
日
ー
二
十
六
日
）
に
発
表
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
沸
、
地
方
新
聞
の
記
事
の
た
め
．
惜
し
く
も
一
般

　
の
注
意
を
惹
か
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
3
》
　
こ
の
論
考
は
、
昭
和
三
十
三
年
七
月
．
単
行
本
に
ま
と
め
ら
れ
、
横
手
郷
土
史
編
纂
会
か
ら
発
行
さ
れ
た
。
佐
々
木
金
一
郎
「
秋
田
立
志
会
暴
動
記
』
が
そ
れ
で
あ

　
る
。
本
稿
の
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
．

（
4
）
　
田
中
・
前
掲
自
由
民
権
・
一
七
六
頁
以
下
。

（
5
）
　
田
中
惣
玉
郎
『
自
由
民
権
家
と
そ
の
系
譜
』
・
一
一
九
頁
以
下
。

（
6
）
　
田
中
・
前
掲
秋
田
事
件
9
⇔
㊧
・
日
本
歴
史
昭
和
三
十
三
年
十
月
号
・
七
六
頁
以
下
．
十
一
月
号
・
七
三
頁
以
下
．
十
二
月
号
・
六
九
頁
以
下
．
註
（
2
）
に
述
べ

　
た
佐
々
木
警
部
回
顧
談
は
．
こ
の
論
文
e
に
そ
の
全
文
が
覆
刻
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
十
月
号
・
七
九
頁
ー
八
二
頁
）
。

（
7
）

（
8
》

（
9
V

（
10
）

（
n
）

（
1
2
）の

形
成
過
程
ー
秋
田
立
志
会
と
そ
の
事
件
ー
』
・
日
本
近
代
史
研
究
第
三
号
・

そ
の
経
過
が
要
領
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

済
的
背
景
』

ま
だ
参
照
す
る
機
会
を
も
た
な
い
。

（
13
）
家
永
博
士
は
．
総
理
府
所
蔵
文
書
に
よ
つ
て
主
謀
者
柴
田
浅
五
郎
の
警
察
調
書
（
十
四
年
六
月
二
十
五
日
）
の
全
文
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
『
植
木
枝
盛
研
究
』
・
昭

　
和
三
十
五
年
・
二
〇
二
頁
．
二
六
四
頁
－
二
六
七
頁
）
。

（
1
4
）
　
田
ロ
氏
が
紹
介
さ
れ
た
の
は
．
立
志
会
々
則
で
あ
る
（
「
秋
田
事
件
関
係
史
料
』
・
歴
史
評
論
昭
和
三
十
二
年
六
月
号
・
八
八
頁
以
下
）
。
田
口
氏
の
典
拠
と
さ
れ
た

　
の
は
．
立
志
会
創
立
直
後
の
秋
田
選
適
新
聞
（
十
三
年
八
月
二
十
二
日
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
．
そ
れ
は
さ
ら
に
田
中
氏
の
前
掲
秋
田
事
件
⇔
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る

　
（
前
掲
日
本
歴
史
十
一
月
号
・
七
七
頁
ー
八
0
頁
）
。
な
お
、
立
志
会
々
則
は
明
治
十
四
年
二
月
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
あ
り
、
大
正
三
年
十
一
月
十
五
日
の
秋
田
史
談
会
に

　
出
品
さ
れ
た
が
、
現
在
は
そ
の
所
在
が
明
ら
か
で
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
（
前
掲
県
政
史
・
上
巻
二
一
八
四
頁
．
佐
々
木
・
前
掲
暴
動
記
・
六
〇
頁
）
。
そ
れ
が
た
め
．

　
両
老
の
内
容
の
異
同
は
わ
か
ら
な
い
。

（
15
）
　
田
中
・
前
掲
そ
の
系
譜
・
一
ニ
ニ
頁
。

前
掲
論
文
O
・
前
掲
十
月
号
・
七
七
頁
。

服
部
之
総
「
明
治
維
新
に
お
け
る
指
導
と
同
盟
』
・
『
服
部
之
総
著
作
集
」
第
五
巻
・
二
三
八
頁
以
下
。

前
掲
県
政
史
・
上
巻
・
二
八
四
頁
以
下
。

吉
田
勇
「
東
北
地
方
に
お
け
る
自
由
民
権
運
動
』
・
『
東
北
史
の
新
研
究
』
二
一
三
七
頁
、
三
四
七
頁
。

柿
崎
竜
夫
『
秋
田
県
の
自
由
民
権
運
動
ー
秋
田
事
件
を
中
心
と
し
て
f
』
・
歴
史
第
十
六
号
・
三
八
頁
以
下
。

田
口
勝
一
郎
『
明
治
十
年
代
前
半
ρ
イ
ソ
フ
レ
下
に
お
け
る
国
民
生
活
－
秋
田
事
件
の
背
景
と
し
て
ー
」
・
法
政
史
学
第
九
号
二
三
四
頁
以
下
。
「
民
権
政
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
頁
以
下
。
こ
の
後
者
の
論
考
は
、
事
件
の
発
展
過
程
に
重
点
を
お
い
た
も
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
同
論
考
に
よ
る
と
、
本
文
に
私
が
掲
げ
た
以
外
で
同
事
件
に
論
及
し
た
文
献
に
．
大
山
茂
『
自
由
民
権
運
動
の
経

　
　
　
（
秋
田
近
代
史
研
究
第
二
号
・
昭
和
三
十
三
年
）
、
そ
の
資
料
に
．
秋
田
図
書
館
蔵
『
立
志
社
事
件
に
関
す
る
座
談
会
」
（
昭
和
十
三
年
）
が
あ
る
が
．
私
は

秋
田
事
件
裁
判
考

七

（
七
）



　
　
秋
田
事
件
裁
判
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
　
　
　
　
（
八
》

（
照
）
佐
々
木
・
前
掲
暴
動
記
・
菰
O
頁
以
下
。

（
1
7
）
　
前
掲
書
・
五
三
頁
以
下
。

（
1
8
）
　
前
掲
県
政
史
・
上
巻
・
二
八
九
頁
。

（
1
9
）
前
掲
書
・
二
九
〇
頁
。
吉
田
勇
氏
が
「
民
権
者
が
．
理
想
実
現
の
た
め
資
金
難
か
ら
止
む
な
く
強
盗
に
入
る
等
．
貧
民
救
済
を
主
と
せ
る
も
の
で
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主

　
主
義
の
闘
い
と
は
理
解
し
が
た
い
』
（
前
．
掲
自
由
民
権
運
動
・
前
掲
新
研
究
・
三
四
七
頁
）
と
、
事
件
を
批
評
さ
れ
て
い
る
の
は
、
佐
々
木
．
山
崎
両
氏
の
立
場
に
ち
か

　
い
も
の
と
い
え
よ
う
．

（
2
0
）
　
田
中
・
前
掲
秋
田
事
件
⇔
・
前
掲
日
本
歴
史
十
一
月
号
・
八
二
頁
。

（
2
1
）
　
国
事
犯
と
し
て
処
刑
さ
れ
た
全
員
十
九
名
の
判
決
文
は
、
す
で
に
先
般
、
私
が
取
り
ま
と
め
て
本
誌
に
覆
刻
．
発
表
し
た
　
（
拙
稿
『
秋
田
県
立
志
祉
暴
動
事
件
判

　
決
書
』
・
本
誌
第
三
十
四
巻
十
号
・
八
四
頁
以
下
参
照
）
。

（
2
2
）
　
田
中
・
前
掲
秋
田
事
件
e
・
前
掲
日
本
歴
史
十
月
号
・
八
五
頁
。

（
2
3
）
佐
々
木
・
前
掲
暴
動
記
・
四
五
頁
．

二
　
秋
田
事
件
の
概
況

　
秋
田
事
件
の
全
貌
は
、
前
節
で
述
べ
た
諸
家
の
研
究
に
よ
つ
て
．
す
で
に
一
応
は
明
ら
か
に
な
つ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
事
件
の
裁
判
を
考

察
す
る
前
提
と
し
て
必
要
な
限
度
内
で
、
そ
の
大
要
を
素
描
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

　
秋
田
事
件
は
、
柴
田
浅
五
郎
に
よ
つ
て
も
つ
ぱ
ら
計
画
、
指
導
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
柴
田
は
平
鹿
郡
中
吉
田
村
の
中
流
の
自
作
農
の
出
身

で
．
彼
の
名
が
東
北
地
方
の
政
界
に
は
じ
め
て
登
場
し
た
の
は
．
明
治
十
一
年
の
末
、
河
野
広
中
を
中
心
と
し
て
自
由
民
権
運
動
の
政
客
が
仙
台

に
集
り
．
東
北
有
志
会
を
開
い
た
時
で
あ
る
。
彼
は
二
十
六
歳
の
青
年
で
あ
つ
た
が
、
酒
田
の
森
藤
右
衛
門
、
岩
手
の
鈴
木
舎
定
、
福
島
の
花
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁
）

恭
次
郎
等
に
伍
し
て
参
加
し
た
。
翌
十
二
年
二
月
、
柴
田
は
高
知
に
赴
き
、
中
井
純
一
郎
の
主
宰
す
る
本
立
社
に
入
つ
て
民
権
思
想
を
学
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

土
佐
に
滞
る
こ
と
約
一
年
．
独
立
の
政
社
を
故
郷
に
創
立
す
る
た
め
秋
田
に
帰
つ
た
彼
は
、
有
志
を
あ
つ
め
て
立
志
会
を
結
成
し
た
。
時
に
十
三

年
八
月
十
日
で
あ
る
。
発
会
式
に
は
旧
佐
竹
（
久
保
田
）
藩
の
家
老
渋
江
内
膳
も
出
席
、
ま
た
当
初
の
会
員
中
に
は
、
多
数
の
上
層
士
族
や
富
商



　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
（
3
》

と
呼
ば
れ
る
人
々
も
窃
加
し
て
い
た
。
そ
の
会
則
に
よ
る
と
、
「
本
会
設
立
ノ
目
的
ハ
主
ト
シ
一
垂
律
学
ヲ
研
究
シ
、
施
テ
諸
般
ノ
学
二
及
ヒ
・

尚
討
論
ノ
会
ヲ
開
キ
、
世
教
ヲ
補
ヒ
世
益
ヲ
計
ル
ヲ
期
ス
・
（
攣
髭
る
の
み
で
、
畠
民
鑑
動
の
推
進
は
全
く
正
庭
で
て
い
な
い
．
翠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

惣
五
郎
氏
は
、
そ
の
理
由
を
推
測
し
て
「
上
層
部
的
．
士
族
的
な
も
の
へ
の
政
治
的
考
慮
が
あ
つ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
』
と
み
て
お
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ち
　
　
や
　
　
ヤ

す
な
わ
ち
．
会
の
目
的
を
ぼ
か
し
て
．
広
い
範
囲
の
会
員
獲
得
を
ね
ら
つ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
か
く
し
て
発
足
し
た
立
志
会
は
、
急
速
匿
そ
の
勢
力
を
の
ば
し
、
同
年
十
月
、
・
柴
田
が
会
員
内
桶
圭
三
郎
を
帯
同
し
て
上
京
．
太
政
官
に
国
会

開
設
講
願
婁
提
出
せ
ん
と
し
た
際
に
は
・
立
嚢
塁
書
多
饗
（
馨
と
い
つ
て
葦
さ
ら
垂
＋
一
月
責
国
会
幾
羅

肇
契
会
で
決
定
し
た
合
馨
の
署
に
は
．
雷
内
繧
密
立
志
室
翼
替
孕
碁
聾
（
馨
と
な
つ
て
茎
裂
数

ヵ
月
に
し
て
、
立
志
会
は
す
く
な
く
と
も
会
員
数
に
お
い
て
は
、
全
国
有
数
の
民
権
政
社
に
ま
で
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
同
年
十
月
二
十
一
日
の

　
　
カ
　
　
ぎ

秋
田
退
還
新
聞
に
「
立
志
会
は
、
人
の
帰
向
を
得
て
日
一
日
と
勢
を
振
い
…
…
連
日
各
地
よ
り
入
会
者
集
り
、
其
人
員
殆
三
千
人
の
多
き
を
致

す
。
益
発
展
す
る
同
会
よ
り
す
れ
ば
、
現
下
の
状
況
は
南
村
僅
か
に
蕾
を
破
つ
た
る
程
度
鶴
庭
』
と
あ
る
は
・
当
時
の
実
状
を
伝
え
た
も
の
と
み

て
い
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
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翌
十
四
年
三
月
四
日
．
仙
台
で
開
か
れ
た
「
東
北
政
社
合
同
東
北
有
志
大
会
』
に
は
、
柴
田
は
秋
田
県
代
表
と
し
て
出
席
し
た
。
三
月
二
十
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
》

日
の
朝
野
新
聞
に
よ
る
と
．
こ
の
大
会
で
「
東
北
七
州
自
由
党
盟
約
」
が
決
議
さ
れ
、
運
動
の
具
体
的
方
策
と
し
て
「
仙
台
と
福
島
の
自
由
党
は

山
形
の
遊
説
を
負
担
し
、
秋
田
と
酒
田
の
自
由
党
は
之
に
応
じ
て
至
急
に
同
志
を
募
る
こ
と
に
な
り
．
北
海
道
は
青
森
、
岩
手
、
秋
田
の
自
由
党

よ
り
遊
説
員
を
出
す
事
に
決
せ
り
』
と
い
う
。
「
秋
田
の
自
由
党
』
と
あ
る
の
が
、
柴
田
の
ひ
ぎ
い
る
立
志
会
で
あ
る
。
ち
よ
う
ど
こ
の
頃
が
、

立
志
会
の
最
盛
期
で
あ
つ
た
。
何
と
な
れ
ば
、
翌
四
月
以
降
に
な
る
と
、
柴
田
に
対
す
る
悪
評
が
逐
次
た
か
ま
り
、
立
志
会
は
急
激
に
衰
退
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

向
に
す
す
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

立
志
会
の
活
動
が
ゆ
き
づ
ま
つ
た
最
大
の
原
因
は
．
そ
の
資
金
面
で
あ
建
会
の
董
は
す
べ
て
有
輪
で
曹
（
訟
捌
解
旅
費
日
当

　
　
　
秋
佃
事
件
裁
判
考
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九
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な
ど
の
出
費
も
多
く
、
最
初
奮
多
く
の
資
金
を
必
要
与
る
組
織
虜
つ
た
．
創
立
当
初
は
亮
起
人
萎
ヨ
リ
李
円
あ
借
入
金
（
訟
捌
鱗
）

で
運
営
さ
れ
て
い
た
が
、
＋
四
年
一
月
頃
髪
る
と
、
そ
れ
を
消
費
し
た
た
め
、
会
則
に
響
る
誉
・
房
隻
＋
嚢
・
（
綿
紅
）
の
会
費
を

徴
収
し
は
じ
め
た
。
こ
れ
が
は
げ
し
い
非
難
を
う
け
た
の
で
、
四
月
に
は
会
費
を
廃
止
し
、
会
の
費
用
は
別
の
方
法
で
調
達
す
る
こ
と
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
柴
田
は
宣
伝
の
方
法
を
転
換
し
．
会
の
目
的
を
「
封
建
の
旧
に
復
」
す
る
こ
と
に
あ
り
と
し
、
目
的
完
遂
の
際
は
立
志
会
員
を
「
等

級
に
よ
り
て
永
世
禄
を
賜
う
て
士
族
に
列
す
」
ま
た
「
加
入
募
集
を
奔
走
せ
る
も
の
」
に
は
「
百
石
取
」
「
二
百
石
取
』
を
約
束
し
、
さ
ら
に
「
速

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
）

金
三
＋
円
に
て
永
世
足
軽
の
株
差
売
る
（
尉
鯉
雛
脚
認
田
）
な
ど
の
手
段
を
採
つ
て
、
会
費
の
調
達
と
会
員
の
増
㌍
舞
起
自
由

民
権
運
動
を
め
ざ
し
た
筈
の
立
志
会
と
し
て
は
、
大
き
な
方
向
転
換
で
あ
る
。
こ
う
し
た
柴
田
の
指
導
に
対
し
て
、
世
間
の
批
評
は
ま
す
ま
す
き

び
し
く
、
会
員
中
の
上
級
士
族
、
豪
農
、
豪
商
と
目
さ
れ
る
人
々
は
脱
落
し
た
が
、
下
層
農
民
、
下
層
商
工
業
者
、
下
級
士
族
の
一
部
会
員
は
、

柴
田
の
指
導
を
信
用
し
、
ひ
た
む
き
に
暴
動
へ
の
途
を
歩
む
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
柴
田
が
内
乱
陰
謀
の
計
画
と
、
軍
資
金
集
め
の
手
段
と
し
て
の
強
盗
を
、
何
時
、
同
志
に
指
示
し
た
か
は
か
な
ら
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
も

つ
と
も
柴
田
自
身
は
、
警
察
の
取
調
に
対
し
て
「
不
軌
ヲ
謀
ル
ヘ
キ
用
意
セ
シ
メ
タ
レ
ト
モ
全
ク
愚
民
ヲ
盤
惑
シ
金
ヲ
出
サ
シ
ム
ル
ノ
策
ニ
シ
テ

政
府
ヲ
顛
覆
ス
ル
杯
ノ
存
心
更
二
無
之
候
事
」
（
柴
田
警
察
調
書
・
＋
四
年
六
月
二
＋
五
旦
と
述
べ
、
さ
ら
に
判
事
の
訊
間
に
対
し
て
も
政
府
顛
覆
の

企
図
を
否
認
し
「
畢
寛
立
志
社
資
金
ノ
欠
乏
ヲ
救
ハ
ン
為
メ
謡
計
ヲ
設
ケ
金
員
ヲ
醸
集
セ
ン
ト
シ
タ
ル
ニ
外
ナ
ラ
ス
」
（
柴
田
法
廷
調
書
．
＋
五
年
七

月
＋
四
日
）
と
答
え
て
い
る
。
内
乱
陰
謀
は
表
面
的
な
看
板
で
あ
つ
て
、
真
の
目
的
は
立
志
会
の
資
金
集
め
で
あ
つ
た
と
す
る
彼
の
陳
述
が
、
は
た

し
て
真
実
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
真
意
は
別
と
し
て
、
彼
が
内
乱
陰
謀
の
準
備
を
．
同
志
の
者
に
指
示
し
た
こ
と
は
、
明
ら

か
な
客
観
的
事
実
で
あ
り
、
柴
田
自
身
も
そ
れ
は
否
定
し
て
い
な
い
。

　
佐
々
木
金
一
郎
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
十
四
年
四
月
十
二
日
頃
、
立
志
会
の
有
志
は
雄
勝
郡
大
沢
村
の
船
玉
神
社
（
日
和
由
神
社
）
に
集
合
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

何
事
か
を
協
議
し
た
藻
笑
が
あ
り
、
同
氏
は
こ
れ
を
「
日
和
山
事
件
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
F
集
合
し
た
者
の
氏
名
も
ま
た
集
合
目
的
も
明
ら



か
で
な
い
が
、
そ
の
後
約
一
ヵ
月
を
経
て
強
盗
事
件
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
み
る
と
、
軍
資
金
調
達
の
具
体
的
方
法
が
協
議
さ
れ
た
の
か
も
知
れ

な
い
し
．
ま
た
あ
る
い
は
柴
田
も
列
席
し
て
陰
謀
の
方
途
を
指
示
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
立
志
会
員
が
襲
撃
を
敢
行
し
た
強
盗
事
件
は
、
三
件
あ
る
。
そ
の
一
は
、
十
四
年
五
月
十
三
日
．
平
鹿
郡
醍
醐
村
野
中
の
農
業
藤
原
多
左
衛
門

宅
を
襲
い
、
主
人
を
殺
害
、
財
物
は
掠
奪
せ
ず
し
て
逃
走
し
た
事
件
で
あ
る
。
そ
の
二
は
、
同
年
六
月
初
め
（
日
不
詳
）
、
平
鹿
郡
旭
村
塚
堀
の
農

業
鈴
木
長
助
宅
を
襲
い
、
倉
か
ら
金
銭
を
強
取
し
た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
、
田
中
惣
五
郎
氏
の
調
査
に
よ
り
は
じ
め
て
明
ら
か
に
な
つ
た

　
　
（
1
3
》

も
の
で
、
事
件
当
時
は
警
察
へ
も
届
出
で
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
三
は
、
同
年
六
月
八
日
、
平
鹿
郡
阿
気
村
藤
巻
農
業
須
藤
六
郎
左
衛
門

宅
を
襲
い
、
衣
類
金
銭
を
強
奪
し
た
事
件
で
あ
る
。

　
秋
田
事
件
発
覚
の
端
緒
に
な
つ
た
の
は
、
こ
の
第
三
の
事
件
で
あ
る
。
こ
の
強
盗
事
件
は
．
警
察
へ
の
連
絡
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
つ
た
ら
し
く
．

事
件
発
生
の
翌
日
、
横
手
警
察
署
長
佐
々
木
真
綱
警
部
を
指
揮
官
と
す
る
警
官
隊
が
現
場
附
近
に
到
着
、
隣
接
各
村
の
捜
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
し

て
強
盗
に
押
し
入
つ
た
者
が
続
々
と
逮
捕
さ
れ
、
そ
の
自
白
に
よ
つ
て
第
一
の
強
盗
殺
人
事
件
も
、
立
志
社
員
の
行
為
で
あ
る
こ
と
が
判
明
、
ま

た
逮
捕
者
の
自
供
あ
る
い
は
家
宅
捜
索
に
よ
つ
て
内
乱
陰
謀
の
存
在
が
暴
露
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
柴
田
を
は
じ
め
多
く
の
同
志
が
、
県

　
　
　
　
　
へ
　
　
う
　
　
う
　
　
へ

内
各
所
で
．
い
も
ず
る
的
に
捕
縛
さ
れ
た
。

明
治
＋
四
年
六
月
二
＋
音
の
嘉
の
襲
に
よ
る
と
ど
く
に
陰
謀
発
覚
の
キ
メ
手
髪
つ
た
の
は
茜
田
忠
五
郎
宅
よ
り
押
収

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

さ
れ
た
社
員
の
連
判
状
お
よ
び
内
約
書
で
あ
つ
て
、
そ
れ
に
よ
る
と
武
装
蜂
起
の
予
定
は
「
六
月
十
六
日
に
惣
員
を
二
隊
に
大
別
し
．
一
隊
は
中

吉
田
村
西
田
忠
五
郎
方
に
、
一
隊
は
鼎
村
黒
沢
安
五
郎
方
に
屯
集
し
、
合
図
を
定
め
て
一
隊
は
横
手
町
へ
繰
出
し
、
同
所
に
放
火
し
て
警
察
署
及

郡
役
所
を
揉
潰
し
、
銀
行
を
襲
う
て
軍
費
を
掠
奪
し
、
進
ん
で
大
曲
に
出
で
．
機
に
乗
じ
て
県
庁
へ
込
み
入
ら
ん
と
の
軍
略
、
又
一
隊
は
同
日
浅

舞
村
を
焼
払
ひ
、
豪
農
伊
勢
多
左
衛
門
を
劫
か
し
て
金
銭
を
奪
ひ
、
夫
よ
り
樽
見
内
村
の
工
藤
清
五
郎
．
宮
田
村
の
榊
彦
七
な
ど
い
ふ
豪
家
を
襲

う
て
充
分
に
軍
資
を
掠
め
と
り
、
一
挙
船
を
西
川
に
儀
し
て
秋
田
県
庁
そ
の
他
諸
官
舎
を
襲
ふ
画
策
な
る
に
ぞ
』
と
伝
え
て
い
る
。
七
月
五
日
の
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二
二
》

東
京
日
日
新
聞
に
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
記
事
が
あ
る
。
し
か
し
、
秋
田
警
察
本
署
の
調
書
お
よ
び
秋
田
始
審
裁
判
所
に
お
け
る
公
判
記
録
1
ー
主
謀

者
柴
田
浅
五
郎
．
川
越
庫
吉
、
柏
木
第
六
．
舘
友
蔵
の
分
ー
に
よ
る
も
、
こ
の
よ
う
な
暴
動
の
具
体
的
プ
ラ
ン
を
陳
述
し
た
も
の
は
み
あ
た
ら

な
い
。
さ
ら
に
ま
た
．
十
四
年
十
月
二
十
一
日
．
秋
田
県
警
察
本
署
小
沢
宗
央
警
部
か
ら
弘
前
裁
判
所
秋
田
支
庁
に
送
致
し
た
「
警
察
調
書
』
の

目
録
中
に
も
、
前
掲
新
聞
記
事
に
み
ら
れ
る
『
内
約
書
』
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
文
書
は
み
あ
た
ら
な
い
。
こ
の
点
か
ら
考
え
て
、
前
述
の
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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6
）

と
き
暴
動
の
具
体
的
プ
ラ
ソ
を
報
ず
る
新
聞
記
事
に
関
し
て
は
、
私
は
そ
の
信
愚
性
に
疑
問
を
も
つ
。
暴
動
計
画
が
あ
つ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ

る
が
．
そ
の
具
体
的
プ
ラ
ン
は
ま
だ
準
備
に
い
た
ら
な
い
裡
に
．
強
盗
事
件
の
思
わ
ぬ
破
綻
か
ら
．
一
斉
検
挙
を
う
け
た
と
い
う
の
が
真
相
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
前
掲
警
察
調
書
中
の
『
証
拠
物
品
」
目
録
に
よ
つ
て
．
め
ぼ
し
い
押
収
物
を
ひ
ろ
つ
て
み
る
と
、
ま
ず
武
器
と
し
て
は
、
銃
二
挺
、
鎗

二
本
．
日
本
刀
大
小
十
六
本
、
そ
の
他
の
戦
闘
用
品
と
し
て
、
軍
燈
二
箇
、
改
良
厚
徳
大
元
帥
大
籏
七
流
．
そ
の
他
の
籏
三
十
流
．
別
に
贋
造
札

製
造
木
印
七
箇
、
同
真
鍮
判
一
箇
な
ど
も
あ
る
。
暴
動
計
画
と
し
て
は
建
に
貧
弱
な
装
備
で
あ
り
．
前
掲
新
聞
記
事
の
ご
と
く
．
決
起
寸
前
の
状

況
で
あ
つ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
》

　
次
に
．
関
係
者
の
数
を
、
前
掲
警
察
調
書
中
の
口
供
書
を
集
計
し
て
推
測
す
る
に
、
総
計
六
十
四
名
で
あ
る
。
こ
の
中
．
国
事
犯
と
し
て
処
刑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珀
）

さ
れ
た
者
は
柴
田
浅
五
郎
外
十
七
名
、
強
盗
だ
け
の
常
事
犯
と
し
て
処
刑
さ
れ
た
者
は
山
内
平
蔵
外
十
名
、
無
罪
放
免
の
者
は
柴
田
甚
太
郎
外
二

　
　
（
⑳
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

十
二
名
、
不
詳
十
二
名
で
あ
る
。
別
に
．
関
係
者
に
し
て
逃
亡
し
た
結
果
、
逮
捕
を
免
か
れ
た
者
が
若
干
名
い
る
。

　
以
上
が
秋
田
事
件
の
概
況
で
あ
る
。
次
に
節
を
改
め
、
そ
の
裁
判
に
関
す
る
諸
問
題
を
検
討
し
た
い
。

　
（
1
）
　
『
河
野
磐
州
伝
』
上
巻
・
三
八
六
頁
。
前
掲
県
政
史
・
上
巻
・
二
七
九
頁
ー
二
八
○
頁
。

　
（
2
）
　
柴
田
訊
問
調
書
（
明
治
十
四
年
六
月
二
十
五
日
．
秋
田
県
警
察
本
署
）
に
拠
る
。
こ
の
調
書
は
、
前
謎
の
ご
と
く
家
永
博
士
に
よ
つ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
（
前
節

　
　
註
B
・
参
照
）
、
同
じ
も
の
が
法
務
図
書
館
蔵
「
秋
田
立
志
会
員
暴
動
事
件
舎
中
に
も
存
在
す
る
。
な
お
．
本
稿
に
引
用
す
る
警
察
、
裁
判
関
係
文
書
は
．
と
く
に
明

　
　
記
し
な
い
限
り
．
こ
撃
料
に
よ
る
。



《
3
）

（
4
）

（
5
V

（
6
》

（
7
）

（
8
）の

旨
趣
』

伝
・
上
巻
・
三
八
O
頁
以
下
）
。

め
カ

　
つ
て
力

匠
頁
）

　
と
は
、

（
9
》

　
州
伝
・
上
巻
・
三
八
八
頁
以
下
）
。

　
自
由
覚
の
結
成
は
．

（
m
》

（
n
）

（
皿
）

　
前
掲
回
顧
談
・
田
中
・
前
掲
秋
田
事
件
0
・
前
掲
日
本
歴
史
十
月
号
・
七
九
頁
参
照
）
。

　
ち
に
本
文
で
述
ぺ
る
ご
と
く
藤
原
多
左
衛
門
強
殺
事
件
が
立
志
会
員
の
犯
行
で
あ
る
こ
と
す
ら
疑
う
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
警
察
署
は
分
署
を
ふ
く
ん
で
四
十
三
．

　
第
四
冊
・
四
四
四
頁
）
。

　
れ
よ
り
少
数
で
あ
つ
た
に
ち
が
い
な
い
．

（
1
3
）

（
U
）

（
1
5
》

田
中
。
前
掲
秋
諦
事
件
⇔
・
前
掲
日
本
歴
史
十
一
月
号
・
七
五
頁
以
下
．

同
前
・
．
七
六
頁
，

註
（
2
）
に
同
じ
。

『
自
由
党
史
』
（
岩
波
文
庫
版
）
中
巻
二
三
頁
、
前
掲
磐
州
伝
・
上
巻
・
三
七
三
頁
．

田
中
・
前
掲
秋
田
事
件
⇔
・
前
掲
日
本
歴
史
十
一
月
号
・
八
一
頁
よ
り
引
用
。

こ
の
大
会
は
、
前
年
十
一
月
．
東
京
で
開
か
れ
た
国
会
期
成
同
盟
第
二
回
大
会
に
出
席
し
た
東
北
地
方
の
有
志
が
．
河
野
広
中
を
中
心
に
会
合
し
．
『
東
北
有
志
社

　
　
並
び
に
「
仮
規
則
」
を
決
定
．
翌
年
三
月
の
大
会
開
催
を
盟
約
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
盟
約
に
は
柴
田
．
内
桶
が
参
加
し
て
い
た
（
前
掲
磐
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
十
四
年
三
月
の
有
志
大
会
の
一
件
は
、
ど
う
し
た
わ
け
か
、
前
掲
磐
州
伝
に
そ
の
記
事
を
欠
い
て
い
る
。
そ
れ
が
た

、
、
田
中
惣
五
郎
氏
は
『
こ
の
東
北
有
志
会
の
十
四
年
三
月
開
催
の
企
て
は
、
河
野
広
中
が
県
会
議
員
に
当
選
し
．
つ
い
で
県
会
議
長
に
お
さ
れ
た
り
し
た
た
め
も
あ

　
、
．
開
か
れ
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
開
か
れ
て
い
た
ら
柴
田
ら
の
運
命
も
変
つ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
』
（
前
掲
秋
田
事
件
㊧
・
前
掲
日
本
歴
史
十
二
月
号
・
七

　
　
と
．
考
証
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
十
四
年
三
月
四
日
か
ら
仙
台
本
立
社
に
お
い
て
大
会
が
開
か
れ
、
河
野
広
中
も
参
加
し
て
会
長
（
議
長
）
を
務
め
て
い
る
こ

　
十
四
年
三
月
十
七
日
並
び
に
二
十
三
日
の
朝
野
新
聞
の
報
ず
る
ご
と
く
確
実
な
事
実
で
あ
る
。

前
年
十
一
月
、
河
野
広
中
、
沼
間
守
’
一
、
植
木
枝
盛
等
は
東
京
に
お
い
て
「
自
由
覚
結
成
の
盟
約
』
を
結
ん
だ
（
前
掲
自
由
覚
史
。
中
巻
．
三
五
頁
以
下
、
前
掲
磐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
が
た
め
、
東
北
有
志
大
会
で
は
『
自
由
党
』
と
い
う
名
称
を
使
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
．
因
み
に
板
垣
退
助
を
総
理
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
十
四
年
十
月
十
八
日
で
あ
る
。

田
中
・
前
掲
秋
田
事
件
㊧
・
前
掲
日
本
歴
史
十
二
月
号
・
七
五
頁
以
下
。

前
掲
県
政
史
・
上
巻
・
二
八
六
頁
よ
り
引
用
。

佐
々
木
・
前
掲
暴
動
記
・
七
四
頁
以
下
。
警
察
側
は
立
志
会
の
動
き
に
注
意
を
怠
た
ら
ず
．
と
く
に
密
偵
を
立
志
会
に
入
会
さ
せ
て
調
査
さ
せ
て
い
る
（
佐
々
木
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
．
日
和
山
事
件
も
暴
動
計
画
も
探
知
で
き
ず
．
ま
た
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
四
年
当
時
、
秋
田
県
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
警
察
官
は
警
部
十
九
人
．
巡
査
二
百
六
十
二
人
で
．
人
旦
一
千
二
百
入
に
対
し
て
警
察
官
一
人
の
割
合
で
あ
つ
た
（
前
掲
県
史
・

　
　
　
　
　
　
　
　
平
鹿
郡
を
管
轄
し
た
横
手
警
察
署
も
、
二
十
年
当
時
で
警
察
官
三
十
三
人
（
前
掲
書
・
四
三
一
頁
）
で
あ
つ
た
か
ら
、
十
四
年
頃
は
さ
ら
に
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
員
の
不
足
も
わ
か
る
が
．
そ
れ
に
し
て
も
、
貧
弱
な
警
備
能
力
で
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
。

　
田
中
・
前
掲
秋
田
事
件
e
。
前
掲
日
本
歴
史
十
月
号
・
八
三
頁
。

　
こ
の
記
事
の
執
筆
者
は
．
原
敬
で
あ
る
。
記
事
の
全
文
は
、
田
中
・
前
掲
秋
田
事
件
6
・
前
掲
日
本
歴
史
十
月
号
・
七
七
頁
以
下
に
も
覆
刻
さ
れ
て
い
る
．

　
こ
れ
は
、
佐
々
木
警
部
の
回
顧
談
に
よ
る
と
（
前
節
註
2
お
よ
び
6
参
照
）
、
「
決
死
同
盟
老
二
十
八
名
の
血
判
状
』
（
田
中
・
前
掲
秋
田
事
件
e
・
前
掲
日
本
歴
史

秋
田
事
件
裁
判
考

＝
瓢

（
一
三
》



秋
田
事
件
裁
判
考

一
四

（
一
四
）

十
月
号
・
八
一
頁
）
と
あ
る
。
し
か
し
、
後
ち
に
本
文
で
述
ぺ
る
警
察
調
書
の
目
録
に
よ
る
と
『
柴
田
浅
吉
外
三
十
名
連
名
血
判
書
」
と
あ
り
．
人
数
が
若
干
ち
が
つ
て

　
い
る
。
い
ず
れ
に
も
せ
よ
。
そ
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
。

（
16
）
　
そ
れ
催
ど
具
体
的
プ
ラ
ン
を
盛
つ
た
『
内
約
書
』
が
押
収
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
警
察
の
取
調
あ
る
い
は
判
事
の
訊
間
の
場
合
．
そ
れ
に
も
と
づ
く
追
求
が
な
さ

れ
た
筈
そ
あ
る
が
・
そ
う
し
た
形
跡
は
な
い
。
郵
便
報
知
の
記
事
は
、
　
一
部
関
係
者
か
ら
の
聞
き
込
み
を
、
針
小
棒
大
に
潤
色
し
た
も
の
と
、
私
は
考
え
る
。
東
京
日

　
日
は
．
そ
の
記
事
を
そ
の
ま
ま
借
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
．

（
”
）
　
こ
の
中
、
国
事
犯
と
し
て
処
刑
さ
れ
た
十
八
名
を
の
ぞ
き
．
口
供
書
が
存
在
す
る
者
の
氏
名
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
東
海
林
岩
吉
、
山
内
平
蔵
、
柴
田
忠
四
郎
、
加
藤
喜
代
松
、
横
井
善
蔵
、
佐
々
木
定
吉
、
柴
田
留
吉
、
佐
々
木
馬
之
助
、
大
沢
久
五
郎
．
柏
倉
佐
吉
、
柴
田
甚
太
郎
、

佐
野
甚
蔵
．
高
橋
利
助
．
石
橋
藤
兵
衛
．
柴
田
浅
吉
、
佐
藤
多
三
郎
．
内
桶
圭
三
郎
、
深
川
栄
吉
．
福
岡
孫
惣
．
木
村
才
太
、
柴
田
直
吉
、
大
庭
宝
之
助
．
古
舘
政
治
、

　
病
橋
牛
松
．
藤
原
久
吉
、
芳
賀
作
内
．
後
藤
直
三
郎
．
佐
藤
曽
野
次
郎
、
椎
名
糺
、
佐
藤
忠
次
、
須
藤
尊
行
、
佐
藤
音
次
．
武
田
源
三
郎
、
深
川
糺
．
仁
平
源
吉
、
富
永

　
家
恒
．
小
野
岡
新
一
郎
．
石
山
織
之
助
、
平
沢
源
吾
右
衛
門
．
伊
東
礼
吉
、
関
貫
一
、
介
川
通
顕
、
他
に
氏
名
不
詳
四
名
。

　
　
こ
れ
ら
の
中
に
は
．
強
盗
罪
で
処
刑
さ
れ
た
者
（
十
一
名
）
、
無
罪
放
免
者
（
二
十
三
名
）
、
そ
の
他
の
者
（
註
瓢
・
参
照
）
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
ボ
、
本
文
で
述
べ
た

　
山
内
平
蔵
（
強
盗
罪
）
．
柴
田
甚
太
郎
（
無
罪
）
以
外
は
．
氏
名
の
内
訳
が
わ
か
ら
な
い
。

　
　
な
お
、
佐
々
木
金
一
郎
氏
の
調
査
で
は
．
就
縛
者
中
に
「
茂
屋
松
之
助
』
の
名
が
あ
る
（
前
掲
暴
動
記
・
三
六
頁
）
。
前
記
「
氏
名
不
詳
』
中
の
一
名
は
、
こ
の
人
か

　
も
知
れ
な
い
。

（
B
）
　
十
六
年
に
な
つ
て
自
首
し
、
国
事
犯
で
処
刑
さ
れ
た
橋
本
熊
五
郎
は
．
こ
の
人
員
に
入
つ
て
い
な
い
。

（
1
9
×
20
）
　
十
五
年
七
月
十
四
日
芹
沢
判
事
よ
り
大
木
司
法
卿
へ
の
「
柴
田
浅
五
郎
等
犯
罪
処
分
ノ
儀
二
付
上
申
』
（
全
文
は
次
節
本
文
に
後
掲
）
に
拠
る
。

（
飢
）
警
察
に
よ
つ
て
検
挙
さ
れ
た
が
．
裁
判
に
送
ら
れ
ず
に
放
免
さ
れ
た
も
の
か
．
あ
る
い
は
参
考
人
と
し
て
取
調
だ
け
を
う
け
た
者
か
で
あ
ろ
う
。

（
羽
）
　
佐
々
木
金
一
郎
氏
の
調
査
で
は
「
田
根
森
村
折
橋
の
戸
巻
駒
吉
（
三
六
）
の
如
く
事
件
後
、
同
郡
八
沢
木
村
の
奥
に
か
く
れ
木
挽
し
て
相
当
長
く
不
明
で
居
た
が
後

　
に
知
れ
て
刑
に
服
し
た
の
も
あ
る
し
．
福
地
村
柏
木
佐
々
木
慶
助
の
如
く
．
山
形
県
乃
位
に
逃
げ
、
杣
夫
と
な
つ
て
刑
を
受
け
な
い
で
時
効
に
な
つ
た
者
も
あ
る
。
』
『
又

　
吉
田
村
田
ノ
植
の
医
者
の
長
男
で
あ
つ
た
千
葉
堅
助
（
二
四
）
な
ど
も
北
海
道
に
逃
亡
し
た
。
又
鼎
村
の
佐
藤
茂
吉
（
三
四
）
は
、
皆
瀬
村
若
畑
に
か
く
れ
た
な
ど
逃
亡

　
者
も
相
当
あ
つ
た
』
（
前
掲
暴
動
記
二
二
九
頁
．
四
〇
頁
V
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
佐
藤
茂
吉
に
つ
い
て
は
「
連
判
状
に
よ
つ
て
カ
ナ
エ
村
佐
藤
茂
吉
（
三
四
ご
『
も

　
就
縛
し
た
』
（
前
掲
書
・
三
六
頁
）
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
戸
巻
駒
吉
が
．
何
時
．
何
罪
で
処
刑
さ
れ
た
か
も
明
ら
か
で
な
い
。

　
　
さ
ら
に
、
十
四
年
七
月
七
日
秋
田
県
大
書
記
官
小
野
修
一
郎
か
ら
田
中
司
法
卿
へ
の
報
告
に
は
「
暴
動
之
際
主
立
者
佐
々
木
倉
之
助
高
橋
久
米
吉
並
醍
醐
村
藤
原
多
左

　
衛
門
殺
害
セ
シ
人
名
ノ
内
丹
源
吉
佐
藤
石
蔵
高
橋
専
治
等
ハ
逃
走
未
タ
就
縛
不
相
成
候
」
（
全
文
は
次
節
本
文
に
後
掲
）
と
あ
り
．
ま
た
十
五
年
七
月
十
四
日
芹
沢
判
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま
ま
ぜ

　
か
ら
大
木
司
法
卿
へ
の
上
申
に
『
共
犯
人
等
ノ
中
高
橋
粂
吉
、
丹
源
吉
、
高
橋
専
治
、
佐
藤
石
蔵
ノ
四
名
其
他
共
犯
人
ノ
供
状
等
二
散
見
ス
ル
者
共
昌
テ
本
件
関
係
ノ
者

　
等
当
今
逃
亡
捜
査
中
蝉
付
追
テ
捕
縛
送
致
ノ
上
ハ
審
問
ノ
上
更
二
上
申
可
致
見
込
二
有
之
候
』
と
あ
る
。
こ
毫
の
者
が
、
そ
の
後
検
挙
さ
れ
た
記
録
は
見
当
ら
な
い
．



お
そ
ら
く
逃
げ
き
望
も
の
と
思
わ
れ
る
。
因
み
に
、
こ
の
秋
田
事
件
に
か
ぎ
ら
ず
、
当
時
の
国
事
犯
事
件
群
は
か
な
り
の
逃
亡
者
が
あ
り
、
警
察
力
の
よ
わ
い
北
海
道

方
面
は
絶
好
の
逃
げ
場
所
で
あ
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
秩
父
事
件
の
主
謀
者
井
上
伝
蔵
が
偽
名
を
使
つ
て
逃
走
、
大
正
七
年
六
月
二
十
三
日
、
北
海
道
野
付
牛
で
病

死
の
直
前
、
本
名
を
名
の
り
、
自
己
の
経
歴
を
告
白
し
た
と
い
う
出
来
事
も
あ
る
（
大
正
七
年
七
月
八
日
東
京
朝
日
新
聞
・
白
柳
秀
湖
「
陰
謀
騒
擾
実
話
」
・
「
明
治
大
正

実
話
全
集
』
第
十
巻
・
二
四
七
頁
よ
り
引
用
）
。
先
年
．
私
が
渡
米
の
折
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
在
住
の
桑
月
文
方
氏
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
・
戦
時
中
．
日
本
人

抑
留
所
に
ア
ラ
ス
カ
方
面
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
男
の
老
人
の
一
団
が
あ
り
．
こ
の
人
達
は
ア
ラ
ス
カ
現
地
人
と
結
婚
し
て
長
年
生
活
し
て
い
た
た
め
、
日
本
語
も
十
分
に

話
せ
ず
．
明
治
年
間
の
国
事
犯
逃
亡
者
で
あ
る
と
噂
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
北
海
道
ー
カ
ラ
フ
ト
ー
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
ー
ア
ラ
ス
カ
の
逃
走
経
路
は
十
分
に
真
実

性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
秋
田
事
件
関
係
者
が
、
そ
の
中
に
い
な
か
つ
た
と
は
断
定
で
き
な
い
。

三
　
秋
田
事
件
の
裁
判

　
一
　
裁
判
管
轄
の
問
題

　
ま
ず
、
な
ぜ
弘
前
裁
判
所
秋
田
支
庁
－
秋
田
始
審
裁
判
所
が
、
そ
の
管
轄
裁
判
所
に
指
定
さ
れ
た
か
の
問
題
を
検
討
し
た
い
。

　
平
鹿
郡
下
に
お
い
て
相
次
い
で
発
生
し
た
強
盗
事
件
の
背
後
に
、
内
乱
陰
謀
が
あ
る
こ
と
を
探
知
し
た
秋
田
県
庁
は
、
い
ち
早
く
六
月
十
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

日
、
事
件
の
概
況
を
、
司
法
省
へ
報
告
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
．
関
係
者
の
逮
捕
も
大
体
終
り
、
警
察
の
取
調

も
一
応
終
つ
た
翌
七
月
七
日
、
秋
田
県
庁
は
次
の
よ
う
な
第
二
報
を
司
法
省
へ
送
り
、
そ
の
指
示
を
あ
お
い
だ
。
国
事
犯
の
場
合
は
「
各
検
事
ヨ

リ
速
、
笥
法
卿
二
具
上
シ
薔
処
分
ヲ
行
ヒ
薔
指
揮
ヲ
乞
フ
・
（
欝
篇
灘
灘
徽
齪
勧
）
規
定
の
と
こ
灸
当
磯
楚
県
を
纂
し
た
弘

前
裁
判
所
秋
晃
感
綾
事
奮
薩
か
染
司
蓉
察
霧
は
す
べ
て
秋
田
是
委
任
さ
れ
て
矩
（
髄
韓
簿
そ
れ
が
麹

秋
田
県
よ
り
司
法
卿
へ
事
件
の
上
申
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
暴
動
犯
処
分
方
之
義
二
付
伺

　
本
県
平
民
柴
田
浅
五
郎
会
長
ニ
テ
予
テ
認
可
セ
シ
立
志
会
員
中
之
者
共
明
治
十
四
年
六
月
九
日
夜
持
兇
器
強
盗
ノ
顛
末
客
月
十
四
日
付
ヲ
以
テ
概
略
及
上
申
目
今

　
就
縛
候
者
五
十
名
有
之
一
応
取
調
タ
ル
各
自
ノ
ロ
供
ニ
ヨ
レ
ハ
兇
徒
衆
集
ノ
様
ニ
モ
相
考
候
得
共
別
紙
浅
五
郎
口
供
之
通
軍
旗
或
ハ
印
判
等
整
理
セ
シ
メ
タ
ル
ハ

　
　
　
　
秋
田
事
件
裁
判
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聯
五
　
　
　
　
（
師
五
》



　
　
　
秋
田
事
件
裁
判
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
　
　
　
　
（
一
六
》

愚
民
ヲ
墨
惑
シ
祉
資
ヲ
欺
取
セ
ソ
ト
ス
ル
ノ
策
昌
出
テ
毫
モ
不
軌
ヲ
謀
ル
ノ
念
慮
無
之
旨
供
出
ス
ル
モ
其
指
揮
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
共
二
於
テ
ハ
浅
五
郎
一
言
ヲ
信
シ

全
ク
政
府
ヲ
顛
覆
シ
テ
応
分
之
立
身
ヲ
得
ソ
ト
ス
ル
ノ
念
慮
ヨ
リ
已
晶
暴
挙
ヲ
ナ
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
由
之
観
之
仮
令
浅
五
郎
力
不
軌
ヲ
謀
ル
念
慮
ナ
シ
ト
申
立
ル
モ

別
紙
図
面
ノ
如
ク
既
昌
軍
旗
ヲ
整
ヒ
紙
幣
ヲ
贋
造
ス
ル
ノ
印
判
ヲ
彫
刻
セ
シ
メ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
常
事
犯
ト
ハ
見
倣
難
カ
ル
可
シ
其
性
質
国
事
犯
二
拠
ル
ヘ
キ
モ

ノ
ト
思
量
致
候
依
テ
浅
五
郎
外
主
立
者
八
名
ノ
ロ
供
写
其
他
書
類
相
添
処
分
方
相
伺
候
条
至
急
御
指
揮
柑
成
度
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
令
石
田
英
吉
代
理

　
　
明
治
十
四
年
七
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
大
書
記
官
　
小
野
修
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま
ま
り

　
　
　
司
法
卿
　
田
中
不
二
麻
呂
殿

　
　
追
テ
暴
動
之
際
主
立
者
佐
々
木
倉
之
助
高
橋
久
米
吉
並
醍
醐
村
藤
原
多
左
衛
門
殺
害
セ
シ
人
名
ノ
内
丹
源
吉
佐
藤
石
蔵
高
橋
専
治
等
ハ
逃
走
未
タ
就
縛
不
相

　
　
　
成
候
条
此
段
副
申
候
也

　
こ
の
上
申
に
接
し
た
司
法
省
で
は
．
十
四
年
七
月
二
十
日
．
刑
事
局
長
鎌
田
景
弼
（
司
法
権
大
書
記
官
）
が
、
次
の
よ
う
な
太
政
官
へ
の
伺
の
稟

議
書
を
司
法
卿
に
提
出
．
そ
の
決
裁
を
も
と
め
た
。

　
　
　
　
　
別
紙
秋
田
県
下
立
志
会
ノ
者
兇
暴
ノ
件
左
ノ
通
太
政
官
へ
相
伺
可
然
候
哉

　
　
　
伺
案

　
秋
田
県
大
書
記
官
小
野
修
一
郎
ヨ
リ
同
県
下
立
志
会
ノ
者
兇
暴
ノ
所
為
昌
付
別
紙
ノ
通
伺
出
候
右
ハ
持
兇
器
強
盗
ヲ
以
テ
論
シ
地
方
裁
判
所
二
任
シ
処
断
セ
シ
メ

　
相
当
ト
考
量
候
得
共
兇
器
ヲ
購
買
シ
紙
幣
ヲ
造
ル
ノ
準
備
ヲ
為
シ
旗
幟
ヲ
調
製
ス
ル
等
ノ
事
ア
リ
且
今
般
ノ
暴
挙
其
因
テ
起
ル
所
通
常
ノ
強
盗
ト
梢
異
ナ
ル
所
ア

　
リ
将
又
該
県
官
ノ
意
見
モ
之
レ
ア
ル
ヲ
以
テ
書
類
相
添
伺
候
間
至
急
何
分
ノ
御
指
令
有
之
度
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
司
法
卿
田
中
不
二
麿

　
　
　
太
政
大
臣
　
三
　
条
　
実
　
美
殿

　
田
中
司
法
卿
は
．
ど
れ
に
対
し
て
直
に
可
否
の
決
裁
を
あ
た
え
ず
、
「
要
会
議
』
と
指
示
し
蘇
・
こ
の
「
会
議
」
と
い
う
の
は
、
省
内
議
事
局



の
会
議
を
意
味
す
る
蟹

議
醗
は
明
治
＋
三
年
四
月
二
＋
二
曇
け
ら
れ
た
局
で
象
（
翻
》
の
職
竃
嚢
唇
－
轟
・
嚢
ス
ル
文
書
中

事
ノ
重
要
二
係
リ
若
ク
ハ
疑
難
二
渉
ル
』
た
め
「
其
主
務
ノ
局
課
長
二
於
テ
『
請
会
議
』
ノ
印
ヲ
捺
シ
タ
」
案
件
ま
た
は
「
諸
局
課
長
ヨ
リ
司
法

卿
．
、
進
達
ス
ル
文
書
寄
法
卿
二
於
テ
会
議
ヲ
要
ヘ
キ
ト
認
ム
ル
紮
件
に
つ
い
て
、
会
蓼
開
く
こ
と
虜
つ
た
（
鑑
菰
朝
辮
㌫
裡

謬
そ
し
て
司
法
理
・
随
箋
欝
二
臨
－
・
ム
議
の
彙
に
・
裁
決
」
塞
た
え
る
規
定
で
あ
つ
た
（
耀
騨
す
な
蓼
畢
司
法

卿
は
、
前
掲
鎌
田
局
長
の
票
議
書
に
対
し
、
そ
う
し
た
「
会
議
ヲ
要
ス
ヘ
キ
ト
』
判
断
し
た
わ
け
で
あ
つ
た
。

議
事
局
会
議
の
構
成
メ
ン
ず
は
、
は
じ
め
は
「
司
法
省
内
各
局
課
長
・
（
鵜
蓼
墓
つ
奈
、
＋
翠
四
月
以
讐
、
各
局
課
に
配
属

さ
れ
た
書
蕃
窒
加
え
ら
れ
た
（
露
鑑
ψ
庭
、
議
事
局
は
た
だ
会
議
を
開
く
ぎ
の
機
関
虜
つ
た
竃
異
は
存
在
茎
会
議

の
．
事
務
ヲ
掌
理
・
す
る
理
董
の
み
麓
か
れ
て
い
た
（
詰
蘇
難
＋
Y
明
治
＋
四
年
八
月
の
「
實
録
乏
よ
る
と
．
当
時
の
司
法
省
に

は
、
大
書
記
官
と
し
て
三
好
退
蔵
、
松
岡
康
毅
、
権
大
書
記
官
と
し
て
高
木
秀
臣
．
黒
川
誠
一
郎
、
鎌
田
景
弼
、
少
書
記
官
と
し
て
鷲
津
宣
光
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

浦
春
暉
．
権
少
書
記
官
と
し
て
三
条
公
恭
が
在
職
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
議
事
局
会
議
の
構
成
メ
ン
バ
ー
で
あ
つ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
田
中
司
法
卿
の
指
示
に
も
と
づ
き
、
鎌
田
局
畏
の
稟
議
書
に
対
す
る
議
事
局
会
議
は
、
当
然
開
会
さ
れ
る
筈
で
あ
つ
た
が
．
あ
た
か
も

暑
中
休
暇
中
で
あ
つ
た
た
め
．
会
議
を
省
略
し
、
便
宜
の
処
置
と
し
て
、
七
月
二
十
七
日
附
回
覧
文
書
を
以
て
各
員
の
意
見
が
徴
さ
れ
た
。

　
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
八
月
一
日
附
「
秋
田
県
伺
立
志
会
ノ
者
持
兇
器
暴
動
処
分
ノ
件
」
と
題
す
る
文
書
に
よ
る
と
、
「
持
兇
器
強
盗
ヲ
免
カ

レ
サ
ル
者
二
付
地
方
裁
判
所
一
一
テ
処
断
ス
ヘ
キ
事
　
但
太
政
官
ノ
伺
ヲ
要
セ
ス
」
と
す
る
の
は
、
三
好
、
松
岡
両
大
書
記
官
、
「
太
政
官
へ
伺
出

ッ
ヘ
キ
事
」
と
す
る
の
は
鎌
田
権
大
書
記
官
で
．
専
ら
「
国
事
犯
ニ
テ
伺
出
ヘ
キ
事
」
と
す
る
意
見
は
な
い
。
三
好
の
意
見
は
「
到
底
常
事
犯
ヲ

以
テ
処
断
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
伺
ヲ
経
ス
直
チ
ニ
指
令
相
成
方
可
然
鰍
如
何
ト
ナ
レ
ハ
数
十
人
ノ
連
累
ヲ
長
ク
拘
留
シ
テ
太
政
官
ノ
指
令
ヲ
待
ツ

ハ
却
テ
事
ヲ
大
ク
ス
ル
ノ
恐
レ
ア
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
高
木
権
大
書
記
官
は
「
持
兇
器
強
盗
ヲ
以
テ
論
シ
地
方
裁
判
所
ノ
所
管

　
　
　
秋
田
事
件
裁
判
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
　
　
　
（
一
七
）



　
　
　
秋
田
事
件
裁
判
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
　
　
　
（
一
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
ま
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

昌
附
ス
ル
ヲ
相
当
ト
思
考
ス
何
ト
ナ
レ
ハ
其
所
為
現
二
強
盗
ヲ
働
ク
ヲ
以
ナ
リ
且
仮
令
軍
旗
調
製
貨
幣
製
造
等
ノ
用
意
ヲ
為
ス
ア
ル
モ
全
ク
愚
民

ヲ
藍
惑
シ
悪
徒
ヲ
聚
集
ス
ル
ノ
手
段
ニ
シ
テ
其
性
質
国
事
犯
ヲ
以
テ
論
ス
可
キ
者
二
非
ス
ト
信
ス
」
と
述
べ
、
三
好
、
松
岡
ら
の
意
見
に
同
調
し

た
。
そ
の
ほ
か
．
意
見
を
後
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
黒
川
権
大
書
記
官
、
浦
．
鷲
津
両
少
書
記
官
、
三
条
権
少
書
記
官
ら
の
見
解
は
、
資
料
を
欠
く

の
で
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
議
事
局
会
議
の
有
力
メ
ン
パ
ー
の
意
見
と
し
て
は
、
太
政
官
へ
は
伺
出
ず
．
単
な
る
強
盗
事
件
と
し
て
迅
速

簡
便
に
取
扱
う
主
張
が
多
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
見
解
で
は
、
柴
田
ら
の
内
乱
予
備
行
為
は
児
戯
に
ひ
と
し
き
も
の
と
判
断
し
．
単
な

る
強
盗
事
件
で
処
罰
す
れ
ば
事
足
り
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
、
そ
う
し
た
見
方
も
一
つ
の
見
識
で
は
あ
つ
た
。

　
と
こ
ろ
が
．
田
中
司
法
卿
は
「
太
政
官
へ
の
伺
出
」
と
い
う
鎌
田
の
見
解
ー
そ
れ
は
お
そ
ら
く
議
事
局
会
議
の
少
数
意
見
と
思
わ
れ
る
が
ー

ー
に
賛
成
の
裁
決
を
あ
た
え
た
。
彼
と
し
て
は
、
い
や
し
く
も
国
事
犯
の
兆
候
あ
る
場
合
は
．
た
と
え
事
件
の
内
容
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
に

も
せ
よ
、
す
べ
て
太
政
官
の
指
令
を
う
け
て
処
理
す
る
方
が
、
自
己
の
職
責
か
ら
み
て
無
難
の
途
と
考
え
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
リ

　
そ
れ
が
た
め
、
八
月
四
日
．
鎌
田
局
長
起
案
の
前
掲
伺
書
が
、
田
中
司
法
卿
か
ら
太
政
官
へ
提
出
さ
れ
た
。
太
政
官
は
約
二
ヵ
月
を
経
た
十
月

三
日
、
よ
う
や
く
次
の
ご
と
ぎ
指
令
を
司
法
省
へ
達
し
た
。
指
令
の
お
く
れ
た
理
由
の
一
つ
は
、
暑
中
休
暇
中
の
伺
で
あ
つ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
太
政
官
指
令

　
伺
ノ
趣
該
囚
ノ
儀
ハ
地
方
裁
判
所
昌
付
シ
テ
審
理
セ
シ
メ
其
罪
質
国
事
犯
ト
見
込
者
ハ
証
愚
ヲ
具
状
シ
上
裁
ヲ
経
テ
処
断
シ
其
常
事
犯
二
止
ル
モ
ノ
ハ
直
チ
昌
相

　
当
ノ
処
分
昌
及
フ
ヘ
シ

　
　
　
明
治
十
四
年
十
月
三
日

　
太
政
官
が
こ
の
指
令
を
発
す
る
に
つ
い
て
は
、
参
事
院
の
議
を
徴
し
た
と
思
わ
れ
る
が
．
そ
の
内
容
は
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
、
内
務
省
か
ら

も
お
そ
ら
く
事
件
の
報
告
は
、
太
政
官
へ
提
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
太
政
官
は
、
諸
般
の
状
勢
を
考
慮
し
て
、
そ
う
し
た
指
令
を
発

し
た
に
ち
が
い
な
瀕
顎
．
こ
こ
に
、
国
事
犯
に
対
し
て
は
い
さ
さ
か
も
ゆ
る
が
せ
に
し
な
い
政
府
の
断
乎
た
る
弾
圧
方
針
を
く
み
と
る
こ
と
が
で



き
る
。

　
こ
の
太
政
官
指
令
を
う
け
た
司
法
省
は
、
秋
田
県
に
対
し
『
伺
ノ
趣
地
方
裁
判
所
ユ
付
シ
審
判
セ
シ
ム
可
シ
但
国
事
犯
ト
国
事
犯
昌
非
サ
ル
ト

ハ
裁
判
官
ノ
見
込
二
任
ス
可
シ
」
と
指
令
し
、
他
方
．
弘
前
裁
判
所
秋
田
支
庁
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
通
達
を
発
し
た
。

　秋田

県
下
立
志
会
ノ
者
暴
動
一
件
｝
付
同
県
官
ヨ
リ
処
分
方
ノ
儀
伺
出
候
二
付
其
裁
判
所
昌
付
シ
審
判
セ
シ
ム
可
シ
ト
指
令
及
置
候
条
其
庁
へ
送
付
候
ハ
、
其
罪

　
質
国
事
犯
ト
見
込
者
ハ
証
懸
ヲ
具
状
シ
上
裁
ヲ
経
テ
処
断
シ
其
常
事
犯
二
止
ル
モ
ノ
ハ
直
晶
相
当
ノ
処
分
二
及
フ
可
シ
此
旨
相
達
候
事

　
　
　
明
治
十
四
年
十
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
司
法
卿
　
田
中
不
二
麿

　
か
く
し
て
、
秋
田
事
件
の
審
理
は
、
e
弘
前
裁
判
所
秋
田
支
庁
の
所
管
と
す
る
こ
と
．
⇔
国
事
犯
の
者
は
上
裁
を
え
て
処
断
す
る
こ
と
．
㊧
常

事
犯
す
な
わ
ち
強
盗
犯
だ
け
の
者
は
普
通
犯
罪
同
様
に
処
断
す
る
こ
と
．
こ
の
三
方
針
が
確
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
元
来
、
国
事
犯
事
件
の
審
理
に
対
す
る
明
治
政
府
の
方
針
に
は
、
終
始
一
貫
し
た
流
れ
が
あ
つ
た
。
そ
れ
は
、
普
通
犯
罪
と
異
な
り
．
特
別
裁

判
所
に
よ
つ
て
処
断
す
る
と
い
う
原
則
で
あ
る
。
明
治
四
年
十
二
月
、
愛
宕
通
旭
．
外
山
光
輔
ら
の
政
府
顛
覆
陰
謀
事
件
を
．
特
命
を
以
て
司
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

省
自
ら
裁
判
し
た
の
が
．
そ
の
噛
矢
で
あ
る
。

明
治
五
年
八
旦
貢
江
藤
新
平
司
法
卿
に
よ
つ
て
「
司
法
省
職
製
程
・
（
駄
難
鍾
が
製
篭
れ
た
際
司
法
議
時
裁
判
票
設

け
ら
れ
た
の
は
．
そ
う
し
た
方
針
の
最
初
の
成
文
化
で
あ
つ
た
。
そ
れ
は
「
凡
国
事
ノ
大
事
二
関
ス
ル
事
件
及
裁
判
官
ノ
犯
罪
ヲ
審
理
ス
』
る
裁

判
所
魔
「
平
常
官
員
ヲ
設
ケ
ス
臨
時
判
事
ヲ
以
テ
喜
充
ッ
・
る
の
墓
る
（
蝋
雛
黙
細
）
．
例
え
ば
明
治
七
年
七
尺
岩
倉
具
視
襲
撃
事
件

（
赤
坂
喰
違
の
変
）
を
審
理
し
た
の
は
、
こ
の
裁
判
所
で
あ
つ
た
。

明
治
八
年
四
月
百
、
大
審
院
が
設
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
覆
（
響
櫃
齪
計
蝟
駄
）
に
よ
る
と
．
国
事
犯
ノ
葵
ナ
ル
嚢
内
外
交
渉
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

事
件
ノ
葵
ナ
ル
者
ヲ
審
判
ス
・
（
纏
ハ
）
る
権
讐
有
し
た
．
大
審
院
の
特
別
権
限
蓑
で
あ
り
、
そ
の
裁
判
は
暮
モ
て
馨
虜
盗
大

　
　
　
　
秋
田
事
件
裁
判
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
　
　
二
九
）



　
　
　
秋
田
事
件
裁
判
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
　
　
　
（
二
〇
》

審
院
が
こ
の
裁
判
を
行
う
場
合
は
、
従
前
通
り
『
臨
時
裁
判
所
』
と
称
し
、
必
要
に
応
じ
て
犯
罪
地
に
出
張
し
て
開
廷
す
る
場
合
も
あ
つ
た
。
明

治
九
年
神
風
連
の
騒
乱
、
秋
月
の
乱
あ
る
い
は
前
原
一
誠
の
乱
に
際
し
、
そ
れ
ぞ
れ
熊
本
、
福
岡
．
萩
に
設
置
さ
れ
た
臨
時
裁
判
所
が
、
そ
れ
で

あ
る
。圭

ろ
爽
＋
隻
月
＋
音
、
裁
判
所
機
構
の
改
正
が
行
わ
れ
（
駄
譜
肺
告
〉
大
審
院
章
程
第
六
条
か
ら
．
国
事
犯
ノ
重
大
ナ
ル
者
・
が

削
除
さ
れ
た
。
大
審
院
の
特
別
裁
判
権
は
、
こ
れ
に
よ
つ
て
消
滅
し
た
筈
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
個
々
の
国
事
犯
事
件
に
つ
い
て
．
司
法
省
ぱ

太
政
官
の
指
令
を
あ
お
ぎ
．
従
前
通
り
臨
時
裁
判
所
を
開
い
て
処
理
し
た
。
例
え
ば
西
南
の
役
の
裁
判
は
．
十
年
四
月
．
福
岡
に
臨
時
裁
判
所
を

　
（
1
0
》

設
け
陰
ま
た
十
一
年
五
月
．
大
久
保
利
通
殺
害
事
件
の
た
め
の
臨
時
裁
判
所
を
大
審
院
内
に
開
い
た
の
は
、
そ
の
例
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
国
事
犯
の
裁
判
は
、
特
別
裁
判
所
を
設
け
て
審
理
す
る
の
を
原
則
と
し
た
が
、
国
事
犯
事
件
は
全
て
そ
う
す
る
と
い
う
の
で
は

な
丸
例
外
が
あ
つ
た
こ
と
窪
意
す
べ
ぎ
で
麹
八
年
四
月
の
前
掲
大
審
肇
禦
．
国
事
犯
ノ
勇
宏
者
（
馨
と
述
べ
て
い
る
ご

と
く
．
国
事
犯
で
も
軽
微
な
る
も
の
は
、
か
な
ら
ず
し
も
特
別
裁
判
所
を
設
け
ず
、
犯
罪
地
の
普
通
裁
判
所
に
特
命
を
以
て
審
理
さ
せ
て
い
た
。

例
え
ば
十
二
年
一
月
．
熊
本
鎮
台
の
顛
覆
を
企
図
し
た
高
神
党
の
一
党
が
．
同
年
四
月
二
十
七
日
．
熊
本
裁
判
所
に
よ
つ
て
処
刑
さ
れ
た
ご
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

は
、
そ
の
適
例
で
あ
る
。
こ
の
場
合
．
臨
時
裁
判
所
を
開
く
べ
き
や
否
や
．
す
な
わ
ち
国
事
犯
と
し
て
「
重
大
」
か
否
か
の
判
定
は
．
司
法
省
の

上
申
に
も
と
づ
き
、
太
政
官
の
裁
定
す
る
間
題
で
あ
つ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
秋
田
事
件
の
管
轄
が
．
弘
前
裁
判
所
秋
田
支
庁
に
決
定
し
た
こ
と
は
．
太
政
官
が
同
事
件
を
臨
時
裁
判
所
を
開
い
て
審
理
す
る
ほ
ど
重
大
で
は

な
い
と
判
断
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
．
そ
の
裁
判
は
普
通
裁
判
と
は
異
な
り
「
上
裁
」
を
得
て
行
う
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
》

点
で
は
完
全
な
「
行
政
府
直
属
の
裁
判
』
で
あ
つ
た
と
い
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
当
時
は
司
法
権
の
独
立
な
き
時
代
で
あ
つ
た
が
、
そ
れ
で
も
多
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
）

の
自
由
裁
量
の
権
限
が
各
裁
判
所
に
あ
た
え
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
地
方
裁
判
所
支
庁
で
は
「
刑
事
懲
役
以
下
」
は
専
断
が
ゆ
る
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
掴
事
犯
に
関
す
る
か
ぎ
り
は
、
そ
う
し
た
専
断
は
み
と
め
ら
れ
ず
、
す
べ
て
「
上
裁
』
す
な
わ
ち
司
法
省
を
通
じ
て
太
政
官



の
裁
許
を
み
．
し
魂
後
に
は
じ
め
て
刑
の
塞
暴
雲
た
の
虜
る
．
こ
乞
蒙
判
で
蟻
担
当
裁
判
庭
与
色
れ
た
任
務
は
、
太
政

官
あ
る
い
は
司
法
省
の
意
向
を
体
し
、
そ
の
範
囲
内
で
い
か
に
法
律
を
操
作
す
る
か
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。

　
秋
田
事
件
に
対
し
．
太
政
官
あ
る
い
は
司
法
省
の
意
向
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
か
．
そ
れ
に
対
し
担
当
裁
判
官
が
ど
の
よ
う
な
動
き
を
示
し

た
か
、
そ
の
詳
細
は
、
次
款
に
お
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
な
お
．
秋
田
支
庁
が
審
理
を
開
始
し
た
直
後
．
す
な
わ
ち
十
五
年
一
月
一
日
、
治
罪
法
が
施
行
さ
れ
、
裁
判
所
の
機
構
と
、
刑
事
裁
判
手
続
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
》

は
大
き
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
つ
て
、
秋
田
支
庁
は
秋
田
始
審
裁
判
所
に
改
組
さ
れ
、
ま
た
、
内
乱
罪
は
す
べ
て
高
等
法
院
の
所

管
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
．
秋
田
事
件
の
審
理
に
は
い
さ
さ
か
も
変
更
を
み
な
か
つ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
治
罪
法
施
行
に
先
立
つ
十
四
年

十
二
月
二
十
八
日
太
政
官
布
告
第
八
十
二
号
を
以
て
「
大
審
院
各
裁
判
所
二
於
テ
明
治
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日
以
前
審
理
二
着
手
セ
シ
刑
事
ハ

十
五
年
一
月
一
日
以
後
ト
難
モ
治
罪
法
二
拘
ハ
ラ
ス
の
ホ
従
前
ノ
規
則
二
従
ヒ
処
分
ス
ヘ
シ
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
琵
》

田
事
件
の
審
理
は
．
秋
田
支
庁
の
後
身
た
る
秋
田
始
審
裁
判
所
に
お
い
て
．
治
罪
法
に
よ
ら
ず
し
て
進
行
し
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
横
手
警
察
署
長
佐
々
木
警
部
か
ら
．
立
志
会
員
暴
動
に
関
す
る
第
一
報
は
．
須
藤
六
郎
左
衛
門
宅
強
盗
事
件
の
翌
六
月
九
日
．
横
手
電
信
分
局
よ
り
秋
田
県
警
察
本

　
　
署
に
発
せ
ら
れ
て
い
る
．
ま
た
．
秋
田
県
は
司
法
省
へ
の
報
告
に
先
立
ち
．
内
務
省
へ
報
告
し
た
ら
し
く
．
六
月
十
三
日
に
は
警
保
局
の
係
員
が
横
手
警
察
署
に
視
察
の

　
　
た
め
到
着
し
て
い
る
（
佐
々
木
警
部
前
掲
回
顧
談
・
田
中
・
前
掲
秋
田
事
件
e
・
前
掲
日
本
歴
史
十
月
号
・
八
O
頁
、
八
二
頁
）
。

　
（
2
）
秋
田
県
に
お
け
る
刑
事
、
民
事
の
裁
判
事
務
は
、
創
設
以
来
．
県
の
聴
訟
課
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
が
（
明
治
九
年
二
月
二
十
九
日
．
秋
由
県
触
示
第
八
二
番
を

　
　
以
て
秋
田
県
裁
判
所
と
改
称
）
．
九
年
九
月
十
三
日
．
各
府
県
裁
判
所
の
廃
止
に
と
も
な
い
、
青
森
裁
判
所
秋
田
支
庁
が
同
年
十
月
ニ
ナ
六
日
に
開
庁
し
た
．
翌
十
年
三

　
　
月
二
十
九
日
．
青
森
裁
判
所
は
弘
前
に
移
転
し
た
た
め
、
弘
前
裁
判
所
秋
田
支
庁
と
改
称
し
た
（
「
秋
田
県
史
資
料
」
明
治
編
上
巻
・
四
二
二
頁
）
．
こ
れ
は
秋
田
裁
判
所

　
　
と
も
呼
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
『
司
法
沿
革
誌
』
・
七
九
九
頁
）
。
十
七
年
一
月
十
八
日
．
山
田
司
法
卿
よ
り
太
政
官
へ
の
文
書
に
も
『
秋
田
裁
判
所
』
の
名
称
が
み
ら
れ

　
　
る
（
本
稿
四
三
頁
参
照
）
。
地
方
裁
判
所
と
そ
の
支
庁
は
共
に
『
府
県
裁
判
所
章
程
』
に
準
拠
し
て
裁
判
事
務
を
行
う
の
で
あ
つ
て
（
九
年
九
月
二
十
七
日
司
法
省
達
第
六

　
　
十
六
号
）
．
そ
の
権
限
は
ほ
と
ん
ど
ち
が
わ
な
い
。
そ
れ
が
た
め
、
「
秋
田
支
庁
』
が
あ
た
か
も
独
立
の
地
方
裁
判
所
の
ご
と
く
「
秋
田
裁
判
所
」
と
も
呼
ば
れ
た
の
で
あ

　
　
ろ
う
。
な
お
．
支
庁
の
権
限
に
つ
い
て
は
註
（
13
）
参
照
。

　
＾
3
》
器
土
年
士
戸
育
の
奮
県
分
課
職
制
に
よ
る
と
．
警
察
所
漿
係
の
肇
に
．
司
法
警
察
の
事
・
．
犯
人
を
推
問
し
及
煮
舞
の
畜
（
馨
島
る

　
　
　
　
秋
田
事
件
裁
判
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
回
　
　
　
　
（
一
二
）



秋
田
事
件
裁
判
考

二
二

（
二
二
》

（
前
掲
県
史
資
桝
・
明
治
編
上
巻
・
四
四
七
頁
）
。
検
事
が
置
か
れ
て
い
な
い
地
方
は
、
警
察
官
が
検
事
の
職
務
を
代
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
七
年
十
月
三
日
太
政
官
遠

第
百
三
十
二
号
．
八
年
十
二
月
十
九
日
司
法
省
達
第
四
十
四
号
お
よ
び
九
年
一
月
二
十
二
日
司
法
宿
達
第
十
一
号
》
．
因
み
に
警
察
所
は
、
十
三
年
四
月
二
十
二
日
．
警

察
本
署
と
改
称
さ
れ
た
（
前
掲
県
史
・
第
四
冊
・
五
五
頁
）
。
そ
の
後
．
十
四
年
五
月
十
七
日
、
弘
前
裁
判
所
に
検
事
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
ぬ
　
（
司
法
省
達
丙
第

九
号
）
際
に
も
．
秋
田
支
庁
に
は
相
変
ら
ず
検
事
は
置
か
れ
な
か
つ
た
．
当
時
、
検
事
の
数
が
揃
わ
な
か
つ
た
た
め
。
主
要
な
る
裁
判
所
以
外
は
．
検
事
を
配
属
し
な
か

　
つ
た
の
で
あ
る
．

（
4
）
　
議
事
局
の
職
掌
に
つ
い
て
は
、
『
法
規
分
類
犬
全
」
官
職
門
・
官
制
・
司
法
省
e
・
三
三
二
頁
以
下
参
照
．

（
5
》
明
治
十
四
年
八
月
二
日
出
版
『
官
員
録
し
に
拠
る
。
な
お
．
当
時
の
司
法
省
は
、
刑
察
．
民
事
．
議
事
の
三
局
．
内
記
．
庶
務
．
会
計
．
編
纂
．
生
徒
．
職
員
．
表

紀
の
七
課
に
分
か
れ
．
本
文
で
述
べ
る
権
少
書
記
官
以
上
の
者
が
そ
れ
ぞ
れ
局
課
の
長
で
あ
つ
た
筈
で
あ
る
（
議
事
局
の
み
は
局
長
な
し
．
ま
た
二
つ
以
上
の
局
課
長
を

　
兼
ね
る
者
も
あ
つ
た
）
。
し
か
し
．
鎌
田
の
刑
事
局
長
以
外
は
．
そ
の
氏
名
を
つ
き
と
め
え
な
い
．

（
6
》
　
司
法
大
輔
（
細
川
潤
次
郎
・
十
四
年
七
月
二
十
七
日
任
〉
．
司
法
少
輔
（
岸
良
兼
養
・
同
前
）
は
、
議
事
局
会
議
の
メ
ン
パ
ー
で
は
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
7
）
　
こ
の
二
ヵ
月
間
に
．
秋
田
県
は
司
法
省
に
対
し
て
三
回
（
八
月
一
日
電
報
．
八
月
六
日
書
簡
．
九
月
二
十
八
日
電
報
）
．
司
法
省
は
太
政
官
に
対
し
て
二
回
　
（
八
月

　
二
十
日
書
筒
、
九
月
二
十
九
日
書
簡
）
．
そ
れ
ぞ
れ
指
令
を
督
促
し
て
い
る
。

（
8
）
　
尾
佐
竹
猛
『
明
治
警
察
裁
判
史
』
二
〇
七
頁
。
当
時
は
ま
だ
司
法
省
と
裁
判
所
の
区
別
は
な
か
つ
た
。

（
9
）
　
染
野
義
信
『
司
法
制
度
（
法
体
制
確
立
期
ご
・
「
日
本
近
代
法
発
達
史
講
座
』
第
二
巻
二
〇
八
頁
．
な
お
．
こ
こ
で
国
事
犯
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
内
乱
罪
だ

　
け
で
は
な
く
．
国
家
的
重
要
犯
罪
全
部
を
指
し
て
い
た
．

（
1
0
）
　
福
岡
以
外
に
、
長
崎
．
山
口
．
宮
崎
、
萩
．
大
分
な
ど
に
も
臨
時
裁
判
所
支
所
が
設
け
ら
れ
た
．
こ
れ
ら
の
裁
判
事
務
は
九
月
に
終
了
．
裁
判
官
一
同
は
東
京
に
ひ

　
き
あ
げ
．
さ
ら
に
十
一
月
．
元
老
綻
に
九
州
裁
判
事
務
局
を
お
い
て
残
り
の
裁
判
を
処
理
し
．
十
一
年
六
月
に
終
了
し
た
（
『
九
州
臨
時
裁
判
所
始
末
㌧
法
律
新
聞
第
一

　
九
九
七
号
・
大
正
十
一
年
七
月
三
日
）
，
†
年
二
月
十
九
日
以
前
は
．
大
審
院
章
程
に
も
と
づ
く
大
審
院
の
『
臨
時
裁
覇
所
』
で
あ
つ
た
が
、
そ
れ
以
後
の
臨
時
裁
判
所

　
は
．
大
審
院
と
は
無
関
係
の
特
別
裁
判
所
で
あ
つ
た
と
み
る
こ
と
も
で
ぎ
る
。
元
老
院
内
に
九
州
裁
判
事
務
局
が
お
か
れ
た
の
は
、
そ
う
し
た
考
慮
に
よ
る
も
の
か
も
知

　
れ
な
い
．

（
鷲
）
　
明
治
十
二
年
四
月
八
日
東
京
日
日
新
聞
に
拠
る
．

（
12
）
　
染
野
・
前
掲
書
・
一
一
七
頁
．

（
B
）
　
地
方
裁
判
所
支
庁
の
権
限
は
．
地
方
裁
判
所
の
そ
れ
と
同
じ
く
．
原
則
と
し
て
「
府
県
裁
判
所
章
程
』
（
八
年
五
月
二
十
四
日
太
政
官
布
告
第
九
十
一
号
）
に
拠
つ

　
た
（
九
年
九
月
二
十
七
日
司
法
省
達
第
六
十
六
号
）
。
同
章
程
に
「
刑
事
懲
役
以
下
ヲ
審
判
ス
』
（
第
一
条
）
。
「
死
罪
ハ
方
案
証
愚
ヲ
具
へ
被
告
人
ヲ
勾
置
シ
以
テ
巡
廻
判

　
事
ヲ
待
ッ
』
（
第
四
条
）
、
『
終
身
懲
役
ハ
擬
律
案
ヲ
具
ヘ
テ
上
等
裁
判
所
ノ
審
批
ヲ
取
リ
然
ル
後
昌
決
行
ス
』
（
箪
五
条
）
と
あ
る
。
支
庁
の
場
合
は
、
「
死
罪
並
終
身
懲

　
役
ノ
批
可
』
が
直
接
象
ず
．
そ
れ
は
本
庁
所
長
の
権
限
で
あ
っ
た
（
前
掲
司
怯
省
達
）
。
そ
の
後
、
十
年
二
月
亭
九
旧
．
地
方
裁
判
所
章
程
が
定
め
ら
れ
た
折
（
太
政



官
布
告
第
十
九
号
奪
，
地
方
裁
判
所
の
権
限
と
し
て
．
前
搏
府
県
裁
鞠
所
の
章
程
⑳
そ
れ
を
継
受
し
た
が
、
鍼
四
条
だ
け
は
、
死
罪
ハ
審
訊
シ
テ
文
案
証
愚
及
ヒ
擬
律
案

　
ヲ
具
へ
上
等
裁
判
所
昌
逓
送
シ
其
行
下
ヲ
得
テ
宣
告
ス
」
と
改
め
ら
れ
た
　
（
前
掲
第
一
条
第
五
条
は
変
ら
ず
）
．
巡
廻
判
事
の
制
度
淋
廃
止
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の

時
．
地
方
裁
判
所
支
庁
の
権
限
に
ふ
れ
な
か
つ
た
の
で
、
京
都
府
は
翌
月
二
十
日
．
司
法
省
に
飼
い
で
た
と
こ
ろ
、
七
月
七
日
．
同
省
は
「
明
治
九
年
達
第
穴
十
六
号
ノ

通
心
得
可
シ
』
と
回
答
し
た
（
前
掲
分
類
大
全
・
官
職
門
・
官
制
・
司
法
省
e
・
一
八
一
頁
）
。
し
た
が
つ
て
前
に
述
べ
た
権
限
が
そ
の
ま
ま
つ
づ
い
た
の
で
あ
る
．

（
1
4
）
　
高
等
法
院
の
設
立
事
情
と
そ
の
権
限
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
私
が
詳
し
く
考
証
し
た
こ
と
が
あ
る
（
拙
篇
『
福
島
事
件
と
高
等
法
院
』
・
本
誌
第
三
十
二
巻
十
二
号
・

　
八
頁
以
下
参
照
）
。

（
1
5
）
　
始
審
裁
判
所
は
．
治
罪
法
上
の
軽
罪
裁
判
所
で
あ
る
（
第
五
四
条
）
．
し
た
が
つ
て
重
罪
の
管
轄
権
は
な
い
。
し
か
し
、
明
治
十
五
年
前
か
ら
審
理
中
の
事
件
は
．

　
た
と
え
重
罪
の
場
合
で
も
、
な
お
軽
罪
裁
判
所
の
名
に
お
い
て
裁
判
を
行
う
も
の
と
さ
れ
た
（
十
五
年
一
月
十
四
日
・
若
松
始
審
裁
判
所
請
訓
、
同
年
二
月
一
日
・
司
法

　
省
内
訓
『
治
罪
法
談
令
類
纂
』
・
一
一
三
頁
》
．
秋
田
事
件
の
裁
判
が
（
内
乱
罪
、
強
盗
殺
人
罪
は
、
主
と
し
て
旧
刑
法
上
の
重
罪
で
あ
る
》
、
秋
田
軽
罪
裁
判
所
の
名
に

　
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
の
は
．
そ
れ
が
た
め
で
あ
る
．

　
二
　
法
循
の
適
用
と
量
刑

前
節
で
述
べ
た
ご
と
く
．
秋
田
県
並
び
に
弘
前
裁
判
所
秋
田
支
庁
に
対
す
る
司
法
省
の
指
令
、
達
を
以
て
、
裁
判
管
轄
の
問
題
が
解
決
し
た
の

で
、
秋
田
県
は
、
次
の
ご
と
く
秋
田
支
庁
に
書
類
を
送
致
し
た
。
十
四
年
八
月
二
十
二
日
．
秋
田
支
庁
に
は
じ
め
て
検
事
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
に

な
つ
た
が
（
蟹
〉
蒙
嚢
か
ら
嚢
に
支
庁
へ
書
禁
送
ら
れ
た
こ
と
か
象
る
と
・
当
鴫
検
事
の
着
任
が
お
く
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ

　
T
》

れ
る
。
検
事
が
お
れ
ば
．
裁
判
所
へ
の
書
類
送
致
（
公
訴
に
当
る
）
は
．
検
事
か
ら
行
わ
れ
る
筈
だ
か
ら
で
あ
る
。

本
県
平
民
柴
田
浅
五
郎
外
六
拾
壱
名
暴
動
之
義
二
付
処
分
方
司
法
省
へ
相
伺
候
処
馴
紙
写
ノ
通
御
指
令
相
成
候
昌
付
関
係
書
類
目
録
ノ
通
相
添
人
頭
拘
留
之
儘
及

御
引
渡
候
也

　
　
明
治
十
四
年
十
月
昔
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
警
察
本
署
詰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
等
警
部
小
沢
宗
央

　
　
　
秋
田
事
件
裁
判
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
　
　
（
二
三
》



　
　
　
秋
田
事
件
裁
判
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
　
　
　
（
二
四
）

　
　
弘
前
裁
判
所
長
代
理

　
　
　
　
秋
田
支
庁
詰

　
　
　
　
　
　
判
事
補
　
大
　
　
庭
　
　
　
機
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

後
ち
に
事
件
審
理
の
中
心
と
な
つ
た
判
事
芹
沢
政
温
が
名
古
屋
裁
判
所
よ
り
転
じ
て
弘
前
裁
判
所
秋
田
支
庁
詰
と
な
つ
た
の
は
十
月
五
日
附
で

あ
る
が
．
警
察
よ
り
の
書
類
送
付
の
宛
名
が
大
庭
判
事
補
に
な
つ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
る
と
．
十
月
二
十
一
日
当
時
、
彼
も
ま
だ
着
任
し
て
い
な

か
つ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
そ
の
後
、
公
判
が
何
時
か
ら
開
始
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
か
、
正
確
な
こ
と
は
残
念
な
が
ら
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
．
現

存
す
る
柴
田
浅
五
郎
他
三
名
に
対
す
る
芹
沢
判
事
の
訊
問
調
書
の
日
附
を
み
る
に
、
十
五
年
二
月
六
日
以
降
．
同
年
七
月
十
四
日
ま
で
、
二
月
が

二
回
、
五
月
が
九
回
、
六
月
が
三
回
、
七
月
が
一
回
．
合
計
十
五
回
に
わ
た
つ
て
い
る
。
そ
の
調
書
の
中
に
は
「
公
廷
ニ
ハ
検
事
鈴
木
恒
時
立
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
》

ヒ
タ
リ
』
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
か
ら
、
こ
の
記
録
は
公
判
廷
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
す
る
と
．
十
五
年
二
月
以
降
七
月
に
か
け
て
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

等
の
公
判
が
行
わ
れ
た
こ
と
だ
け
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
そ
の
間
、
他
の
関
係
者
一
同
の
公
判
も
併
せ
行
わ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
そ
し
て
七
月
は
じ
め
、
公
判
は
一
応
終
了
し
た
ら
し
く
．
芹
沢
判
事
は
、
次
の
ご
と
く
審
理
の
結
果
を
司
法
省
へ
報
告
し
た
。
弘
前
裁
判
所
秋

田
支
庁
は
、
十
五
年
一
月
一
日
治
罪
法
の
施
行
に
と
も
な
い
、
前
に
も
；
自
し
た
ご
と
く
秋
田
始
審
裁
判
所
に
改
組
さ
れ
．
芹
沢
判
事
は
そ
の
所

長
に
就
任
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
柴
田
浅
五
郎
等
犯
罪
処
分
ノ
儀
二
付
上
申

　
明
治
十
四
年
六
月
中
秋
田
県
下
立
志
社
ノ
老
共
暴
挙
二
及
ヒ
タ
ル
事
件
二
付
其
処
分
ノ
儀
当
時
地
方
官
ヨ
リ
伺
出
候
処
裁
判
所
晶
付
シ
審
判
セ
シ
ム
可
キ
旨
御
指

　
令
有
之
候
由
ニ
テ
即
チ
旧
弘
前
裁
判
所
秋
田
支
庁
へ
其
罪
質
国
事
犯
ト
見
込
ム
者
ハ
証
愚
ヲ
具
状
シ
上
裁
ヲ
経
テ
処
断
シ
其
常
事
犯
昌
止
ル
奢
ハ
颪
チ
ニ
相
当
ノ

処
盆
蓼
可
キ
静
達
相
成
簸
努
實
－
送
付
ノ
罪
犯
示
来
鑑
ヲ
遂
ル
饗
罪
質
畢
犯
轟
撲
煮
雷
浅
五
郎
外
＋
七
轟
譲
碗
籔
；



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ま
裳
｝

テ
其
常
事
犯
晶
止
憲
ハ
山
内
平
蔵
外
十
名
二
有
之
将
タ
又
柴
田
甚
太
郎
外
三
十
二
名
ハ
全
ク
無
罪
ノ
葱
ト
認
定
候
付
即
チ
御
達
ノ
旨
一
一
遵
ヒ
常
事
犯
以
下
直
チ

一
一
当
庁
於
テ
裁
判
言
渡
決
行
致
候
因
テ
其
国
事
犯
ト
見
込
ム
所
ノ
柴
田
浅
五
郎
外
十
七
名
ハ
別
冊
ノ
通
意
見
書
及
証
愚
書
類
ヲ
以
テ
具
状
致
シ
猶
当
庁
於
テ
直
繍
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

処
断
セ
シ
常
事
犯
以
下
ノ
供
状
及
ヒ
其
裁
判
言
渡
按
ト
モ
為
念
相
添
置
申
候
而
シ
テ
柴
田
浅
五
郎
等
犯
罪
ノ
要
領
ハ
右
意
見
書
晶
述
ル
カ
如
ク
ニ
シ
テ
元
来
立
志

社
ナ
ル
者
ハ
曽
テ
其
筋
二
届
置
ク
社
則
ノ
通
普
通
ノ
結
社
ニ
シ
テ
其
緯
織
敢
テ
不
正
ノ
性
質
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ニ
無
之
故
昌
該
社
員
連
名
簿
晶
登
記
ス
ル
人
名
中
昌

　
ハ
聯
力
資
産
若
ク
ハ
見
識
ヲ
有
ス
ル
者
モ
有
之
是
等
ノ
者
晶
於
テ
ハ
悉
ク
浅
五
郎
ノ
非
挙
二
附
加
シ
タ
ル
ニ
非
ラ
ス
要
ス
ル
ニ
浅
五
郎
自
ラ
立
志
社
ノ
権
柄
ヲ
握

リ
一
方
昌
向
テ
ハ
社
則
ノ
如
ク
事
ヲ
執
行
シ
一
方
昌
向
テ
ハ
姦
愚
ノ
社
員
ヲ
煽
動
シ
自
己
ノ
謀
議
二
付
加
セ
シ
メ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
此
等
ノ
徒
ハ
概
シ
テ
己
レ
カ

郷
闇
近
傍
ノ
妻
ル
ニ
學
菌
テ
本
霊
志
社
孟
成
及
ヒ
蓋
員
編
藁
硝
蝉
於
テ
ハ
予
メ
内
乱
ノ
駿
箸
輩
セ
ル
等
ノ
嚢
ハ
毫
燕
毫

ノ
昌
候
条
御
参
考
ノ
為
メ
此
旨
開
陳
シ
明
治
十
四
年
十
月
八
目
前
顕
旧
弘
前
裁
判
所
秋
田
支
庁
へ
御
達
ノ
旨
二
従
ヒ
舷
昌
一
件
書
類
坂
纒
別
紙
目
録
相
添
此
段
上

申
仕
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
始
審
裁
判
所
長

　
　
明
治
十
五
年
七
月
十
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
事
　
芹
　
沢
　
政
　
渥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
司
法
卿
大
木
喬
任
殿

　
　
追
テ
本
文
国
事
犯
ト
見
込
上
申
候
者
ノ
中
小
松
捨
次
郎
ハ
保
釈
ヲ
聴
シ
他
十
七
名
ハ
秋
田
県
監
獄
本
署
監
倉
二
留
置
候
条
此
段
申
添
候
也

　
こ
の
上
申
書
に
添
附
さ
れ
た
芹
沢
判
事
の
「
意
見
書
』
は
、
犯
罪
事
実
の
認
定
．
そ
れ
に
対
す
る
法
律
の
適
用
．
刑
の
量
定
を
詳
述
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
中
、
ま
ず
事
実
の
認
定
に
関
す
る
要
点
を
掲
げ
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

0
　
芹
沢
判
事
の
見
解
に
よ
る
と
．
内
乱
陰
謀
の
性
格
を
き
わ
め
て
幼
稚
な
も
の
と
断
定
し
て
い
る
。
柴
田
に
つ
い
て
「
政
府
ヲ
顛
覆
セ
ン
認

　
　
ト
ヲ
企
テ
タ
ル
首
魁
ニ
シ
テ
其
所
為
ハ
兵
器
ヲ
準
備
シ
其
他
内
乱
ノ
予
備
ヲ
為
ス
ニ
止
リ
タ
ル
者
ナ
リ
」
と
し
て
ば
い
る
が
．
「
与
二
其
謀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
》

　
　
議
ス
ル
所
ノ
者
ハ
尽
ク
恒
産
ナ
キ
無
智
蒙
昧
ノ
徒
タ
ル
ニ
過
キ
ス
本
犯
浅
五
郎
力
之
ヲ
利
誘
ス
ル
ニ
己
レ
一
区
ノ
長
ト
為
リ
タ
ル
後
永
ク
禄

　
　
秩
ヲ
給
与
ス
ヘ
シ
ト
虚
誕
妄
語
ヲ
吐
キ
僅
カ
ニ
以
テ
之
二
応
ス
ル
ニ
至
ラ
シ
メ
ル
者
ニ
シ
テ
其
所
業
ノ
拙
願
ナ
ル
恰
モ
児
戯
二
異
ナ
ラ
ス
是

　
　
　
秋
田
事
件
裁
判
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
　
　
（
二
五
》



　
　
秋
田
事
件
裁
判
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
　
　
　
（
二
六
）

　
二
由
テ
之
ヲ
観
レ
ハ
国
会
請
願
ノ
採
用
ナ
ラ
サ
ル
ニ
因
リ
早
晩
必
ス
変
乱
ノ
起
ル
コ
ト
疑
ヒ
ナ
シ
ト
妄
測
シ
之
レ
カ
準
備
ヲ
ナ
シ
タ
ル
者
ニ

　
シ
テ
固
ヨ
リ
卓
然
一
方
二
独
立
シ
内
乱
ヲ
起
サ
ン
為
メ
之
レ
カ
企
図
ヲ
ナ
シ
之
レ
カ
予
備
ヲ
為
シ
タ
ル
者
ト
情
状
自
然
二
径
庭
ア
リ
』
と
い

　
う
の
で
あ
る
。
こ
の
立
場
に
た
て
ば
、
情
状
酌
量
の
余
地
大
い
に
あ
り
と
考
え
た
に
ち
が
い
な
い
。

⇔
　
次
に
、
芹
沢
判
事
は
、
関
係
者
一
同
が
、
秋
田
警
察
本
署
に
お
い
て
な
し
た
る
陳
述
は
．
全
般
的
に
「
自
由
任
意
」
の
も
の
で
は
な
か
つ

　
た
と
認
定
し
た
。
そ
れ
が
た
め
、
警
察
側
の
取
調
の
結
果
と
．
か
な
り
の
点
で
事
実
の
認
定
が
く
い
ち
が
つ
て
い
る
。
警
察
の
取
調
で
は
、

　
藤
原
多
左
衛
門
宅
強
盗
殺
人
は
．
『
金
銭
ヲ
掠
奪
ス
可
シ
若
シ
拒
ム
ト
キ
ハ
切
殺
シ
可
旨
」
の
柴
田
指
令
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
、
舘

　
友
蔵
が
自
白
し
（
舘
警
察
調
書
・
＋
四
年
六
月
＋
一
旦
．
川
越
庫
吉
（
川
越
警
察
調
書
・
＋
四
年
六
月
＋
七
日
）
、
柏
木
第
六
（
柏
木
警
察
調
書
．
＋
四
年
六

　
月
＋
六
日
）
も
ま
た
同
じ
事
実
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
彼
等
三
人
い
ず
れ
も
殺
人
の
事
実
も
み
と
め
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
芹
沢
判
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
》

　
の
訊
問
に
対
し
て
は
、
三
人
共
に
揃
つ
て
、
殺
人
の
事
実
を
否
認
し
．
警
察
で
の
自
白
は
．
拷
問
の
た
め
で
あ
つ
た
と
主
張
し
た
。
例
え

　
ば
．
川
越
は
『
警
部
佐
々
木
真
綱
ノ
訊
問
ヲ
受
タ
ル
ト
キ
棚
欄
ノ
下
二
自
分
ハ
立
居
リ
警
部
ハ
自
分
ト
相
対
シ
テ
高
キ
処
二
座
ヲ
構
ヒ
一
々

　
訊
問
ヲ
ナ
サ
ル
・
故
自
分
ハ
実
際
ノ
コ
ト
ヲ
以
テ
答
言
シ
タ
リ
ト
難
モ
皆
嘘
ナ
リ
ト
テ
聞
容
レ
ス
忽
チ
長
キ
棒
ヲ
振
リ
上
自
分
力
肩
ノ
辺
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
ま
）

　
ヲ
打
付
タ
リ
続
イ
テ
巡
査
ハ
傍
ラ
ヨ
リ
短
キ
棒
ヲ
執
テ
無
暗
二
自
分
ヲ
打
螂
シ
タ
ル
為
メ
苦
痛
二
耐
ヘ
ス
目
モ
闇
、
ミ
心
モ
定
カ
ナ
ラ
ス
』
（
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
ま
》
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
ま
）

　
越
法
廷
調
書
．
＋
五
年
五
月
二
＋
七
日
）
、
柏
木
は
「
警
察
署
ノ
取
扱
苛
刻
ニ
シ
テ
殆
ソ
ト
欧
打
拷
責
ノ
苦
痛
二
堪
ヘ
サ
ル
云
々
」
（
柏
木
法
廷
調
書
．

　
＋
五
年
六
月
一
日
）
と
述
べ
て
い
る
。
芹
沢
判
事
は
．
法
廷
に
お
け
る
陳
述
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
、
川
越
、
舘
、
柏
木
三
名
の
殺
人
を
否
定
し
、

　
彼
等
が
．
強
盗
未
遂
を
行
つ
た
こ
と
だ
け
を
み
と
め
た
。
ま
た
、
柴
田
の
教
唆
に
つ
い
て
は
、
強
盗
の
教
唆
だ
け
を
み
と
め
、
殺
人
の
教
唆

　
は
否
定
し
た
。
強
盗
殺
人
の
教
唆
を
み
と
め
た
川
越
、
舘
、
柏
木
の
警
察
に
お
け
る
自
白
は
「
自
由
任
意
ノ
陳
述
ナ
リ
ト
認
ム
ル
ニ
由
ナ

　
ク
』
と
し
て
い
る
。
－
さ
ら
に
、
須
藤
六
郎
左
衛
門
宅
強
盗
に
つ
い
て
は
、
柴
田
の
教
唆
を
否
定
し
、
そ
れ
を
肯
定
し
た
舘
の
警
察
に
お
け
る

　
自
白
は
、
「
元
蟹
横
手
警
察
署
ノ
取
調
ハ
間
々
事
実
二
適
応
セ
サ
ル
廉
ア
ル
ヲ
覚
ユ
」
と
し
て
、
こ
れ
を
斥
け
て
い
る
。
そ
し
て
須
藤
宅
強



　
　
盗
に
参
加
し
た
も
の
と
し
て
．
舘
、
石
渡
運
助
、
佐
々
木
熊
蔵
．

　
以
上
が
．
芹
沢
判
事
に
よ
つ
て
認
定
さ
れ
た
事
実
の
大
要
で
あ
る
。

有
利
な
も
の
で
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
認
定
さ
れ
た
犯
罪
事
実
に
対
し
．
芹
沢
判
事
は
、
そ
の

る
が
、
こ
れ
を
被
告
別
に
表
示
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

柴
田
善
吉
．
相
沢
伊
助
の
五
名
を
み
と
め
た
．

こ
れ
に
よ
つ
て
み
る
と
、
同
判
事
の
事
実
認
定
は
、

被
告
側
に
き
わ
め
て

「
意
見
書
』
に
お
い
て
、
法
律
の
適
用
と
量
刑
を
行
つ
て
い
る
わ
け
で
あ

前
註
（
1
）
　
事
件
は
．
明
治
十
五
年
一
月
一
日
の
旧
刑
法
施
行
前
に
発
生
し
．
施
行
後
に
裁
判
を
う
け
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
旧
刑
法
第
三
条
第
二
項
『
若
シ
所

　
犯
頒
布
以
前
二
在
テ
未
タ
判
決
ヲ
経
サ
ル
者
ハ
新
旧
ノ
法
ヲ
比
照
シ
軽
キ
昌
従
テ
処
断
ス
』
に
該
当
す
る
。
こ
こ
に
『
新
旧
』
二
法
の
　
「
比
照
』
の
問
題
が
発
生
す

　
る
。

前
註
（
2
）
　
強
盗
罪
と
内
乱
罪
の
併
合
の
場
合
、
旧
刑
法
は
吸
収
主
義
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
重
ぎ
方
一
罪
で
罰
せ
ら
れ
る
点
を
（
第
一
〇
〇
条
）
．
注
意
す
べ
き
で
あ
る
．

　
こ
の
点
は
．
旧
刑
法
以
前
の
改
定
律
例
（
第
七
一
条
）
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

柴
田

氏〃

浅
名

五 新
郎

旧

（旧定領新
律’律

廻り法

（　新
旧
刑
塗
法

法廃

∠鞭
罪
種

一
な 一一 適 内

九八二二 用
〇九一匠
I　I 条

し 文 乱

右
に

重
林

量 陰

『 よる
漏
獄
　
　
　
1

刑 謀

『

1
項正五明 一一一三三一 適
強号治
盗布十
律告年

O一一七七〇
八三二九八五 用

条

藤
原

3
第・第
二改二

皿
文 宅
強

懲 重 量 盗

役
懲 殺

終
人

身 役 刑

1

適
1　須

用
条
文 藤
宅1
量
刑
強
盗

二　

重
懲
役
十
年
　
　
　
　
　
　

秋
田
事
件
裁
判
考

二
七

（
二
七
）



秋
田
事
件
裁
判
考

・

相　柴 佐　石 柏 川 舘

沢　田 々　渡 木 越

伊善

木
　
　
運
熊

第 庫
友

助　吉 蔵助 六 出
口 蔵

両旧 両新 両旧 （　新
同

爾旧 （　新
同

（　旧同 （　新同

晶
聾
法

凸
里
法

繭
聾
法

幽
里
法

凶
聾
潜

顧魑●

型法 　繭1聾法3
前
）
　
法

『一
■一『一『申一 』』

r』一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』－　　閣 『』

な 　一一九八二二
な 一一

二二
な
　　一一
六九八ニニ

な 　　　一一
六九八二二

〇九五一 五一 九〇九五一 九〇九一五

w IN I　I1 口

し し し し

右
に

下十九
軽月月
禁十以

右
に

垂嚢刑勲 1　右
　に

1籟学季

　一註重以

右
に

以二
下年
軽以・

よ
　
る

鯛五上
　日一
　以年

よ
る

’　月月軽
禁
　 以以
鰯　下上

よ
る

轟禁上
芯鋼五漏
鏑
　
年

　　よ

1　る

禁上
銅五
　年

『
．
二
七
八
　
一

二
老
轟
二

二
三
　
　
一

『
≡
一
Y
」

明
治
十
年
第
二
一

五
号
布
告
・
改

正
強
盗
律
第
二

　
項

　
三
七
八

三
七
九
墾

　
ニ
ニ

　
ニ
三
ー

「

明
治
十
年
第
二

五
号
布
告
・
改

　
正
強
盗
律

　
三
七
八

三
七
九
攣

　
二
二

＝
二
三
1

｝明
治
十
年
第
二

　
五
号
布
告
・
改

一
正
強
盗
律

　
　
　
　
　
　
　
　
一

一　丁“
　
　
　
｛

‘

＋　灘li＋　讐年　1　年　1、年　　　年

　
三
七
八

三
七
九
墾

、
明
治
十
年
第
二

五
号
布
告
・
改

正
強
盗
律
第
二

項

二
八有

期
徒
刑

態
役
終
身

（
二
八
》

羅
灘
牲

懲
役
十
年

三
七
八

三
七
九
攣

畿
明
治
十
年
第
二

五
号
布
告
・
改

正
強
盗
律
（
五

等
減
）

軽
　
懲
　
役

懲
役
二
年
半

㎜㎜｝
一

τ
奉
一一“｝｝叩奪r一一一Ll騨マ引”Il

）註　綱
■

　二懲役　 年
8異φ

双
十
年
1
経

役
十
年

…
1臣
『
ll

徒
刑
十



秋
田
事
件
裁
判
考

九

（
二
九
）

長高佐 黒 上
『
『 、畠

題 西 藤

　々瀬橋 沢　法 藤 田
井

木 　易 正 忠

与多庄 五茂 之 五
善

市七治 郎雄 助 郎 松

商旧 滴新 両旧 筒新 （旧
同 商新 商旧 筒新 （旧同 商新

凸
選
法

晶
選
法

鵡
里
法
煎法

凸
聖
法

茜
型
法

仙
型
法

』馬

聾法
繭
聾
法

鵡
聖
法

『 一一一齢　　一　　』　　）　 』』『』　』』』』』　『　『』』『

な 一一 な な 一一 な 一一 な ソー
九八一一 九八二二 九八二二 六九八二二 九八ニノニ
〇九五一 〇九五一 〇九五一 九〇九五一 〇九五情一

N w w H　　　皿 軽ロ
し し し し し シ

右 月軽 右 月軽 右 月軽 右 撃 右 軽

に
愁
蹴
鋼
に

芯
ホ
銅
に

禁
銅 に 禁

鋼
に

愁謝

鋼
よ 一

年

よ 　一『　年
よ 一

年
よ

二
よ

三

る 三 る 五 る 十 る 年　1 る 年
一　－r一一　F一　『 『　皿　甲

…』』｝『一
～　　　　　　響　一 胴　　　一　　り一』『『　『 』　…　…』　『　』　　『

』㎜……㎜1 胃『｝　…一

軽
禁
鐵
一
年

三
月

『

軽
禁
鋼
一
年

匠
月

　　｝1ド｝一一一『

志萎1甕
輔　1　二年　1　年

軽
禁
鯛
三
年



秋
田
事
件
裁
判
考

三
〇

（
三
〇
）

阿
　
部
　
久
吉

新
　
　
法

（
同
　
前
）

＝
＝
W

一
二
五
八
九
九
〇

軽
禁
鋼
一
年
二

月

軽
禁
鯛
一
年

二
月

旧
　
　
法
一

（
同
前
）

な
　
　
　
し

右
に
よ
る
『

冒
ー
…
ξ
鵬
ー
｝
旨
亀
し
－
聾
『
『
『
ー

小
松
捨
次
郎

［

新
　
　
法

（
同
　
前
）

二
二
W

一
二
五
八
九
九
〇

軽
禁
鋼
一
年

軽
禁
鯛
一
年

旧
　
　
法

（
同
　
前
）

な
　
　
　
し

右
に
よ
る

後
註
（
1
）
　
新
法
す
な
わ
ち
明
治
十
五
年
刑
法
の
関
係
条
文
を
次
に
掲
げ
よ
う
。

　
第
＝
二
条
政
府
ヲ
顛
覆
シ
又
ハ
邦
土
ヲ
潜
籍
シ
其
他
朝
憲
ヲ
素
乱
ス
ル
コ
ト
ヲ
目
的
ト
為
シ
内
乱
ヲ
起
シ
タ
ル
者
ハ
左
ノ
区
別
昌
従
テ
処
断
ス

　
　
一
　
首
魁
及
ヒ
教
唆
者
ハ
死
刑
二
処
ス
　
　
ニ
　
群
衆
ノ
指
揮
ヲ
為
シ
其
他
枢
要
ノ
職
務
ヲ
為
シ
タ
ル
者
ハ
無
期
流
刑
二
処
シ
其
情
軽
キ
者
ハ
有
期
流
刑
昌
処
ス

　
　
三
　
兵
器
金
毅
ヲ
資
給
シ
又
ハ
諸
般
ノ
職
務
ヲ
為
シ
タ
ル
者
ハ
重
禁
獄
二
処
シ
其
情
軽
キ
者
ハ
軽
禁
獄
晶
処
ス
　
　
四
　
教
唆
二
乗
シ
テ
附
和
随
行
シ
又
ハ
指
揮
ヲ

　
　
受
ケ
テ
雑
役
昌
供
シ
タ
ル
者
ハ
ニ
年
以
上
五
年
以
下
ノ
軽
禁
鋼
二
処
ス

　
第
一
二
五
条
兵
隊
ヲ
招
募
シ
又
ハ
兵
器
金
穀
ヲ
準
備
シ
其
他
内
乱
ノ
予
備
ヲ
為
シ
タ
ル
者
ハ
第
百
二
十
一
条
ノ
例
二
照
シ
各
一
等
ヲ
減
ス

　
　
内
乱
ノ
陰
謀
ヲ
為
シ
未
タ
予
備
二
至
ラ
サ
ル
者
ハ
各
二
等
ヲ
減
ス

　
第
六
八
条
　
国
事
二
関
ス
ル
重
罪
ノ
刑
ハ
左
ノ
等
級
二
照
グ
テ
加
減
ス

　
　
一
　
死
刑
　
　
二
　
無
期
流
刑
　
三
　
有
期
流
刑
　
　
四
　
重
禁
獄
　
　
五
　
軽
禁
獄

　
第
六
九
条
軽
懲
役
昌
該
ル
者
減
軽
ス
可
キ
時
ハ
ニ
年
以
上
五
年
以
下
ノ
重
禁
鋼
昌
処
ス
ル
ヲ
以
テ
一
等
ト
為
ス

　
　
軽
禁
獄
昌
該
ル
者
減
軽
ス
可
キ
時
ハ
ニ
年
以
上
五
年
以
下
ノ
軽
禁
鋼
二
処
ス
ル
ヲ
以
テ
一
等
ト
為
ス

　
第
七
〇
条
一
項
禁
姻
罰
金
昌
該
ル
者
減
軽
ス
可
キ
時
ハ
各
本
条
昌
記
載
シ
タ
ル
刑
期
金
額
ノ
四
分
ノ
一
ヲ
減
ス
ル
ヲ
以
テ
一
等
ト
為
シ
其
加
重
ス
可
キ
時
ハ
亦
四
分

　
　
ノ
一
ヲ
加
フ
ル
ヲ
以
テ
一
等
ト
為
ス

　
第
八
九
条
　
重
罪
軽
罪
違
警
ヲ
分
タ
ス
所
犯
情
状
原
諒
ス
可
キ
者
ハ
酌
量
シ
テ
本
刑
ヲ
減
軽
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
法
律
二
於
テ
本
刑
ヲ
加
重
シ
又
ハ
減
軽
ス
可
キ
者
ト
錐
モ
其
酌
量
ス
可
キ
時
ハ
の
ホ
之
ヲ
減
軽
ス
ル
コ
ト
ヲ
得



第
九
〇
条
　
酌
量
減
軽
ス
可
キ
者
ハ
本
刑
一
二
等
又
ハ
ニ
等
ヲ
減
ス

第
一
〇
五
条
　
人
ヲ
教
唆
シ
テ
重
罪
軽
罪
ヲ
犯
サ
シ
メ
タ
ル
者
ハ
亦
正
犯
ト
為
ス

第
一
一
二
条
罪
ヲ
犯
サ
ン
ト
シ
テ
已
昌
其
事
ヲ
行
フ
ト
難
モ
犯
人
意
外
ノ
障
凝
若
ク
ハ
舛
錯
晶
因
リ
未
タ
遂
ケ
サ
ル
時
ハ
已
昌
遂
ケ
タ
ル
者
ノ
刑
一
二
等
又
ハ
ニ
等

　
　
ヲ
減
ス

第
一
二
二
条
一
項
重
罪
ヲ
犯
サ
ソ
ト
シ
テ
未
タ
遂
ケ
サ
ル
者
ハ
前
条
ノ
例
二
照
シ
テ
処
断
ス

第
一
〇
八
条
　
事
ヲ
指
定
シ
テ
犯
罪
ヲ
教
唆
ス
ル
ニ
当
リ
犯
人
教
唆
昌
乗
シ
其
指
定
シ
タ
ル
以
外
ノ
罪
ヲ
犯
シ
又
ハ
其
現
二
行
フ
所
ノ
方
法
教
唆
者
ノ
振
示
シ
タ
ル
所

　
　
ト
殊
ナ
ル
時
ハ
左
ノ
例
昌
照
シ
テ
教
唆
者
ヲ
処
断
ス

　
　
一
　
所
犯
教
唆
シ
タ
ル
罪
ヨ
リ
重
キ
時
ハ
止
タ
其
指
定
シ
タ
ル
罪
一
一
従
テ
刑
ヲ
科
ス
　
　
ニ
　
所
犯
教
唆
シ
タ
ル
罪
ヨ
リ
軽
キ
時
ハ
現
二
行
フ
所
ノ
罪
二
従
ヒ
刑
ヲ

　
　
科
ス

第
三
七
八
条
　
人
ヲ
脅
迫
シ
又
ハ
暴
行
ヲ
加
ヘ
テ
財
物
ヲ
強
取
シ
タ
ル
老
ハ
強
盗
ノ
罪
ト
為
シ
軽
懲
役
二
処
ス

第
三
七
九
条
　
強
盗
左
二
記
載
シ
タ
ル
情
状
ア
ル
者
ハ
一
個
毎
－
二
等
ヲ
加
フ

　
　
一
　
二
人
以
上
共
二
犯
シ
タ
ル
時
　
　
二
　
兇
器
ヲ
携
帯
シ
テ
犯
シ
タ
ル
時

第
一
〇
〇
条
　
重
罪
軽
罪
ヲ
犯
シ
未
タ
判
決
ヲ
経
ス
ニ
罪
以
上
倶
二
発
シ
タ
ル
時
ハ
一
ノ
重
キ
ニ
従
テ
処
断
ス

　
　
重
罪
ノ
刑
ハ
刑
期
ノ
長
キ
者
ヲ
以
テ
重
ト
為
シ
刑
期
ノ
等
シ
キ
者
ハ
定
役
ア
ル
者
ヲ
以
テ
重
ト
為
ス

　
　
軽
罪
ノ
刑
ハ
其
所
犯
情
状
最
重
キ
者
二
従
テ
処
断
ス

後
註
（
2
）
　
旧
法
す
た
わ
ち
新
律
綱
領
．
改
定
律
例
の
関
係
条
文
を
次
に
掲
げ
よ
う
（
両
者
は
、
併
行
的
に
施
行
さ
れ
て
い
た
）
．

　
明
治
十
年
三
月
二
日
太
政
官
布
告
第
二
十
五
号
（
改
定
律
例
第
二
七
条
の
改
正
法
）

　
　
凡
強
盗
兇
器
ヲ
持
セ
ス
人
ヲ
殺
傷
ス
ル
者
ハ
皆
斬
絞
昌
処
ス
ル
律
ヲ
改
メ
殺
ス
者
ハ
斬
傷
ス
ル
者
ハ
懲
役
終
身

　
　
其
兇
器
ヲ
持
ス
ル
者
ハ
財
ヲ
得
ス
ト
難
ト
モ
首
ハ
絞
従
ハ
懲
役
終
身
改
テ
首
ハ
懲
役
終
身
従
ハ
懲
役
十
年
財
ヲ
得
ル
者
ハ
皆
斬
改
テ
皆
懲
役
終
身
其
財
ヲ
得
ス
ト
難

　
　
ト
モ
人
ヲ
殺
傷
ス
ル
者
亦
同
シ
改
テ
殺
ス
者
ハ
皆
斬
傷
ス
ル
者
ハ
皆
懲
役
終
身

　
明
治
七
年
十
二
月
十
八
日
太
政
官
布
告
第
百
三
十
四
号
（
改
定
律
例
第
九
九
条
に
追
加
》

　
　
凡
罪
ヲ
断
ス
ル
正
条
ア
リ
ト
難
所
犯
情
状
軽
キ
者
ハ
の
ホ
情
法
ヲ
酌
量
シ
テ
軽
減
ス
ル
コ
ト
ヲ
聴
シ
減
シ
テ
五
等
ヲ
過
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

　
敢
定
律
例
第
七
一
条
　
凡
二
罪
以
上
倶
昌
発
覚
ス
レ
ハ
一
ノ
重
キ
ヲ
以
テ
論
シ
各
等
キ
ハ
丁
一
従
テ
科
ス
（
下
略
）

後
駐
（
3
）
　
新
旧
法
比
照
の
場
合
の
重
軽
の
区
別
は
、
明
治
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日
太
政
官
布
告
第
八
十
一
号
に
よ
る
が
・
そ
の
内
容
は
省
略
し
た
。

こ
の
法
律
の
適
用
に
つ
い
て
、
法
律
技
術
的
な
面
か
ら
．
若
干
の
検
討
を
加
え
て
み
た
い
．

秋
田
事
件
裁
判
考

曙

一
三

（
＝
二
》



　
　
秋
田
事
件
裁
判
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
　
　
　
（
三
二
）

e
　
旧
刑
法
の
施
行
前
は
．
内
乱
罪
に
関
す
る
成
文
刑
事
法
は
存
在
し
な
か
つ
た
。
そ
れ
が
た
め
、
個
々
の
事
件
ご
と
に
．
太
政
官
の
決
裁
を

　
え
て
量
刑
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
前
註
で
述
べ
た
ご
と
く
『
新
旧
ノ
法
」
を
「
比
照
』
す
る
場
合
、
当
然
、
旧
刑
法
施
行
前
の
量
刑
を
決

定
し
．
そ
れ
と
．
旧
刑
法
に
お
け
る
量
刑
を
比
較
し
て
、
そ
の
「
軽
士
従
テ
処
断
・
（
翻
雑
）
す
べ
き
で
あ
屍
と
毫
が
、
芹
沢
判
事

　
に
よ
る
と
、
『
国
事
晶
関
ス
ル
罪
ハ
旧
律
比
照
ス
ヘ
キ
正
条
ナ
キ
ヲ
以
テ
新
法
二
依
ル
』
と
し
て
い
る
。
成
文
刑
事
法
が
存
在
し
な
い
か
ら

　
と
い
つ
て
．
比
照
す
べ
き
『
旧
律
」
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
も
し
も
、
芹
沢
判
事
の
よ
う
に
理
解
し
、
内
乱
罪
に
対
し
て
す
べ
て
旧
刑
法

　
を
適
用
す
る
な
ら
ば
．
旧
刑
法
の
遡
及
効
を
み
と
め
る
こ
と
に
な
り
．
そ
の
第
三
条
「
法
律
ハ
頒
布
以
前
二
係
ル
犯
罪
二
及
ホ
ス
コ
ト
ヲ
得

　
ス
』
に
違
反
す
る
。
こ
の
点
、
芹
沢
判
事
は
、
法
律
の
操
作
を
誤
つ
た
も
の
と
い
わ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。

⇔
　
被
告
の
中
に
は
．
内
乱
罪
と
強
盗
罪
と
「
数
罪
倶
発
」
（
併
合
罪
）
の
者
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
前
註
で
も
一
言
し
た
ご
と
く
、
改
定
律
例

お
よ
び
旧
刑
法
と
も
に
吸
収
主
義
で
あ
る
賀
い
ず
れ
垂
い
方
の
嘉
で
「
処
断
・
（
卵
羅
鮮
紹
縣
）
さ
れ
る
存
虜
る
が
、
そ

　
の
場
合
の
『
新
旧
』
法
の
『
比
照
』
の
方
法
が
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
．
二
つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
．
旧
法
に
お
け
る
甲
乙
二

　
つ
の
犯
罪
の
刑
を
．
そ
れ
ぞ
れ
別
に
決
定
し
、
そ
れ
を
比
較
し
て
．
そ
の
「
重
キ
」
に
し
た
が
い
、
一
つ
の
刑
を
確
定
す
る
（
旧
法
時
代
に
処

　
罰
さ
れ
た
と
す
れ
ば
．
こ
の
刑
が
科
せ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
）
。
，
次
に
．
新
法
に
お
け
る
甲
乙
二
つ
の
犯
罪
の
刑
を
、
そ
れ
ぞ
れ
別
に
決
定
し
．
そ
れ
を

　
比
較
し
て
、
そ
の
「
重
キ
』
に
し
た
が
い
、
一
つ
の
刑
を
確
定
す
る
（
新
法
に
よ
つ
て
処
罰
さ
れ
る
と
す
れ
ば
．
こ
の
刑
が
科
せ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
）
。

そ
の
上
で
、
新
里
法
の
確
定
さ
れ
荊
を
．
比
照
・
』
そ
の
「
軽
キ
・
方
を
採
る
（
翻
講
》
れ
叢
終
的
議
定
刑
虜
る
．
以

　
上
が
．
第
一
の
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
．
第
二
の
方
法
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
甲
の
犯
罪
に
対
す
る
旧
法
の
刑
と
、
新
法
の
刑
と
を

　
別
に
決
定
し
、
そ
れ
を
「
比
照
』
し
て
「
軽
キ
」
方
を
採
る
。
次
に
乙
の
犯
罪
に
対
す
る
旧
法
の
刑
と
、
新
法
の
刑
と
を
別
に
決
定
し
、
そ

　
れ
を
『
比
照
』
し
て
「
軽
キ
』
方
を
採
る
。
甲
乙
二
つ
の
犯
罪
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
別
に
決
定
し
た
刑
を
比
較
し
て
、
そ
の
「
重
キ
』
に

し
た
が
λ
調
購
》
』
れ
叢
終
的
潅
定
刑
虜
ゑ



　
　
こ
の
二
つ
の
憂
の
い
ず
れ
を
採
用
す
る
か
に
よ
つ
て
．
最
終
的
な
刑
は
、
同
じ
場
合
も
あ
る
が
・
ち
が
う
場
合
も
あ
る
。
こ
の
問
題

　
は
、
旧
刑
法
施
行
直
後
の
難
問
で
あ
り
、
各
裁
判
所
に
よ
つ
て
ま
ち
ま
ち
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
後
ち
に
、
十
九
年
六
月
四
日
の
大
審
院
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
》

　
例
を
以
て
、
第
二
の
方
法
に
統
一
さ
れ
た
。

　
　
さ
て
．
芹
沢
判
事
の
場
合
は
ど
う
か
。
こ
の
「
意
見
書
」
で
は
．
す
べ
て
第
二
の
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
．
芹
沢
判
事
は
．

後
ち
に
述
べ
る
判
決
に
お
い
て
は
、
両
者
の
方
法
を
併
用
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
「
意
見
書
」
で
第
二
の
方
法
を
撰
ん
だ
理
由
は
、
そ
の
理

　
論
的
正
当
性
を
確
信
し
た
結
果
で
は
な
く
、
た
ま
た
ま
旧
法
に
お
け
る
内
乱
罪
の
刑
を
決
め
な
か
つ
た
た
め
、
第
一
の
方
法
を
採
る
ご
と
が

　
で
ぎ
ず
、
便
宜
の
処
置
と
し
て
第
二
の
方
法
に
依
つ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
芹
沢
判
事
は
．
こ
の
二
つ
の
方
法
が
別
の
結
果
を
生

　
ず
る
場
合
を
予
想
し
な
か
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

㊧
　
舘
．
柏
木
．
川
越
の
三
人
が
．
藤
原
宅
強
盗
殺
人
事
件
に
参
加
し
た
が
、
殺
人
の
直
接
加
害
者
で
は
な
い
と
認
定
し
た
こ
と
は
．
前
に
述

　
べ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
芹
沢
判
事
の
法
律
の
適
用
を
み
る
に
．
ま
ず
旧
法
の
場
合
．
「
兇
器
ヲ
持
ス
ル
者
ハ
財
ヲ
得
ス
ト
難
モ
」
「
従
ハ
懲
役

＋
年
盆
灘
正
）
姦
璽
藝
霧
盒
馨
未
遂
（
擢
鑓
竣
義
、
、
一
）
と
し
て
箋
し
奪
こ
殺
葎
の
適
果
誤
つ

　
て
い
る
。
強
盗
の
共
犯
の
一
人
が
殺
人
を
犯
し
た
場
合
、
す
べ
て
の
正
犯
が
、
強
盗
殺
人
の
責
任
を
負
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
改
定
律
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
〕

　
の
場
合
も
、
旧
刑
法
の
場
合
も
変
ら
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
旧
法
と
し
て
は
「
兇
器
ヲ
持
ス
ル
者
ハ
財
ヲ
得
ス
ト
難
モ
』
「
殺
ス
者
ハ
皆
斬
」

（
鶴
鰹
Y
新
法
と
し
て
鑛
盗
殺
人
で
．
死
刑
・
（
難
八
）
議
当
す
る
筈
で
麹
も
七
建
・
の
立
楚
同
情
す
る
な
畠
酌

　
量
減
軽
の
方
法
に
よ
る
べ
き
で
あ
づ
た
ろ
う
。

四
柴
田
に
対
し
て
．
藤
原
宅
強
盗
殺
人
の
強
盗
教
唆
の
み
を
み
と
め
た
こ
と
は
、
前
に
述
べ
た
。
芹
沢
判
事
の
こ
れ
に
対
す
る
法
律
の
適
用

を
み
る
に
、
享
旧
法
の
場
食
「
兇
器
ヲ
持
ス
ル
煮
財
ヲ
得
蚤
讐
・
．
首
ハ
懲
役
終
身
・
（
蝋
灘
正
）
を
適
用
』
新
法
の
場
ム
艮

強
盗
教
唆
（
粥
舷
攣
却
擾
鱗
）
で
、
そ
の
強
盗
が
未
遂
に
終
つ
た
賀
教
撃
各
た
正
犯
が
・
養
多
ル
讐
リ
軽
キ
・
（
賂

　
　
秋
田
事
件
裁
判
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
　
　
　
（
三
三
）



　
　
　
秋
田
事
件
裁
判
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
　
　
　
（
三
四
）

　
　
騒
二
）
罪
を
犯
し
た
蓉
に
該
道
「
重
懲
役
を
し
て
茎
し
㌃
こ
慧
葎
の
適
用
護
つ
て
茎
新
律
綱
鰹
、
支
那
法

　
　
系
の
特
長
と
し
て
．
数
人
共
犯
の
場
盒
、
教
唆
婁
首
迄
そ
の
他
の
嚢
従
与
る
（
器
灘
㌶
Y
養
者
の
蓬
畦
広
い
範

　
　
囲
の
い
わ
ゆ
る
結
果
的
加
重
犯
に
ま
で
及
ぶ
の
を
原
則
と
す
る
。
し
た
が
つ
て
．
旧
法
の
適
用
と
し
て
は
、
「
兇
器
ヲ
持
ズ
ル
者
ハ
財
ヲ
得

　
　
ス
ト
讐
」
「
殺
ス
煮
皆
斬
・
（
翻
讐
議
当
畜
．
皆
・
と
は
「
首
従
ヲ
分
タ
ヌ
・
藻
墓
る
（
騙
ψ
新
法
の
適
用
も
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
は
．
強
盗
を
教
唆
し
、
強
盗
殺
人
が
行
わ
れ
た
場
合
に
該
当
す
る
か
ら
、
「
所
犯
教
唆
シ
タ
ル
罪
ヨ
リ
重
キ
時
ハ
止
タ
其
指
定
シ
タ
ル
罪

　
　
昌
従
テ
刑
ヲ
科
ス
森
顎
）
に
氏
「
有
期
徒
刑
」
・
士
李
＋
葦
・
（
墾
簸
鱗
）
と
馨
箕
麹
畏
新
法
い
ず
れ
霧
合

　
　
に
も
．
そ
れ
ぞ
れ
の
刑
を
さ
ら
に
軽
く
す
る
に
は
、
酌
量
減
軽
の
方
法
し
か
な
い
。

　
㊨
　
そ
の
ほ
か
、
明
ら
か
な
誤
り
と
思
わ
れ
る
個
所
が
、
若
干
あ
る
。
例
え
ぽ
、
川
越
に
対
す
る
内
乱
罪
の
量
刑
の
　
「
重
禁
銅
」
は
『
軽
禁

　
　
鋼
』
の
誤
り
で
あ
り
．
ま
た
、
石
渡
他
三
名
に
対
す
る
「
重
禁
鋼
二
年
六
月
』
は
、
「
懲
役
二
年
半
』
の
誤
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
前
掲

　
　
の
表
に
．
私
の
註
記
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
た
ご
と
く
、
芹
沢
「
意
見
書
」
に
は
、
法
律
技
術
的
に
み
て
、
か
な
り
の
問
題
点
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
士
族
出
身
で
、
法
律
学
的
素

養
も
十
分
と
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
裁
判
官
が
、
旧
刑
法
の
施
行
を
む
か
え
、
そ
の
運
用
に
不
手
際
を
示
し
た
と
し
て
も
、
蓋

し
止
む
を
え
な
か
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
．
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
こ
の
「
意
見
書
』
の
全
般
的
傾
向
を
み
る
に
、
被
告
側
に
か
な
り
有

利
に
事
実
を
認
定
し
．
且
つ
法
律
を
操
作
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
ぎ
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。
芹
沢
判
事
の
態
度
に
は
、
す
く
な
く
と
も
国
事
犯

な
る
が
故
に
、
と
く
に
厳
重
に
弾
圧
せ
ん
と
す
る
よ
う
な
様
子
は
、
全
く
み
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
坦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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｝
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さ
て
、
芹
沢
判
事
の
上
申
に
接
し
た
司
法
省
は
、
第
四
局
に
お
い
て
、
太
政
官
へ
の
伺
い
の
案
文
を
作
成
、
鎌
田
局
長
よ
り
司
法
卿
に
票
議

し
、
八
月
四
日
、
そ
の
決
裁
を
う
け
た
。
そ
の
伺
い
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
芹
沢
判
事
の
意
見
を
そ
の
ま
ま
採
り
い
れ
た
も
の

で
あ
つ
た
。



　
　
　
　
秋
田
県
下
或
志
会
ノ
者
犯
罪
処
断
ノ
件
二
付
上
奏

秋
田
県
下
立
志
会
中
ノ
者
柴
田
浅
五
郎
以
下
犯
罪
事
件
響
二
伺
ヲ
経
秋
田
裁
判
所
昌
於
テ
審
理
致
サ
セ
候
処
今
般
秋
田
始
審
裁
判
所
長
芹
沢
政
温
ヨ
リ
別
紙
ノ
通

具
状
候
処
右
ハ
明
治
十
四
年
中
ノ
犯
罪
昌
付
同
年
八
十
二
号
布
告
（
本
稿
二
一
頁
参
照
）
晶
依
ル
ヘ
キ
者
昌
有
之
因
テ
国
事
犯
ノ
廉
ハ
伺
定
ノ
上
刑
名
ヲ
相
定
可

申
筈
轟
候
処
本
件
犯
罪
人
ハ
国
事
犯
ト
常
事
犯
ト
並
発
セ
シ
者
畠
シ
テ
敦
レ
モ
常
事
犯
ノ
罪
重
ク
有
之
候
二
付
国
事
犯
ハ
旧
手
続
昌
依
リ
伺
定
ノ
上
処
刑
セ
ラ
レ

タ
ル
者
ノ
先
例
昌
比
ス
ル
モ
之
ヲ
刑
法
晶
照
ス
モ
軽
重
ノ
差
有
之
間
敷
故
二
到
底
常
時
犯
ノ
重
一
一
従
ヒ
処
分
ス
ヘ
キ
者
二
付
秋
田
裁
判
所
長
芹
沢
政
温
具
申
ノ
通

国
事
犯
ハ
刑
法
昌
照
シ
其
軽
キ
ヲ
以
テ
U
ノ
重
キ
強
盗
罪
ヲ
科
シ
可
然
哉
此
段
相
伺
候
也

　
　
明
治
十
五
年
八
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
司
法
卿
　
大
　
木
　
喬
　
任

　
　
　
太
政
大
臣
　
三
　
条
　
実
　
美
殿

　
と
こ
ろ
が
、

け
た
。

こ
の
伺
い
の
提
出
後
、
約
一
ヵ
月
を
経
た
九
月
に
い
た
り
、
司
法
省
は
太
政
官
に
要
請
し
て
、
次
の
ご
と
く
伺
書
の
差
戻
し
を
う

本
年
八
月
十
日
附
ヲ
以
秋
田
県
下
立
志
会
中
之
者
柴
田
浅
五
郎
犯
罪
処
分
方
昌
付
司
法
卿
ヨ
リ
相
伺
候
処
当
省
都
合
有
之
候
条
一
先
御
下
戻
相
成
様
取
斗
有
之
度

此
段
及
御
照
会
候
也

　
　
明
治
十
五
年
九
月
八
日

　
　
　
内
閣
書
記
官

　
　
　
　
　
　
　
　
御
中

司
法
書
記
官

本
文
御
照
会
ノ
趣
昌
依
リ
書
類
悉
皆
及
御
返
付
候
也

　
　
明
治
十
五
年
九
月
十
一
日

　
　
　
秋
田
事
件
裁
判
考

内
閣
書
記
官

三
五
　
　
　
　
（
三
班
》



　
　
　
秋
田
事
件
裁
判
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
　
　
　
　
（
三
六
》

　
　
　
司
法
書
記
官

　
　
　
　
　
　
　
　
御
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
へ
　
　
る
　
　
じ
　
　
う

　
太
政
官
へ
の
伺
い
の
や
り
な
お
し
で
あ
る
。
な
ぜ
そ
う
し
た
措
置
が
採
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
．
つ
づ
い
て
通
達
さ
れ
た

司
法
卿
の
芹
沢
判
事
宛
内
訓
．
さ
ら
に
そ
の
内
訓
を
求
め
た
鎌
田
第
四
局
長
の
司
法
卿
宛
稟
議
書
な
ど
に
よ
つ
て
、
そ
の
大
要
は
推
察
で
き
る
。

　
　
　
　
鎌
田
局
長
裏
議
書
　
　
　
　
明
治
十
五
年
九
月
十
三
日

　
　
　
別
紙
秋
田
裁
判
所
長
判
事
芹
沢
政
温
上
申
ハ
秋
田
県
下
立
志
社
会
員
柴
田
浅
五
郎
外
十
六
名
犯
罪
処
断
ノ
件
昌
係
ル

右
ハ
一
旦
太
政
官
へ
上
申
ノ
末
御
販
戻
相
成
再
応
取
調
ヲ
ナ
サ
シ
ム
可
キ
高
命
ア
リ
タ
ル
モ
其
取
調
ヲ
要
ス
ル
ハ
柴
田
浅
五
郎
外
三
名
昌
シ
テ
石
渡
運
助
外
十
三

名
ハ
別
段
取
調
ヲ
要
ス
可
キ
廉
無
之
然
ル
ニ
拘
留
空
シ
ク
日
ヲ
送
ラ
シ
ム
ル
ハ
不
都
合
ナ
ル
ニ
付
右
浅
五
郎
外
三
名
ノ
者
二
拘
ハ
ラ
ス
引
離
シ
テ
直
二
上
申
セ
シ

メ
速
昌
判
決
有
之
可
然
考
量
侯
因
テ
左
ノ
通
リ
内
訓
相
成
可
然
哉
仰
高
裁

　
　
　
　
内
　
　
　
訓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
始
審
裁
判
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
事
　
　
芹
　
沢
政
　
温

　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
》

柴
田
浅
五
郎
外
十
六
名
犯
罪
処
断
ノ
儀
昌
付
上
申
ノ
趣
柴
田
浅
五
郎
ハ
殺
害
ヲ
教
唆
シ
舘
友
蔵
川
越
庫
吉
柏
木
第
六
ノ
三
名
ハ
持
兇
器
強
盗
人
ヲ
殺
シ
タ
ル
者
ノ

如
ク
相
見
候
昌
付
尚
又
篤
ト
取
調
ノ
上
更
二
上
申
ス
可
シ
石
渡
運
助
外
十
三
名
ハ
別
段
取
調
ヲ
要
ス
ル
廉
無
之
ヲ
以
テ
右
四
名
ノ
者
二
拘
ハ
ラ
ス
引
離
シ
テ
直
昌

上
申
ス
ル
儀
ト
心
得
可
シ
右
及
内
訓
候
事

　
　
明
治
十
五
年
九
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
司
法
卿
　
大
木
喬
任

こ
れ
に
よ
つ
て
み
％
と
、
司
法
省
伺
の
「
取
戻
』

は
　　■

司
法
卿
の
『
高
命
』
に
よ
る
も
の
で
あ
り
．
そ
の
理
由
は
．
柴
田
等
四
名
に
つ
い
て



『
尚
又
篤
ト
取
調
』
亀
ぜ
る
た
め
で
あ
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
先
ぎ
に
の
べ
た
芹
沢
判
事
の
事
実
認
定
に
、
司
法
卿
が
異
議
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
全
く
司
法
卿
の
自
発
的
意
思
の
み
に
よ
つ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
太
政
官
か
ら
非
公
式
な
意
思
表
示
を
う
け
て
そ
う
し
た
の
か
、
そ
の
辺
の

真
相
は
残
念
な
が
ら
わ
か
ら
な
い
。

　
柴
田
等
四
名
の
再
調
を
芹
沢
判
事
に
命
じ
た
司
法
省
は
、
石
渡
等
十
四
名
の
処
断
を
分
離
し
て
、
ふ
た
た
び
太
政
官
へ
次
の
ご
と
く
伺
い
出

た
．　

　
　
　
秋
田
県
下
立
志
会
員
犯
罪
処
断
ノ
件
昌
付
伺

秋
田
県
下
立
志
会
員
柴
田
浅
五
郎
以
下
犯
罪
事
件
嚢
二
伺
ヲ
経
秋
田
裁
判
所
二
於
テ
審
理
致
サ
セ
候
処
今
般
秋
田
始
審
裁
判
所
長
判
事
芹
沢
政
温
ヨ
リ
別
紙
ノ
通

具
状
候
処
右
ハ
明
治
十
四
年
中
ノ
犯
罪
二
係
ル
ヲ
以
テ
国
事
犯
ノ
廉
ハ
伺
定
ノ
上
刑
名
ヲ
定
ム
可
キ
者
昌
有
之
然
ル
昌
共
犯
人
ノ
内
石
渡
運
助
外
十
三
名
ハ
最
早

取
調
相
済
候
得
共
柴
田
浅
五
郎
舘
友
蔵
川
越
庫
吉
柏
木
第
六
ノ
四
名
ハ
常
事
犯
ノ
廉
未
タ
審
理
ヲ
尽
サ
・
ル
所
有
之
二
付
未
タ
処
断
ヲ
為
シ
難
ク
此
力
為
メ
ニ
石

渡
運
助
外
十
三
名
ノ
処
断
ヲ
相
延
ス
ト
キ
ハ
此
後
空
ク
未
決
中
ノ
拘
留
ヲ
長
ク
シ
不
都
合
ナ
ル
ニ
付
先
以
石
渡
運
助
外
十
三
名
ハ
別
紙
芹
沢
判
事
ヨ
リ
差
出
シ
タ

ル
断
罪
意
見
書
ノ
通
処
断
致
度
此
段
相
伺
候
也

　
　
明
治
十
置
年
九
月
廿
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
司
法
卿
　
大
　
木
　
喬
　
任

　
　
　
太
政
大
臣
　
三
　
条
　
実
　
美
殿

　
　
　
　
追
テ
柴
田
浅
五
郎
外
三
名
ハ
審
理
済
ノ
上
更
二
可
相
伺
筈
晶
候
事

し
か
し
．
こ
の
伺
い
は
二
ヵ
月
を
経
て
、
次
の
ご
と
く
太
政
官
に
よ
つ
て
拒
絶
さ
れ
た
。

　
　
　
　
太
政
官
指
令

伺
ノ
趣
国
事
犯
ノ
罪
新
旧
法
ヲ
比
照
ス
ヘ
キ
ニ
付
相
当
ノ
刑
期
取
調
更
昌
可
伺
出
事

　
　
明
治
十
五
年
十
二
月
四
圓

　
　
　
秋
田
事
件
裁
判
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
　
　
　
（
三
七
》



　
　
　
秋
田
事
件
裁
判
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
　
　
　
（
三
八
）

　
芹
沢
判
事
の
断
罪
意
見
書
は
．
国
事
犯
の
量
刑
に
つ
い
て
旧
刑
法
の
み
に
準
拠
し
、
旧
刑
法
施
行
前
の
慣
習
法
に
よ
る
量
刑
を
定
め
ず
、
そ
れ

が
た
め
『
新
佃
ノ
法
」
の
「
比
照
』
が
な
さ
れ
て
い
な
い
欠
陥
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
前
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
う
し
た
法

律
適
用
上
の
欠
点
が
．
太
政
官
に
よ
つ
て
指
摘
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
》

　
こ
の
指
令
を
う
け
た
司
法
省
は
．
早
速
、
従
来
の
判
決
例
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
し
て
十
二
月
十
九
日
、
み
た
び
太
政
官
に
伺
い
出

た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
秋
田
県
下
立
志
会
員
犯
罪
処
断
ノ
件
一
刷
付
再
伺

　
秋
田
県
下
立
志
会
員
柴
田
浅
五
郎
ノ
連
累
石
渡
運
助
以
下
数
名
処
断
ノ
儀
去
ル
四
圓
御
指
令
ノ
旨
二
従
ヒ
国
事
犯
従
来
ノ
処
断
例
ヲ
調
査
候
処
右
処
断
例
昌
照
セ

　
ハ
藤
井
善
松
ハ
禁
獄
五
年
西
田
忠
五
郎
ハ
禁
獄
三
年
石
渡
運
助
莫
余
十
一
名
ハ
禁
獄
二
年
ニ
テ
相
当
ト
考
量
候
何
分
ノ
御
詮
議
ヲ
以
テ
右
ノ
如
ク
御
裁
可
相
成
候

　
二
於
テ
ハ
敦
レ
モ
新
法
ノ
刑
軽
キ
昌
ヨ
リ
秋
田
始
審
裁
判
所
長
判
事
芹
沢
政
温
意
見
ノ
通
処
断
為
致
度
候
二
付
速
カ
ニ
何
分
ノ
御
裁
令
有
之
度
候
也

　
　
　
明
治
十
五
年
十
二
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
司
法
卿
　
大
　
木
　
喬
　
任

　
　
　
　
太
政
大
臣
　
三
　
条
実
　
美
殿

　
　
　
　
　
追
テ
裁
判
言
渡
書
昌
ハ
旧
法
ノ
刑
名
ヲ
モ
記
載
可
為
致
候
事

　
こ
れ
に
対
し
て
太
政
官
は
、
翌
十
六
年
二
月
七
日
、
「
伺
之
通
」
の
指
令
を
発
し
た
。
事
件
発
生
以
来
、
　
一
年
八
ヵ
月
に
し
て
よ
う
や
く
石
渡

等
十
四
名
の
処
刑
が
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
決
定
は
．
司
法
卿
よ
り
次
の
ご
と
く
秋
田
始
審
裁
判
所
へ
通
達
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
始
審
裁
判
所

　
秋
田
県
下
立
志
会
員
柴
田
浅
五
郎
ノ
連
累
石
渡
運
助
以
下
十
三
名
処
断
ノ
儀
太
政
官
へ
及
上
申
候
処
別
紙
ノ
通
御
裁
令
相
成
候
二
付
裁
判
言
渡
書
晶
ハ
比
較
ス
可

　
キ
旧
法
ノ
刑
名
ヲ
モ
記
載
シ
速
二
可
致
処
断
此
旨
相
達
候
事

　
　
　
明
治
十
六
年
二
月
廿
六
日



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
司
法
卿
　
大
木
喬
任

　
そ
し
て
三
月
十
日
．
秋
田
始
審
裁
判
所
（
秋
田
軽
罪
裁
判
所
）
に
お
い
て
．
判
決
が
言
渡
さ
れ
た
。
石
渡
運
助
他
三
名
の
「
重
禁
鋼
二
年
六
月
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

が
「
懲
役
二
年
半
』
と
訂
正
さ
れ
た
以
外
は
．
す
べ
て
芹
沢
判
事
の
断
罪
意
見
書
の
通
り
で
あ
る
。

　
こ
れ
よ
り
先
．
十
五
年
十
月
二
十
七
日
、
関
係
者
に
し
て
逃
亡
中
の
橋
本
熊
五
郎
が
、
秋
田
県
警
察
本
署
に
自
首
し
た
。
こ
の
審
理
も
、
秋
田

事
件
の
一
部
と
み
な
し
、
治
罪
法
に
よ
ら
ず
し
て
秋
田
始
審
裁
判
所
で
行
わ
れ
、
十
六
年
五
月
四
日
．
芹
沢
判
事
か
ら
司
法
卿
に
断
罪
意
見
書
が

提
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
も
と
づ
き
司
法
省
は
五
月
十
五
日
、
太
政
官
に
伺
い
を
提
出
、
六
月
二
十
一
日
、
『
伺
之
通
」
の
指
令
を
得
．
翌
二
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

日
．
そ
の
旨
を
芹
沢
判
事
に
通
達
、
六
月
二
十
七
日
、
秋
田
始
審
裁
判
所
に
て
刑
の
言
渡
が
行
わ
れ
た
。
懲
役
二
年
半
で
あ
る
。

　
さ
て
、
残
る
の
は
柴
田
等
四
名
の
断
罪
で
あ
る
。
前
述
の
十
五
年
九
月
の
内
訓
が
発
せ
ら
れ
て
か
ら
、
荏
菖
と
し
て
十
ヵ
月
の
歳
月
が
経
過
し

た
。
そ
し
て
．
よ
う
や
く
十
六
年
七
月
二
日
、
芹
沢
判
事
は
、
次
の
よ
う
に
上
申
し
た
。

　
　
　
　
　
柴
田
浅
五
郎
外
三
名
犯
罪
処
断
ノ
儀
昌
付
具
申

　
明
治
十
四
年
六
月
中
秋
田
県
下
立
志
社
ノ
者
共
暴
挙
昌
及
ヒ
タ
ル
事
件
昌
付
テ
ハ
夫
々
御
達
ノ
旨
昌
従
ヒ
其
国
事
犯
ト
見
込
候
柴
田
浅
五
郎
外
十
七
名
犯
罪
処
断

　
ノ
儀
明
治
十
匠
年
七
月
十
四
日
委
詳
上
申
昌
及
ヒ
候
処
右
犯
罪
者
ノ
内
柴
田
浅
五
郎
外
三
名
ハ
御
内
示
ノ
趣
モ
有
之
候
二
依
リ
勿
ホ
取
調
候
処
別
冊
意
見
ノ
通
処

　
断
相
成
候
テ
可
然
モ
ノ
ト
見
込
候
条
更
二
此
段
具
申
候
也

　
但
本
文
ノ
通
具
申
候
二
付
テ
ハ
曽
テ
御
下
付
ヲ
請
ヒ
候
右
一
件
書
類
更
二
御
還
付
及
候
尤
モ
柴
田
浅
五
郎
外
三
名
ノ
者
処
断
ノ
儀
御
達
ノ
際
ハ
猶
亦
御
下
付
有
之

　
度
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
始
審
裁
判
所
長

　
　
　
明
治
十
六
年
七
月
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
事
　
芹
　
沢
　
政
　
温

　
　
　
　
司
法
卿
　
大
　
木
　
喬
任
殿

　
　
こ
の
上
申
書
に
よ
る
と
、
「
柴
田
浅
五
郎
外
三
名
ハ
御
内
示
ノ
趣
モ
有
之
候
二
依
リ
価
ホ
取
調
候
」
と
あ
る
。
し
か
し
．
司
法
省
の
内
訓
を
う

　
　
　
　
秋
田
事
件
裁
判
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
　
　
　
｛
三
九
）



　
　
　
秋
田
事
件
裁
判
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
　
　
　
（
四
〇
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
へ
　
　
う
　
　
り
　
　
う

け
た
秋
田
始
審
裁
判
所
が
．
柴
凪
等
四
名
に
つ
い
て
公
判
の
や
り
な
お
し
を
行
つ
た
記
録
は
残
つ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
被
告
達
に
対
す
る
再
訊

問
．
再
取
調
は
行
わ
ず
．
芹
沢
判
事
自
身
が
、
自
己
の
事
実
認
定
を
変
更
し
た
に
す
ぎ
な
か
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
身
分
の
保
証
の
な
い
芹
沢

判
事
の
立
場
を
考
え
る
と
、
た
と
え
ど
ん
な
に
不
本
意
で
あ
つ
た
に
も
せ
よ
、
司
法
卿
の
内
訓
を
5
け
た
以
上
は
、
そ
れ
を
全
面
的
に
拒
否
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
つ
た
に
ち
が
い
な
い
。
い
つ
て
み
れ
ば
、
内
訓
よ
り
再
上
申
ま
で
の
十
ヵ
月
間
は
、
芹
沢
判
事
に
取
つ
て
．
自
己
の
心
証
と

内
訓
と
の
板
ば
さ
み
に
た
つ
た
苦
悶
の
期
間
で
あ
つ
た
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
．
こ
の
上
申
に
添
附
さ
れ
た
『
意
見
書
」
は
、
か
つ
て
一
年
前
、
同
じ
く
芹
沢
判
事
に
よ
つ
て
提
出
さ
れ
た
「
意
見
書
』
を
．
ど
の

よ
う
に
変
更
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
、
そ
の
異
同
を
掲
げ
れ
ば
．
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
e
　
ま
ず
、
柴
田
に
つ
い
て
み
る
と
、
司
法
卿
の
内
訓
が
、
そ
の
「
強
盗
殺
人
教
唆
」
を
示
唆
し
て
い
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
こ
の
内
訓
に

　
　
も
か
か
わ
ら
ず
．
芹
沢
の
「
意
見
書
」
は
、
前
に
提
出
し
た
も
の
と
ほ
と
ん
ど
変
つ
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
異
な
る
点
は
、
内
乱
罪
に
関
す

　
　
る
旧
法
の
量
刑
を
「
禁
獄
十
年
」
と
定
め
た
こ
と
．
お
よ
び
藤
原
宅
強
盗
教
唆
に
関
す
る
旧
法
の
適
用
条
文
を
、
強
盗
律
に
よ
る
「
懲
役
終

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ド
ヌ
シ

　
　
身
』
か
ら
「
盗
賊
窩
主
』
（
新
律
綱
領
）
の
「
凡
強
盗
ノ
窩
主
。
…
…
若
シ
同
ク
行
ハ
ス
。
又
臓
ヲ
分
タ
サ
ル
者
ハ
。
徒
二
年
」
に
変
更
し
た

　
　
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
部
分
の
新
法
の
適
用
は
．
従
前
同
様
に
．
強
盗
未
遂
の
教
唆
で
あ
る
（
こ
の
点
に
問
題
が
あ
る
こ
と
は
、
前
に
述
べ
た
。
本
稿

　
　
三
四
頁
参
照
）
。
こ
の
教
唆
に
関
す
る
法
律
の
適
用
は
、
新
旧
両
法
共
に
．
疑
問
の
余
地
が
多
い
が
．
こ
こ
で
重
視
す
べ
き
は
そ
の
点
で
は
な

　
　
く
、
芹
沢
判
事
が
司
法
卿
の
内
訓
を
敢
然
と
し
て
拒
否
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
内
訓
の
企
図
は
．
噛
事
件
の
首
謀
者
柴
田
を
「
強
盗
殺
人
教

　
　
　
　
　
　
　
℃
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

　
　
唆
』
と
し
て
よ
り
重
く
所
罰
せ
ん
と
す
る
に
あ
つ
た
。
身
分
の
低
い
一
支
庁
の
判
事
が
、
司
法
卿
の
内
訓
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
、
余
程
の
勇

　
　
気
を
必
要
と
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
英
断
は
、
十
分
賞
讃
に
価
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
⇔
　
舘
、
川
越
．
柏
木
の
三
名
に
関
し
て
は
．
事
実
の
認
定
並
に
量
刑
に
つ
い
て
．
か
な
り
変
更
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
藤
原
宅
の
強
盗
事
件

　
　
に
つ
い
て
み
る
蕪
い
ず
れ
も
「
強
盗
殺
人
』
と
断
定
し
た
が
、
同
時
に
「
酌
量
減
軽
」
を
行
つ
て
、
死
刑
を
免
か
れ
し
め
て
い
る
。
ま
た



舘
の
須
藤
宅
強
塾
件
に
つ
い
て
は
、
大
巾
の
「
酌
量
減
軽
」
を
行
つ
て
い
る
。
法
律
の
適
用
の
面
か
ら
い
え
ば
、
前
の
意
見
書
に
比
較
し

　
て
、
こ
の
方
が
は
る
か
に
筋
が
通
つ
て
い
る
。
こ
う
し
た
変
更
の
結
果
．
最
終
的
な
量
刑
は
．
前
の
意
見
書
の
「
有
期
徒
刑
十
三
年
」
よ

　
り
も
一
段
重
く
な
つ
て
「
無
期
徒
刑
』
と
な
つ
た
。
こ
の
三
名
に
つ
い
て
は
．
司
法
卿
の
内
訓
が
、
す
く
な
く
と
も
事
実
認
定
の
点
で
は
．

　
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

㊧
　
数
罪
倶
発
の
場
合
の
新
旧
二
法
比
照
の
方
法
に
．
二
つ
の
措
置
が
あ
る
こ
と
は
．
前
に
述
べ
た
（
本
稿
…
責
参
照
）
。
こ
の
『
意
見
書
』
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
22
）

　
は
．
前
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
私
の
い
う
「
第
一
の
方
法
』
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
以
前
に
行
わ
れ
た
石
渡
運
助
他
三
名
の
数
罪
倶
発
の
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
23
》

　
決
に
お
い
て
は
、
「
第
二
の
方
法
」
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
か
ぎ
り
．
芹
沢
判
事
の
思
考
上
の
混

　
乱
は
依
然
と
し
て
つ
づ
い
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
こ
の
「
意
見
書
』
に
み
ら
れ
る
法
律
の
適
用
と
、
量
刑
を
被
告
別
に
表
記
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
罪
種

氏
　
名
新
旧
嘱
厳

内
　
　
乱
　
　
陰
　
　
謀

藤
原
宅
強
盗
殺
人

須
　
藤
　
宅
　
強
　
盗

O

適
用
条
文

量
　
　
　
刑

適
用
条
文

量
　
　
　
刑

適
用
条
文

量
　
　
　
刑

二
罪
以
上
倶

発
．
重
き
に

従
う

新
旧
比
照
の

結
果
．
軽
き

に
従
う

　
　
　
　
　
　

柴
田
浅
五
郎

新
　
　
法

（
旧
刑
法
）

一
二
匠
ー

ニ
コ
ー

八
九
九
〇

重
禁
獄

一
〇
五

三
七
八

三
七
九

二
二
二
三

賊
盗
律
盗
賊

窩
主
条
第
一

項
若
シ
同
ク

行
ハ
ス
又
ハ

賊
ヲ
分
ダ
サ

ル
者

重
懲
役

重
懲
役

禁
獄
十
年

旧
　
　
　
法

（
騨
獺
）

禁
獄
十
年

徒
　
二
　
年

禁
獄
十
年

秋
田
事
件
裁
判
考

四
榊

（
四
一
）



秋
田
事
件
裁
判
考

四
一
一

（
四
二
）

新
　
　
　
法

（
同
　
　
前
）

一
二
五

一
二
一
H

八
九
九
〇
六
九

軽
禁
鋸
三
年

三
八
O

　
八
九

　
九
〇

無
期
徒
刑

三
七
八

三
七
九
聾

有
期
徒
刑

無
期
徒
刑

舘
　
　
友
　
蔵

旧
　
　
　
法

（
同
　
　
前
）

禁
獄
三
年

明
治
十
年
第

二
五
号
布
告

改
正
強
盗
律

同
七
年
第
一

三
四
号
布
告

で
一
等
減

懲
役
終
身

明
治
十
年
第

二
五
号
布
告

改
正
強
盗
律

局
七
年
第
一

三
四
号
布
告

で
五
等
減

懲
役
二
年
半

懲
役
終
身

無
期
後
刑

ー
ー
『
ー
塵
臣
　
　
　
｝
｝
I
　
i
　
　
I

新
　
　
　
法

（
同
　
　
前
）

ξ
i
『
ー
＝
8
ー
｝
『
ー
『
！
　
ー
E
－
1
2
ξ
セ
　
　
ー
i
［
し

　
　
　
一
二
五

　
　
　
＝
コ
H

　
　
　
　
八
九

　
　
　
　
九
〇

　
　
　
　
六
九

　
　
』

軽
禁
鋼
三
年

三
八
0

　
八
九

　
九
〇

ー
［
　
I
　
　
I
多
　
　
　
　
　
　
　
ー

無
期
徒
刑

I

1

｝

無
期
徒
刑

川
　
越
　
庫
　
吉

旧
　
　
　
法

（
同
　
　
前
）

禁
獄
三
年

　
　
　
1
■
1
晴

明
治
十
年
第

二
五
号
布
告

改
正
強
盗
律

同
七
年
第
一

三
四
号
布
告

で
一
等
減

4
羅
■

懲
役
終
身

ー
［
5
　
　
け
諺
＄

懲
役
終
身

無
期
徒
刑

新
　
　
　
法

（
同
　
　
前
）

一
二
五

＝
コ
W

八
九
九
〇

軽
禁
鋼
一
年

三
月

三
八
0

　
八
九

　
九
〇

無
期
徒
刑

無
期
徒
刑

柏
木
第
　
六

旧
　
　
　
法

（
同
　
　
前
）

禁
獄
二
年

明
治
十
年
第

二
五
号
布
告

改
正
強
盗
律

同
七
年
第
一

三
四
号
布
告

で
一
等
減

懲
役
終
身

懲
役
終
身

無
期
徒
刑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

芹
沢
判
事
の
上
申
襲
し
た
司
法
省
で
は
、
第
四
局
に
お
い
て
太
政
官
へ
の
伺
案
が
作
成
さ
れ
、
局
長
名
村
泰
蔵
（
司
法
大
書
記
官
）

か
ら
大
木



司
法
卿
に
提
出
、
七
雇
一
．
一
十
六
日
．
そ
の
決
裁
を
う
け
た
．
司
法
省
は
．
芹
沢
判
事
の
意
見
書
駕
ぞ
の
ま
ま
上
奏
し
、
判
決
言
渡
の
許
し
を
も
と

め
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
前
に
述
べ
た
ご
と
く
．
芹
沢
『
意
見
書
」
に
は
、
法
律
適
用
上
の
問
題
点
を
い
く
つ
か
ふ
く
ん
で
い
た
。
司
法
省
第
四

局
が
．
も
し
も
克
明
に
そ
の
内
容
を
調
査
す
れ
ぽ
．
そ
れ
ら
は
当
然
に
発
見
さ
れ
た
筈
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
．
司
法
省
に
お
い
て
、

そ
れ
ら
が
全
く
問
題
と
さ
れ
な
か
つ
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
．
当
時
の
司
法
省
が
と
く
に
関
心
を
も
つ
た
の
は
．
国
事
犯
犯
人
の
最

終
的
量
刑
で
あ
り
、
そ
れ
を
ひ
き
だ
す
過
程
に
お
け
る
細
か
い
法
律
技
術
上
の
問
題
は
、
ほ
と
ん
ど
顧
慮
し
な
か
つ
た
た
め
で
あ
つ
た
と
、
私
は

考
え
る
。

　
と
こ
ろ
が
．
こ
の
司
法
省
伺
い
は
、
そ
の
提
出
が
延
々
六
ヵ
月
間
も
お
く
れ
．
よ
う
や
く
翌
十
七
年
の
は
じ
め
に
な
つ
て
．
次
の
ご
と
く
上
奏

さ
れ
た
。

　
　
　
　
秋
田
県
下
立
志
会
員
犯
罪
処
断
ノ
件
昌
付
上
奏

　
秋
田
県
下
立
志
会
員
柴
田
浅
五
郎
以
下
犯
罪
事
件
糖
二
伺
ヲ
経
テ
秋
田
裁
判
所
二
於
テ
審
理
致
サ
セ
候
処
今
般
秋
田
始
審
裁
判
所
長
芹
沢
政
温
ヨ
リ
別
紙
ノ
通
具

　
状
候
右
ハ
去
ル
十
五
年
十
二
月
四
日
御
裁
令
ノ
旨
昌
従
ヒ
函
事
二
関
ス
ル
犯
罪
モ
新
旧
法
ヲ
比
照
シ
刑
名
ヲ
擬
定
シ
タ
ル
者
昌
候
条
何
分
ノ
御
詮
議
ヲ
以
テ
該
判

　
事
意
見
書
ノ
通
御
裁
令
相
成
可
ク
昌
於
テ
ハ
速
二
処
断
致
サ
セ
可
申
二
付
此
段
相
伺
候
也

　
　
　
　
　
明
治
十
七
年
一
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
司
法
卿
　
山
　
田
　
顕
　
義

　
　
　
太
政
大
臣
　
三
　
条
　
実
　
美
殿

伺
い
が
遅
れ
て
い
る
間
に
、
十
六
年
十
二
月
十
二
日
、
司
法
卿
は
大
木
か
ら
山
田
へ
変
つ
て
い
た
。
こ
こ
で
、
こ
の
伺
い
が
と
く
に
遅
延
し
た

理
由
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
私
は
、
そ
の
原
因
は
．
福
島
事
件
と
高
田
事
件
の
裁
判
に
あ
つ
た
と
推
定
す
る
。
両
国
事
犯
事
件
は
、
い

ず
れ
も
明
治
十
五
年
の
刑
法
、
治
罪
法
施
行
後
に
発
生
し
た
の
で
、
そ
の
裁
判
は
高
等
法
院
の
所
管
と
な
り
、
十
六
年
七
月
当
時
、
い
ず
れ
も
裁

　
　
　
秋
田
事
件
裁
判
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
　
　
　
（
四
三
）



　
　
　
秋
田
事
件
裁
判
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
　
　
　
　
（
四
四
》

判
進
行
中
で
あ
つ
た
。
従
前
の
国
事
犯
事
件
と
は
異
な
り
．
高
等
法
院
の
裁
判
で
あ
つ
た
か
ら
、
審
理
の
途
中
に
お
い
て
は
．
量
刑
の
予
定
も
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

確
に
は
司
法
省
に
わ
か
つ
て
い
な
か
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
司
法
省
と
し
て
は
、
そ
の
事
件
内
容
の
類
似
性
か
ら
、
両
事
件
の
量
刑
と
．
秋
田

事
件
の
そ
れ
と
の
均
衡
に
、
特
別
の
関
心
を
は
ら
う
必
要
が
あ
つ
た
に
ち
が
い
な
い
。
福
島
事
件
の
判
決
は
、
九
月
一
日
に
言
渡
さ
れ
た
。
河
野

広
中
が
軽
禁
獄
七
年
、
花
香
恭
次
郎
他
四
名
は
軽
禁
獄
六
年
で
あ
る
。
さ
ら
に
十
二
月
十
七
日
、
高
田
事
件
の
判
決
も
行
わ
れ
た
。
赤
井
景
紹
は

重
禁
獄
九
年
で
あ
る
。
こ
れ
を
芹
沢
判
事
の
上
申
し
た
秋
田
事
件
の
量
刑
と
比
較
す
る
と
、
大
体
に
お
い
て
均
衡
を
え
て
い
る
。
否
．
柴
田
だ
け

に
つ
い
て
み
れ
ば
ー
ー
強
盗
事
件
が
か
ら
ん
だ
他
の
三
名
は
一
応
別
と
し
て
ー
む
し
ろ
多
少
重
か
つ
た
と
も
い
え
る
。
こ
の
均
衡
を
み
て
．
司

法
省
は
よ
う
や
く
秋
田
事
件
の
伺
書
提
出
に
ふ
み
き
つ
た
も
の
と
私
は
考
え
た
い
。
私
の
こ
の
推
定
が
正
し
け
れ
ば
、
六
ヵ
月
の
遅
延
は
、
司
法

省
が
福
島
、
高
田
両
事
件
の
「
判
決
待
ち
」
を
し
て
い
た
期
間
で
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
。

　
二
月
二
十
三
日
、
太
政
官
は
「
伺
之
通
』
の
指
令
を
発
し
た
。
こ
の
決
定
は
直
ち
に
司
法
省
か
ら
秋
田
始
審
裁
判
所
へ
．
次
の
ご
と
く
通
達
さ

れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
始
審
裁
判
所

　
秋
田
県
下
立
志
会
員
柴
田
浅
五
郎
外
三
名
犯
罪
処
分
ノ
義
太
政
官
へ
及
上
申
候
処
別
紙
ノ
通
御
裁
令
相
成
候
二
付
速
二
可
致
処
断
此
旨
相
達
候
事

　
　
　
明
治
十
七
年
二
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
司
法
卿
　
山
　
田
　
顕
　
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

　
か
く
し
て
三
月
七
日
．
秋
田
始
審
裁
判
所
は
．
柴
田
他
三
名
に
対
す
る
刑
の
言
渡
を
行
つ
た
の
で
あ
る
。
判
決
文
の
内
容
は
、
十
六
隼
七
月
二

日
の
芹
沢
『
意
見
書
」
を
簡
略
化
し
、
判
決
態
に
書
き
改
め
た
も
の
で
、
そ
の
主
旨
は
い
さ
さ
か
も
変
つ
て
い
な
い
。
事
件
発
生
以
来
、
年
を
閲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

す
る
こ
と
二
年
九
ヵ
月
、
秋
田
事
件
の
裁
判
も
、
こ
こ
に
よ
う
や
く
そ
の
大
詰
を
む
か
え
た
の
で
あ
つ
た
。

　
（
1
》
　
秋
田
支
庁
に
検
器
渉
置
か
れ
た
十
四
年
八
月
二
十
二
日
．
司
法
省
か
ら
秋
田
県
へ
の
達
に
．
検
事
赴
任
｛
ハ
該
支
庁
管
内
司
法
警
察
ノ
事
務
都
テ
右
検
事
ノ
指
揮



　
ヲ
受
ヶ
候
様
云
々
』
繋
あ
る
か
ら
、
検
事
着
任
ま
で
は
．
相
変
ら
ず
警
察
官
が
検
事
の
職
を
代
行
す
べ
き
で
象
た
こ
と
が
わ
か
る
．

（
2
）
　
芹
沢
政
温
は
旧
米
沢
藩
士
．
明
治
維
新
後
．
米
沢
藩
少
参
事
．
置
賜
県
権
参
事
、
上
杉
家
家
扶
な
ど
を
歴
任
、
九
年
二
月
．
愛
知
県
七
等
出
仕
兼
判
事
と
し
て
は
じ

　
め
て
司
法
畑
に
入
り
．
名
古
屋
裁
判
所
岐
阜
支
庁
詰
判
事
を
経
て
、
本
文
で
述
べ
た
ご
と
く
十
四
年
十
月
五
日
．
弘
前
裁
判
所
秋
田
支
庁
詰
判
事
に
転
じ
．
十
五
年
一
月

　
嶋
日
、
治
罪
法
施
行
に
伴
う
裁
判
所
機
構
の
改
革
で
、
秋
田
始
審
裁
判
所
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
後
．
東
京
上
等
裁
判
所
判
事
．
福
井
始
審
裁
判
所
長
、
福
井
地
方
裁

　
判
所
長
等
を
経
て
．
二
十
三
年
の
末
．
大
審
院
判
事
に
昇
進
、
約
十
三
年
間
在
職
し
て
三
十
六
年
の
末
、
司
法
界
か
ら
引
退
し
た
。
時
に
六
十
四
歳
で
あ
つ
た
。
そ
の
後

　
の
消
息
は
明
ら
か
で
な
い
。
彼
は
引
退
の
際
、
司
法
官
生
活
の
回
顧
談
を
行
つ
て
い
る
が
（
「
前
大
審
院
判
事
芹
沢
政
温
氏
を
訪
ふ
』
・
法
律
新
聞
第
一
七
七
号
・
明
治
三

　
十
六
年
十
二
月
十
五
日
）
．
秋
田
事
件
に
つ
い
て
は
全
く
ふ
れ
て
い
な
い
。

（
3
）
　
芹
沢
判
事
の
前
任
者
で
あ
る
正
木
昇
之
助
判
事
は
十
四
年
九
月
（
日
不
詳
）
に
検
事
に
転
じ
て
退
任
し
た
（
前
掲
県
史
・
第
四
冊
・
五
〇
五
頁
）
．
芹
沢
の
転
任
発

　
令
は
、
本
文
で
述
べ
た
ご
と
く
十
月
五
日
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
秋
田
事
件
の
管
轄
を
示
し
た
太
政
官
指
令
の
二
日
後
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
秋
田
事
件
の
審
理
を
考
慮

　
し
．
と
く
に
芹
沢
判
事
が
抜
擢
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
明
治
九
年
十
二
月
．
三
重
県
飯
野
郡
に
お
こ
つ
た
農
民
の
大
暴
動
事
件
が
、
岐
阜
県
下
、
愛
知
県
下
に
波
及

　
し
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
は
こ
の
事
件
の
裁
判
に
関
係
し
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
．
あ
る
い
は
こ
の
経
験
が
買
わ
れ
て
選
ば
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
な
お
、
『
司
法
沿
革
誌
』
の
秋
田
裁
判
所
（
こ
の
名
称
に
つ
い
て
は
前
款
註
2
・
参
照
）
の
歴
代
『
所
長
」
（
支
庁
の
長
は
、
本
所
畏
の
『
代
理
官
」
と
い
う
の
が
正
し

　
い
）
の
人
名
に
は
．
本
省
保
存
記
録
の
不
備
の
た
め
か
．
正
木
判
事
が
洩
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
た
め
、
十
二
年
八
月
、
深
津
無
一
判
事
が
退
任
し
て
か
ら
芹
沢
判
事
が
発

　
令
さ
れ
る
ま
で
の
約
二
ヵ
年
は
『
所
長
』
が
空
席
と
な
つ
て
い
る
（
前
掲
書
・
八
O
O
頁
）
。
し
か
し
．
秋
田
地
方
裁
判
所
の
保
存
記
録
に
よ
つ
た
と
思
わ
れ
る
前
掲
県

　
史
の
記
事
を
信
ず
べ
き
で
あ
ろ
う
．
十
四
年
八
月
二
日
出
版
お
よ
び
九
月
二
日
出
版
の
両
「
官
員
録
」
を
み
る
に
、
い
ず
れ
も
弘
前
裁
判
所
の
項
に
『
判
事
正
木
昇
之

　
助
』
と
み
え
て
い
る
（
当
時
の
官
員
録
は
．
支
庁
詰
職
員
は
す
べ
て
本
所
の
職
員
に
併
せ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
）
。
県
史
の
記
事
を
う
ら
づ
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
．

（
4
）
　
当
時
、
一
種
の
予
審
制
度
と
い
う
べ
き
『
糾
問
判
事
職
務
仮
規
則
」
（
九
年
四
月
二
十
四
日
司
法
雀
達
第
四
十
七
号
）
が
施
行
さ
れ
て
い
た
か
ら
．
こ
の
公
判
に
先
立

　
ち
．
糺
問
判
事
に
よ
る
取
調
が
行
わ
れ
た
と
い
う
推
測
が
な
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
・
「
府
県
裁
判
所
本
庁
ニ
ハ
糺
問
掛
リ
ヲ
置
ク
ト
難
モ
支
庁
昌
ハ
別
段
譲

　
員
ヲ
置
カ
ス
』
『
糺
問
判
事
ア
ラ
サ
ル
裁
判
所
ハ
当
分
軽
重
罪
二
拘
ハ
ラ
ス
直
二
裁
判
ヲ
求
メ
』
る
措
置
が
採
ら
れ
て
い
た
か
ら
（
『
十
年
三
月
九
日
司
法
省
伺
、
三
月
二

　
十
一
日
太
政
官
指
令
．
前
掲
大
全
・
官
職
門
・
官
制
・
司
法
省
e
・
一
八
二
頁
）
、
秋
田
支
庁
で
は
糺
間
判
事
の
取
調
は
な
か
つ
た
と
考
え
た
い
．

　
　
な
お
、
糺
問
判
事
の
制
の
前
身
と
も
み
ら
れ
る
『
下
調
』
の
制
が
、
八
年
五
月
二
十
四
日
の
『
判
事
職
制
通
則
」
（
太
政
官
布
告
第
九
十
一
号
）
の
中
に
あ
る
．
こ
の

　
制
度
は
十
年
二
月
十
九
日
（
太
政
官
布
告
第
十
九
号
）
ま
で
つ
づ
い
た
．
と
こ
ろ
が
．
こ
の
制
度
の
存
続
中
に
行
わ
れ
た
臨
時
裁
判
所
の
裁
判
で
は
（
例
え
ば
九
年
十
扁

　
月
の
萩
、
福
岡
、
熊
本
な
ど
）
、
『
下
調
』
が
実
施
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
。
国
事
犯
事
件
の
裁
判
は
、
事
件
内
容
の
慎
重
な
審
理
よ
り
も
．
迅
速
に
し
て
且
つ
厳
重
な
処
分

　
と
い
う
面
に
重
点
が
あ
り
．
裁
判
手
続
は
で
き
る
だ
け
簡
略
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
地
方
裁
判
所
本
庁
が
国
事
犯
を
審
理
す
る
場
合
、
糺
問
判
事
が

　
置
か
れ
た
以
後
に
お
い
て
も
そ
の
取
調
は
省
略
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
．
こ
の
点
は
確
証
が
な
い
の
で
将
来
の
研
究
に
待
ち
た
い
。

（
5
）
　
こ
の
裁
判
は
非
公
開
で
あ
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
．
そ
れ
に
し
て
も
秋
田
地
方
に
．
な
に
か
裁
判
の
状
況
に
関
す
る
資
料
が
残
つ
て
い
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
．

秋
田
事
件
裁
判
考

四
五

（
四
五
）



秋
田
事
件
裁
判
考

四
六

（
四
六
》

郷
土
史
家
に
よ
る
今
後
の
探
索
を
期
待
し
た
い
．

（
6
）
　
こ
の
文
書
は
．
残
つ
て
い
な
い
。
そ
れ
が
た
め
．
山
内
平
蔵
外
十
名
の
『
常
事
犯
』
（
お
そ
ら
く
強
盗
罪
と
思
わ
れ
る
》
が
．
何
時
．
ど
の
よ
う
な
刑
を
宣
告
さ
れ

　
た
か
不
明
で
あ
る
。

（
7
V
　
大
木
は
、
田
中
不
二
麿
の
後
任
と
し
て
．
十
四
年
十
月
二
十
一
日
、
司
法
卿
に
就
任
し
た
。

（
8
）
柴
田
の
考
え
に
よ
る
と
『
今
日
ノ
政
法
ニ
ハ
成
文
律
ト
非
文
律
ト
云
フ
モ
ノ
ア
リ
．
非
文
律
ハ
分
県
ニ
シ
テ
成
文
律
ハ
郡
県
ナ
リ
．
合
衆
国
ハ
即
此
分
県
法
ナ
リ
、

其
分
県
法
ハ
従
前
封
建
ノ
如
ク
ナ
レ
ド
モ
、
大
法
令
ハ
大
政
府
ノ
指
揮
二
出
ル
ト
聾
モ
、
大
概
其
分
県
限
リ
ラ
ア
処
置
ス
ベ
キ
モ
ノ
昌
有
之
…
…
政
府
ヲ
顛
覆
シ
．
此
ノ

　
分
県
ヲ
起
シ
、
浅
五
郎
ガ
其
長
ト
ナ
リ
云
々
』
と
あ
る
（
柴
田
警
察
調
書
・
十
四
年
六
月
二
十
五
日
）
。
家
永
博
士
は
、
こ
の
著
想
に
、
植
木
枝
盛
の
土
佐
独
立
論
や
聯

　
邦
制
憲
法
案
の
影
響
を
想
定
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
枝
盛
研
究
。
二
六
七
頁
》
。

（
9
V
　
川
越
の
法
廷
に
お
け
る
陳
述
に
よ
る
と
、
殺
害
者
ぱ
．
高
橋
久
米
吉
、
丹
源
吉
．
佐
藤
石
蔵
、
高
橋
専
治
で
あ
つ
た
と
い
う
（
川
越
法
廷
調
書
・
十
五
年
五
月
二
十

　
九
日
）
．
か
れ
ら
は
．
前
に
も
述
べ
た
ご
と
く
．
い
ず
れ
も
逃
走
中
の
者
で
あ
る
（
本
稿
二
の
註
2
2
・
参
照
）
。
逃
走
中
の
者
に
罪
を
な
す
り
つ
け
た
感
じ
が
し
な
い
で
も

　
な
い
。
醍
醐
村
地
方
の
伝
承
に
よ
る
と
、
殺
害
犯
人
は
柏
木
第
六
で
あ
つ
た
と
い
う
（
佐
々
木
・
前
掲
暴
動
記
・
四
二
頁
）
。

（
1
0
）
　
こ
の
判
例
で
、
大
審
院
は
『
旧
法
ノ
上
一
一
於
テ
数
罪
ヲ
犯
シ
新
法
ノ
下
二
於
テ
新
旧
ノ
法
ヲ
比
照
シ
テ
処
断
ス
可
キ
場
合
ハ
同
性
質
ノ
刑
ヲ
一
罪
毎
二
新
旧
ノ
法
昌

　
比
照
シ
而
シ
テ
後
数
罪
倶
発
一
ノ
重
キ
昌
従
フ
ヘ
キ
者
ニ
シ
テ
旧
法
ノ
刑
昌
就
キ
一
ノ
重
キ
ヲ
定
メ
次
二
新
法
ノ
刑
二
就
キ
一
ノ
重
キ
者
ヲ
定
メ
而
シ
テ
後
旧
法
ノ
重
キ

　
刑
ト
新
法
ノ
重
キ
刑
ト
ヲ
比
照
シ
テ
一
ノ
軽
キ
昌
従
フ
可
キ
者
二
非
サ
ル
ナ
リ
』
と
述
べ
て
い
る
（
「
日
本
刑
法
実
用
』
・
明
治
二
十
一
年
・
五
頁
）
。
私
は
．
こ
の
判
例

　
と
は
異
な
り
．
本
文
で
述
べ
た
第
一
の
方
法
が
、
理
論
的
に
は
正
し
い
と
考
え
る
が
、
本
稿
の
主
題
を
は
な
れ
る
の
で
．
こ
れ
以
上
た
ち
入
ら
な
い
．

（
n
）
　
数
人
共
謀
し
て
持
兇
器
強
盗
を
行
い
．
そ
の
中
の
一
人
が
家
人
を
殺
し
た
た
め
．
全
員
な
に
も
奪
わ
な
い
で
逃
げ
た
事
案
に
、
全
員
を
強
盗
殺
人
罪
に
し
た
大
審
院

　
判
例
（
十
七
年
十
一
月
十
匠
日
）
が
あ
る
（
前
掲
刑
法
実
用
・
九
一
頁
）
。

（
12
）
　
こ
こ
で
は
．
一
応
旧
刑
法
施
行
当
初
の
註
釈
本
に
多
く
み
ら
れ
る
解
釈
に
し
た
が
つ
た
（
織
田
純
一
郎
『
刑
法
註
釈
」
・
明
治
十
三
年
・
一
二
八
頁
以
下
、
中
島
信

　
行
『
刑
法
講
解
』
第
麟
巻
・
明
治
十
五
年
。
一
二
〇
頁
等
）
。
旧
刑
法
第
一
〇
八
条
本
文
の
単
純
な
文
理
解
釈
で
あ
る
。
し
か
し
．
後
ち
に
は
持
兇
器
強
盗
を
教
唆
し
た
る

　
と
こ
ろ
．
強
盗
殺
人
を
行
つ
た
場
合
、
強
盗
殺
人
の
教
唆
で
あ
る
と
し
た
二
十
年
三
月
二
十
三
日
の
大
審
院
判
例
が
で
る
に
お
よ
び
（
前
掲
刑
法
実
用
・
九
三
頁
）
．
多

　
く
の
学
説
も
そ
れ
を
肯
定
す
る
方
向
に
す
す
ん
だ
（
そ
れ
ら
の
学
説
に
つ
い
て
は
、
野
中
勝
良
「
刑
法
彙
論
』
総
則
之
部
・
明
治
三
十
年
・
四
三
七
頁
以
下
参
照
）
。
す

　
な
わ
ち
『
教
唆
者
昌
於
テ
被
教
唆
者
力
重
キ
罪
ヲ
犯
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
予
知
シ
タ
リ
ト
認
ム
ヘ
キ
情
状
ア
ル
ト
キ
ハ
教
唆
者
ハ
其
重
キ
ニ
従
テ
刑
ヲ
受
ケ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
故

　
昌
例
ヘ
ハ
持
兇
器
強
盗
ヲ
教
唆
シ
タ
ル
轟
強
盗
人
ヲ
殺
傷
シ
タ
ル
カ
如
キ
ハ
其
殺
傷
ハ
強
盗
犯
二
当
然
伴
ヒ
得
ヘ
キ
犯
行
ニ
シ
テ
教
唆
ノ
指
定
以
外
ナ
リ
ト
為
ス
コ
ト
ヲ

　
得
ス
』
（
前
掲
書
。
四
三
八
頁
V
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
に
し
た
が
え
ば
．
柴
田
は
当
然
に
強
盗
殺
人
の
教
唆
に
問
わ
れ
る
．

（
B
X
皿
）
　
十
四
年
十
一
月
二
十
八
日
．
司
法
省
で
は
局
課
の
編
成
替
が
行
わ
れ
、
第
四
局
は
『
刑
事
二
関
ス
ル
一
切
ノ
伺
指
令
内
訓
照
会
回
答
ノ
文
案
ヲ
起
草
ス
ル
ヲ
掌

　
ル
』
機
関
で
あ
つ
た
鷺
刑
事
局
の
後
身
で
あ
る
か
ら
、
鎌
田
刑
事
局
長
が
．
そ
の
ま
ま
第
四
局
長
へ
転
じ
た
も
働
と
思
わ
れ
る
。



（
15
）
　
稟
議
書
の
一
飾
妙
，
「
石
渡
運
助
以
下
三
名
旧
法
二
従
ヒ
処
分
ス
可
キ
者
ハ
其
刑
名
モ
旧
法
昌
依
ル
可
キ
拳
あ
ル
ヲ
以
テ
此
件
ハ
伺
済
ノ
上
本
省
ヨ
リ
改
正
ノ
儀
達
セ

　
ラ
レ
夫
昌
テ
宜
シ
カ
ル
可
シ
ト
考
量
候
』
と
あ
る
が
．
こ
れ
は
本
文
で
述
べ
た
ご
と
く
、
芹
沢
判
事
の
選
ん
だ
刑
名
（
重
禁
鋼
V
の
誤
り
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
．

（
1
6
）
　
十
七
名
が
正
し
い
。
保
釈
を
ゆ
る
さ
れ
て
い
た
小
松
捨
次
郎
（
本
文
に
掲
げ
た
十
五
年
七
月
十
四
日
、
芹
沢
判
事
の
司
法
卿
へ
の
上
申
書
参
照
）
を
計
算
に
入
れ
な

　
か
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
1
7
）
　
こ
の
時
、
調
査
さ
れ
た
先
例
は
，
西
南
の
役
に
呼
応
せ
ん
と
し
て
逮
捕
さ
れ
．
弘
前
裁
判
所
で
処
刑
さ
れ
た
真
田
太
古
（
懲
役
五
年
）
、
梅
内
村
治
（
懲
役
二
年
）
．

花
輪
功
一
郎
（
懲
役
二
年
半
）
（
裁
判
年
月
日
不
詳
）
等
の
裁
判
例
、
あ
る
い
は
西
南
の
役
の
同
調
者
池
田
応
助
（
禁
獄
五
年
・
十
一
年
八
月
二
十
日
）
．
川
村
矯
一
郎
（
禁

　
獄
二
年
・
同
前
）
等
の
裁
判
例
で
あ
つ
た
。
後
者
は
．
大
審
院
の
判
決
で
あ
る
が
、
そ
の
時
期
は
、
九
州
裁
判
事
務
局
の
閉
鎖
後
に
あ
た
る
（
本
稿
二
の
彌
の
註
m
・
参

　
照
）
。
同
局
を
閉
じ
た
後
、
西
南
の
役
関
係
者
を
、
大
審
院
が
臨
時
裁
判
所
の
資
格
で
裁
判
し
た
の
か
．
あ
る
い
は
ま
た
、
大
審
院
と
し
て
特
別
に
裁
判
し
た
の
か
、
そ

　
の
辺
の
事
情
は
わ
か
ら
な
い
。
因
み
に
．
真
田
太
古
の
事
件
は
、
佐
々
木
金
一
郎
氏
が
、
前
掲
暴
動
記
に
お
い
て
、
そ
の
一
端
に
ふ
れ
て
い
る
（
七
〇
頁
以
下
｝
．

（
1
8
）
　
前
註
（
1
5
）
・
参
照
。

（
m
X
怨
　
拙
稿
・
前
掲
判
決
書
。
本
誌
第
三
十
四
巻
十
号
・
八
六
頁
以
下
参
照
。

（
盟
）
　
十
四
年
六
月
二
霞
出
版
の
『
官
員
録
」
に
よ
る
と
．
芹
沢
判
事
は
『
正
七
位
」
で
あ
る
か
ら
．
七
等
官
（
四
等
か
ら
七
等
ま
で
が
奏
任
官
）
で
あ
つ
た
と
推
定
さ
れ

　
る
．
陸
海
軍
の
大
尉
鷹
相
当
す
る
。

（
2
2
×
23
）
　
柴
田
侮
三
名
の
判
決
文
と
．
石
渡
勉
三
名
の
そ
れ
を
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
相
違
が
明
ら
か
で
あ
る
。
拙
稿
・
前
掲
判
決
書
・
本
誌
第
三
十
四
巻
十
号
・
八
六

　
頁
．
九
二
頁
以
下
参
照
。

（
鍛
）
第
四
局
長
が
．
鎌
田
か
ら
名
村
へ
変
つ
た
年
月
日
は
明
ら
か
で
な
い
。

（
2
5
）
　
福
島
事
件
の
場
合
の
状
況
に
つ
い
て
は
．
拙
稿
「
自
由
党
福
島
事
件
に
関
す
る
二
．
三
の
資
料
」
・
本
誌
第
三
十
三
巻
一
号
六
三
頁
参
照
。

（
2
6
）
拙
稿
・
前
掲
判
決
書
・
本
誌
第
三
十
六
巻
十
号
・
九
二
頁
以
下
参
照
。

（
2
7
》
　
柴
田
は
．
憲
法
発
布
の
大
赦
に
よ
つ
て
出
獄
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
正
確
な
年
月
日
は
明
ら
か
で
な
い
。
出
獄
後
は
不
邊
で
あ
つ
た
と
い
う
（
佐
々
木
・
前
掲
暴

　
動
記
・
四
八
頁
以
下
．
前
掲
県
政
史
。
上
巻
・
二
九
〇
頁
）
。
他
の
三
名
の
消
息
に
つ
い
て
は
．
大
正
十
五
年
に
、
原
胤
昭
氏
が
『
柴
田
浅
五
郎
な
る
者
栓
長
と
な
り
過
激

　
な
る
民
権
論
を
唱
え
政
府
を
顛
覆
な
さ
ん
と
企
て
た
事
件
が
明
治
十
四
年
に
あ
つ
た
。
其
共
犯
人
で
無
期
徒
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
が
三
人
北
海
道
の
監
獄
に
服
役
し
て
居

　
た
。
私
は
其
所
に
教
誇
の
職
を
取
つ
て
居
た
の
で
能
く
知
つ
て
た
。
一
人
は
死
亡
．
二
人
は
罪
名
こ
そ
強
盗
殺
人
だ
が
、
純
朴
な
人
々
で
妻
子
資
産
も
あ
る
ほ
ん
の
ド
ソ

　
百
姓
で
あ
つ
た
。
…
…
罪
名
は
ヱ
ラ
イ
が
主
因
が
国
事
犯
で
．
本
人
等
の
素
性
が
素
性
で
あ
つ
て
．
改
心
の
情
顕
著
な
も
の
で
あ
つ
た
か
ら
．
私
は
出
獄
人
保
護
者
の
位

　
置
か
ら
実
状
を
陳
上
し
て
や
つ
た
の
で
仮
出
獄
に
な
つ
た
。
明
治
三
十
一
年
十
一
月
に
釈
放
と
な
り
．
私
方
へ
引
取
つ
て
や
つ
た
。
恰
度
当
時
の
内
務
大
臣
が
板
垣
伯
、

　
議
長
が
片
岡
氏
で
あ
つ
て
、
同
道
し
て
往
ぎ
夫
々
面
会
を
さ
せ
て
や
り
ま
し
た
。
憲
政
党
本
部
で
は
阿
部
雀
之
助
と
云
ふ
人
に
会
ひ
ま
し
た
。
彼
ら
は
其
後
帰
郷
さ
せ
ま

　
し
た
。
後
一
人
は
死
亡
し
ま
し
た
』
（
『
秋
田
の
立
志
社
長
柴
田
浅
五
郎
』
・
新
旧
時
代
第
二
年
六
冊
・
二
五
頁
）
と
語
つ
て
い
る
。

秋
田
事
件
裁
判
考

四
七

（
四
七
》



秋
田
事
件
裁
判
考

四
八

（
四
八
》

四
　
む

す

び

　
明
治
十
五
年
一
月
か
ら
の
治
罪
法
の
施
行
は
、
わ
が
国
裁
判
史
上
、
劃
期
的
な
変
革
で
あ
つ
た
。
こ
れ
以
後
の
裁
判
に
お
い
て
は
．
国
事
犯
の

場
合
に
も
政
府
あ
る
い
は
司
法
省
が
直
接
に
裁
判
官
を
指
揮
、
監
督
し
て
裁
判
を
行
う
こ
と
は
、
制
度
上
あ
り
え
な
く
な
つ
た
。
政
府
の
企
図

は
、
司
法
卿
の
指
揮
す
る
検
事
の
公
訴
．
求
刑
の
み
に
よ
つ
て
裁
判
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
当
時
の
裁
判
官
の

地
位
は
ひ
く
く
．
且
つ
身
分
保
証
も
な
か
つ
た
こ
と
と
て
、
事
実
上
、
裁
判
官
が
政
府
の
企
図
に
、
迎
合
．
屈
服
す
る
こ
と
は
あ
り
え
た
で
あ
ろ

う
。
そ
の
点
で
は
、
完
全
な
「
司
法
権
独
立
』
下
の
裁
判
と
同
じ
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
を
明
治
十
五
年
以
前
、
裁
判
所
が
ほ

と
ん
ど
完
全
に
司
法
卿
の
指
揮
下
に
た
つ
て
い
た
当
時
に
比
較
す
れ
ば
、
雲
泥
の
差
で
あ
る
。

　
秋
田
事
件
の
裁
判
は
、
あ
た
か
も
治
罪
法
施
行
の
前
後
に
ま
た
が
り
．
太
政
官
の
特
命
に
よ
つ
て
地
方
の
裁
判
所
が
担
当
し
た
最
後
の
国
事
犯

裁
判
で
あ
つ
た
。
そ
の
審
理
の
過
程
は
、
太
政
官
あ
る
い
は
司
法
省
が
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
を
以
て
裁
判
の
実
態
に
介
入
し
た
か
を
、
わ
れ
わ
れ

に
示
し
て
い
る
。
同
時
に
、
そ
う
し
た
機
構
の
中
に
お
い
て
も
．
担
当
裁
判
官
そ
の
人
の
態
度
が
、
あ
る
程
度
ま
で
は
裁
判
の
結
果
に
影
響
を
お

よ
ぼ
す
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
本
稿
で
考
察
し
た
ご
と
く
．
芹
沢
判
事
に
よ
る
裁
判
は
、
か
な
ら
ず
し
も
司
法
省
の
企
図
を
そ
の
ま
ま
実
行
し
た

も
の
で
は
な
か
つ
た
。
す
く
な
く
と
も
．
主
謀
者
柴
田
の
処
置
に
つ
い
て
は
、
司
法
卿
の
内
訓
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
終
始
一
貫
し
て
．
彼
の
信
念

が
生
か
さ
れ
て
い
る
。
強
盗
殺
人
を
犯
し
た
他
の
三
名
に
つ
い
て
は
．
法
律
適
用
上
の
不
手
際
も
あ
つ
て
、
司
法
卿
の
内
訓
に
屈
し
た
面
も
あ
る

が
．
酌
量
減
軽
の
規
定
の
活
用
に
よ
つ
て
死
刑
を
さ
け
て
い
る
こ
と
は
．
こ
の
場
合
に
も
、
被
告
に
対
す
る
彼
の
心
証
が
容
易
に
動
き
え
な
か
つ

た
こ
と
を
物
語
つ
て
い
る
。
明
治
十
七
年
以
降
、
各
地
に
勃
発
し
た
自
由
党
関
係
暴
動
事
件
の
裁
判
に
お
い
て
、
強
盗
殺
人
罪
に
よ
る
死
刑
が
、

か
な
り
多
く
宣
告
さ
れ
た
こ
と
を
思
う
と
、
彼
の
行
つ
た
裁
判
の
意
義
は
、
決
し
て
こ
れ
を
ひ
く
く
評
価
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
明
治
十
五
年
前
、
周
事
犯
関
係
の
裁
判
は
か
な
り
多
く
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
審
畢
の
具
体
的
状
況
に
関
す
る
究
明
は
、
現
在
ま
で



の
と
こ
ろ
、
か
な
“
．
｛
し
も
十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
本
稿
が
．
そ
う
し
た
鶏
の
実
態
の
分
析
に
、
多
少
と
も
役
立
つ
な
ら

ば
、
私
と
し
て
は
望
外
の
倖
せ
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
明
治
十
四
年
一
月
四
日
東
京
日
日
新
聞
に
よ
る
と
『
維
新
後
国
事
犯
者
の
数
凡
そ
四
万
余
人
に
て
．
そ
の
う
ち
放
免
せ
ら
れ
た
る
も
の
、
死
亡
し
た
る
も
の
を
除
き
．

　
　
処
刑
を
か
う
ぶ
り
た
る
者
は
翫
千
人
に
あ
ま
れ
り
』
と
あ
る
．

後
記
　
秋
田
市
四
ッ
小
屋
中
学
在
勤
の
田
口
勝
一
郎
氏
か
ら
、
資
料
の
貸
与
そ
の
他
に
つ
い
て
御
援
助
を
う
け
た
・
ま
た
．
口
絵
写
真
は
．
大
学
院
法
学
研
究
科

　
　
　
塾
生
後
藤
吉
成
君
の
撮
影
に
係
る
。
こ
こ
に
記
し
て
．
そ
の
御
厚
意
を
謝
す
。

秋
田
事
件
裁
判
考

四
九

（
四
九
》


